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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第１話「奴隷少女たちにお休みをあげるには、いろいろ口実が必要だった」






「それじゃ、これからパーティ全員、有ゆう給きゆう休きゆう暇かってことで」

　みんなを家のリビングに集めて、僕は言った。

　僕たちはこれから、イルガファ領主家の別荘がある『保養地ミシュリラ』へ行くことになる。

　旅の目的は、奴隷のみんなに有給休暇をあげること。

　それと『海竜の祭り』のほとぼりが冷めるまで、港町イルガファを離れることだ。

　イリスを連れて行くことについては、領主さんの許可をもらった。表向きは『海竜の祭り』で疲れた巫女みこのためのバカンス、ってことになってる。

　ミシュリラの町までの距離は、徒歩で３日くらい。

　そこは『保養地』だから気候も穏やかで、温泉まで湧いてるそうだ。そういう場所なら、みんなのんびりできるだろうし……いいと思うんだけどな。旅行つきの有給休暇って。

「「「「「ゆうきゅうきゅうか…………？」」」」」

「わかりやすく言うと……お小遣いつきのお休み……かな？」

　僕が言うと、みんなびっくりしたように目を見開いた。

「ナギさまの世界にはそんなものが……？」「ナギってば、私たちに気を遣いすぎ」「お姉ちゃん、どうやってなぁくんにお返しをすればいいの？」「なるほど。休みと給与、仕事のバランスを考えたお兄ちゃんらしい方法ですね」「あたし、明日死ぬんですか……？」

「で、どうする？」

「「「「「お供させてください!!」」」」」

　反応はそれぞれだったけど、みんな賛成してくれた。

　でも、『有給休暇』については、この世界にはない制度だからか、よくわかってないみたいだ。

　ゆっくり説明していこう。旅行中はいくらでも時間があるからね。

　そんなわけで日程を決めて、旅の準備をしてるうちに数日経って──




　あっという間に出発の朝になった。




　イリスが交渉してくれたおかげで、イルガファの領主さんからは２頭立ての馬車を借りられた。

　屋根がついてて、全員乗れるくらいの大きさのものだ。最高速度は早歩きくらいだけど、それで十分。せっかくの観光旅行だから、ゆっくり行こう。

「じゃあ発動。『生命交渉フード・ネゴシエーシヨンＬＶ１』」

　馬具を着けた馬たちの前で、僕はスキルを起動した。




『生命交渉』（ＵＲウルトラレア）

『食材』で『礼儀正しく』『交渉する』スキル

　食材を通貨の代わりにして、他者とやりとりできるスキル。

　このスキルの発動中は、相手が動物や魔物でも意思を通じ合わせることができる。




「僕はソウマ＝ナギ。君たちに仕事をお願いする者だ。出かける前に、話をしておきたい」

『生命交渉』は異種族間のコミュニケーションスキルだ。

　馬車を操るスキル『御者ＬＶ２』は買っておいたけど、念のため、馬とも話をつけておこう。

「君たちには、目的地まで付き合ってほしい。僕たちの人数は６人。コースは『シャルカの町』を経由して保養地ミシュリラまで。片道約３日の旅だ。よろしく頼む」

　僕は準備しておいた『ニギウリカ』を取り出した。

　緑色で、ニンジンみたいな形をしてる。この世界の馬の好物らしい。

　それを見た馬たちは、首を震わせて「ぶるるん」「ぶるる」って鳴き出した。

『が、が、がってんでぇっ！』

『おまかせくだせぇ、旦だん那な！』

　同時に、頭の中で声が響き出す。

『あっしらのような者にご丁寧な挨あい拶さつ、恐縮ですぜ』

『どうぞわしらをお使いくだせぇ！』

「よろしく。御者は僕と、この子が担当する。彼女も君たちと意思を通じ合わせられるはずだ」

　僕はセシルの肩をつかんで、馬たちの前に押し出した。

「よろしくお願いします。お馬さん！」

　セシルは『動物共感ＬＶ３』を発動して、馬たちに話しかける。

『おお、なんと可愛かわいらしい』『このような美少女に操られるとは本望ですぜ！』

「そ、そんなことないです。それに、ナギさまのおそばには素敵な方がいっぱいですから……」

『まったく、旦那も幸せ者ですなぁ』『愛し合っておりますなぁ！』

　馬はセシルの手に鼻をこすりつけてる。仲良くなってくれたみたいだ。

「疲れたら言うように。お前たちも旅の仲間だということを忘れるな。僕からは以上だ」

『『承知しました旦那!!』』

　がりがり、ぼりぼり。

　同時に言って、馬たちは『ニギウリカ』をかじりはじめる。よし、話はついたかな。

　必要なものは馬車に積み込んだ。一番大事なのは食料と水だけど、そっちは何度も確認した。念のため、スキルクリスタルも仕入れた。家財道具は向こうで借りられるから問題なし。

　準備は全部済ませたはずだけど……そういえば、

「──出発前に、みんなに言っておくことがあったんだ」

　僕はリタ、アイネ、ラフィリア、イリスに向き直る。

　全員、馬車の横に集まってる。馬の背中を撫なでてたセシルも、慌ててみんなの列に並ぶ。

　今回の旅行は『有給休暇』の一環だけど、『社員旅行』も兼ねてる。

　社員旅行といえば『観光地めぐり』『温泉』『その地の料理を食べる』がよくあるイベントだけど、僕はもうひとつ考えてる。それは──

「旅の間は、なるべく『無ぶ礼れい講こう』にしたいと思ってるんだ」

　みんなの前で、僕は宣言した。




『「ぶれいこう」

　ナギの住む世界に存在する、上下関係を無視した宴のこと。

　飲み会だけではなく、上下関係を無視した状態・環境を指すこともある。

　上司が「今日はぶれいこうだ」と言った場合、「上下関係を気にせず気軽に楽しもう」という意味だが、それを真に受けるとあとでひどい目に遭うことが多い。

　なので、「たくみに上下関係を意識しつつ、かつ、それを無視しているようにふるまわなければならない」という、ハイレベルな対応を要求されるため、かえってストレスが溜たまることもある』




　それはともかく、僕たちの場合は『真に受けてもＯＫ』なぶれいこうだ。

「今回の旅行は『有給休暇』の代わりだってのを忘れずに。お休み中なんだから、そんなに『ご主人様』のことは気にしなくていいよ、ってこと」

　って、僕はみんなに説明したんだけど。

「「「「「…………？」」」」」

　でも、みんな首をかしげてた。

「……ごめんね、ナギ、意味がよくわかんないんだけど」

　リタが獣耳をぴこぴこさせながらつぶやく。

「ごめん、説明不足だった」

　この世界の人たちに、いきなり『ぶれいこう』って言っても通じるわけないよな。

　どうすればうまく説明できるかな……？

　……そういえば『ぶれいこう』は夜の食事や飲み会でやるんだよな……。

　旅行の間ずっとじゃなくて、時間を決めれば、みんな休暇を受け入れてくれるかもしれない。

　わかりやすく説明すると──




「つまり、夜は遠慮しなくていいってことだ」

「「「「「────────っ!?」」」」」




　もうちょっと詳しく。「遠慮しなくていい」ってのを、嚙みくだいて言うと──




「言いたいことは言っていいし、したいようにふるまっていい」

「「「「「！！！！？？？」」」」」

「もちろん、遠慮しなくていいってのは、僕に対してだよ。普段は言えないことやできないこともあるだろ？　そういうのを溜めこんでると、もやもやしたりするから、この旅の間に発散するのがいいと思うんだ」

「「「「「………………………………………………」」」」」

　今回の旅はあくまでも、みんなをねぎらうためのものだから。

　みんな海竜の事件で大変だったからね。それに、多少は生活のめどがついたんだから、そのお祝いってことで。

「もちろん、僕も自由にいろいろ楽しませてもらうから、みんなそのつもりでいるように」

　……あれ？

　みんな固まってる？

　セシルは真っ赤な顔で、なにかを決意したように拳こぶしを握りしめてる。

　リタはなんだかうつろな目で僕を見てるし。

　アイネは胸を押さえて、こくこくこくっ、ってうなずいてる。

　ラフィリアは祈るように指を組んで「さすがマスター」って。わかったのかな？

　でも、隣のイリスが胸元から羊皮紙を取り出して、なにかを書き込んでるのはどうしてだろう。いつもそんなところになにを入れてるんだ？　イリス。

「とにかく、みんなわかったかな？」

「はい！　ナギさま、よくわかりました」と、セシル。

「……ナギの考えてることだもん、わかったもん」と、リタ。

「なぁくん、お姉ちゃんを惑わせないで……」と、アイネ。

「もはや語るに及びません、マスター」と、ラフィリア。

「さすがイリスのお兄ちゃんです！」と、イリス。

　みんなはそれぞれの表情で手を挙げて、それから馬車に乗り込んだ。

　わかってくれたみたいだ。

　僕は馬車の御者席に。その隣にはセシルが座る。

　アイネとラフィリアとイリスは馬車の中に。

　リタは、馬車と並んで歩き出す。彼女は外の方が落ち着くらしい。

　というわけで、イルガファの城門をくぐって、街道へ。

　僕たちは異世界での『社員旅行』に出発したのだった。










「今日の宿泊地は『シャルカの町』だったっけ」

　僕は地図を確認する。

『保養地』までは、途中で数泊することになる。イルガファと保養地の間にあるのが『シャルカの町』だ。そこには旅の安全を祈るための祭壇があるらしい。

「はい。『シャルカ』は偉大なる『天竜ブランシャルカ』の血を受けた町、ですね。ナギさま」

「海竜の他に天竜なんてのもいたんだな。知らなかったよ」

「そうですね。今の時代、存在が確認されているのは海竜ケルカトルさんだけですけど、かつては天竜、地竜、魔竜なんてのもいたそうです」

「でも、天竜はもういないんだよね」

「そうらしいです。次の町に、遺体の一部が残ってるそうですから」

　天竜が大昔に死んだって記録が残ってるのは、そのとき、遺体が空から落ちてきたから。

　その胴体が落ちてきて、クレーターのようなものができたのが『魔法実験都市』っていう大きな町のある場所だ。正確には、クレーターの跡地に町が造られたそうだ。

　で、今日僕たちが泊まる町にも天竜の一部が落ちて、今はそれが旅人のお守りになってるとか。

　地図によると、もうすぐ見えてくるはずだけど──

「──ご主人様ー！　そっち行っていい!?」

　不意に、僕たちの真横で声がした。

　馬車の横を小走りで歩いてたリタが、僕の方を見てた。

「いいよ！　今、場所を開ける！」

「場所──？　ひゃ、ナ、ナギさま!?」

　僕はセシルを抱き上げて、膝ひざの上に乗せた。

「とー」

　しゅた、って、リタが御者席に飛んでくる。

「もうすぐ『シャルカの町』のシンボルが見えるわ。セシルちゃんに早く見せてあげたいの」

「わかった。じゃあセシルを渡す」

「ナ、ナギさまもリタさんも、わたしをやりとりしないでください！」

　セシル、笑いながら声だけで怒ってる。楽しそうだ。

　やっぱり旅に連れてきてよかった。

　荷台の方では、アイネもイリスもラフィリアも、まわりの景色に釘くぎ付づけになってる。僕も、こんなふうに旅行するのは、元の世界を含めて初めてだ。

　街道の右側は林が続いてる。その隙間から海が見える。左は深い森。しばらく進むとその森が途切れて、なだらかな牧草地帯になる。

　草地の向こうに見えて来たのは、背の低い城壁だった。

　あれが今日泊まる予定の、シャルカの町だ。イルガファに比べれば小さい町だけど、ちゃんと城壁に囲まれてる。その向こうにあるのは、赤茶けた煉れん瓦がの建物。教会らしいものもあるし、鐘がついた塔も見える。けど、それらを圧倒して一番目立ってるのは──

「見えるでしょセシルちゃん。あれが『天竜が落としたもの』よ」

「あれが……天竜の遺体の一部ですか……」

　いつの間にか肩車してるリタの上で、セシルが呆ぼう然ぜんとつぶやいてた。

　僕の位置からも、城壁から突き出てるものが、はっきりと見えた。

　それは、真っ白な翼だった。

　しかもサイズが桁けた違ちがいに大きい。僕の世界のビルくらいの高さがある。

　表面は白い皮膜でできていて、端の方に骨のような膨らみがある。あれで空を飛んでいたんだろうな。空力とか考えたら不可能だけど、ここはファンタジー世界だし。

　後ろを見るとアイネ、ラフィリア、イリスが窓から顔をつきだしてて、同じものを眺めてる。

　僕たちが見ているのは、真っ白な竜の翼。ただし、竜の本体はない。

「あれが町のシンボルで、旅人の守り神と呼ばれるもの。『天竜ブランシャルカ』の翼よ」

　リタの言葉に応えるように、馬たちが「ひひん」と鳴いた。

　あそこが今日の宿泊地で、最初の観光地だ。

















第２話「実験用に『再構築』したスキルには、意外な副作用があった」






　シャルカの町に入ると、天竜の翼のほとんどを見ることができた。

「……なんておおきいのでしょう……」

　僕の隣で、イリスが背伸びして『翼』を見上げてた。

　立ち寄った広場で、僕たちは天竜の翼の前で釘くぎ付づけになってた。

　セシルとリタは宿屋に馬車を置きに行ってる。セキュリティのために、観光は交代でってことにしたんだ。

　広場には、僕たちの他にもたくさんの人が集まってる。

　この町がにぎわってる一番の理由は、やっぱり『天竜ブランシャルカ』の翼が残ってるからだろう。伝説の生物の遺産を目の前で見ることができるんだから。元の世界だったらスフィンクスとかモアイとか、そういうレベルの遺物だ。

　ただし、僕たちが見ることができるのは、翼の上の方、だいたい三分の二くらいまで。下の方は石の壁の向こうに隠れてる。壁の先には天竜を崇める組織の建物があって、『翼』の管理をしているらしい。重要文化財の管理所みたいなものかな。

　壁の前には、天竜の伝説について書かれた石碑があった。

『太古の昔に、天竜は人に姿を変えて、人間の戦争を止めたことがある』

『それ以来、天竜の影が見えるたびに、人は争いをやめるようになった』

『時折、空から光を降らせて、悪い魔物を倒すことがあった』などなど。

　さらには研究者の学説も書かれてる。『天竜は時が来ると復活する』『現在は再生を待っている状態』『お前はなにを言っているんだ。精神体に変化したに決まっているだろう』『実は俺は天竜の居場所を知っているんだ』『ちょっと表に出ろ』『お前は学会から追放してやる』などなど。

　でも……もう少し文章を整理した方がいいんじゃないかな。

『翼』の高さは、20から30メートルくらい。

　表面は真っ白で、傷ひとつない。形はコウモリの翼に似てるけど、桁けた違ちがいに神々しい。

　真珠のように輝く骨が空に向かって伸びていて、そこに帆のような皮膜がくっついてる。あまりに大きいせいで、翼の上の方は風にあおられて震えてるけど、地上にある方はびくともしない。

　見てるだけで、自分がちっぽけになったみたいだ。

　天竜の本体はどれくらい大きかったんだろう。それが空を飛び回ってたなんて、想像もつかない。もしも天竜がまだ生きてて、人間やデミヒューマンの味方をしてたなら、魔王なんか存在できなかったし、僕が異世界から呼ばれることもなかったんだろうな。

「でも……あれが倒れてきたら、町は壊滅するんじゃ……」

「そんなことはないって、あそこの看板に書いてあるの」

　アイネが祭壇の前にある石碑を指さした。

「『数百年の間、倒れなかった。だから今後も倒れることはない。ご安心ください』って」

「それに地上に出てるのは、翼の半分でしかないそうですよ、お兄ちゃん」

「半分は地面に埋まってるそうですよぅ」

　僕の隣で、イリスとラフィリアがうなずいてる。

「いまだかつて『翼』に傷をつけたひともいないそうです。昔の王様が楯たての材料にしようとしたこともあったそうですけど、作業員十人がかりでも切り取ることができなかったらしいです。現在は翼に傷をつけようとすると重罪になるそうです」

「重要文化財だもんな」

　真っ白な翼は空に向かって突き立ってる。まさに神秘の遺産って感じだ。

「数百年も残ってるんだから、すごいよな」

　巨大なものを前にすると、人は自分の小ささを自覚するなんて話があるけど、本当だ。

「……僕たちは百年くらいで死んじゃうんだもんな。それに比べて『天竜の翼』は数百年前からここにあって……これからも数百年残ってるって考えると、感動するよな……」

「そうね。竜に比べたら人間もデミヒューマンも、はかない生き物なの」

　僕の隣で、優しい声でアイネが言った。

「でもね、アイネたちは未来に血を繫つなぐことができるの。死んじゃったあとも子どもがいれば……きっと、アイネたちのことを、覚えててくれるの。ね？」

「そうですよお兄ちゃん。アイネさまの言うとおりです！」

「あたしもそう思うのです。心配することないのですよぅ」

　イリスとラフィリアも、なぜかほっぺたを赤くしてつぶやいてる。

　みんなも巨大な遺物を前にして、人やデミヒューマンのはかなさを感じて……るんだよね？

「お兄ちゃんが望まれるなら、『天竜の翼』にまつわる逸話を、お教えいたしましょうか？」

「いいね。お願いするよ、イリス」

「今夜……じっくりとお話しいたします。イリスとお兄ちゃんの、寝物語に……」

「わかった。楽しみにしてる」

　僕がこの世界のことを知るには、みんなからの情報が必要だからね。

　なんとか生活の拠点は確保したけれど、働かなくて生きられるスキルを作るめどはまだ立ってないし、普通に働いて生きていけるかどうかも、まだ確定してない。

　この旅は僕が、この世界について詳しく知るためのものでもあるんだ。

「できれば町の特産品や、取引価格とかも調べておきたいな。『働かなくても生きられるスキル』を作ったあとも、カムフラージュとしての仕事はあった方がいいよね」

　まったく働かないで暮らしてると、まわりから不審に思われるかもしれないから。

　旅の間に、仕事のヒントになるようなものを見つけないと。

　天竜の翼があるこの広場にも、次から次へとキャラバンが入って来る。旅の中継地点だから、馬車の積み荷も様々だ。穀物だったり、果物だったり、幌ほろをかぶった箱だったり。それを運んでいる人も色々だ。小さな子どもを連れた家族もいる。商人の親子かな。あんなふうに、旅をして生活する家族もいるんだ……。

「なぁくん、キャラバンの方をじっと見てるけど……お仕事のことを考えてるの？」

「……あ、うん」

「だめだよ？　今は『ぶれいこう』でしょ？　お仕事のことは、あとあと。ね？」

　アイネは笑いながら、僕の額を突っつくふりをした。

　彼女の言うとおり、つい、今後の生活のことを考えちゃってた。せっかく観光地に来たんだから、今はみんなと旅を楽しもう。

「せっかく、この世界の遺物を見に来たんだもんな」

　僕は天竜の翼の方に向き直った。

　イリスとラフィリアはまだ『翼』に見入ってる。日は高いし、のんびりと付き合おう。

「そういえば、アイネに協力してほしいことがあったんだ」

「アイネに？」

　僕の隣で、アイネが不思議そうに首をかしげた。

「うん。僕はこの旅で、もっと汎はん用よう性の高いスキルを研究したいと思ってる。アイネにも使ってもらって、意見を聞かせてほしいんだ」

「もちろんいいよ。でも、汎用性の高いスキルって、どういうもの？」

「いろんなことに使えるスキルのことだよ。それで全体の強さの底上げをしたいんだ。そうすればもっと、楽に生きられると思うから」

　僕たちはいつも、事件が起こってからスキルを『再構築』してる。

　でも、それだと効率が悪い。目の前の事件を解決するための『特化型スキル』になるから。

　問題なのは、奴隷のみんなのスキルをその場で『高速再構築クイツクストラクチャー』してること。

　あとでスキルの概念を安定させなきゃいけないし、みんなへの負担も大きい。

　だから前もって、いろいろなことに使えるスキルを作れないか、試してみたいんだ。

「ここに、実験用に買っといた『マッサージＬＶ１』があるんだけど、それを『鑑定ＬＶ１』と合わせるとするだろ？」




『マッサージＬＶ１』

『身体からだ』の『緊張』を『やわらげる』スキル




　これは旅の前に買っておいたスキルのうちのひとつだ。疲労回復に使おうって思ってた。




『鑑定ＬＶ１』

『アイテム』の『価値と効果』を『見極める』スキル




　こっちはイリスからもらってた家事スキルの最後のひとつ。

　雇い主の持ち物の価値を理解して、大事に扱うように、ってことで、メイドさんにインストールされることが多いらしい。

　このふたつを再構築して汎用性の高いスキルを作るとすると……。




「実行！　『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ４』」

　僕はスキルを実行した。




　新しくなったスキルは──




『動どう体たい観かん察さつＬＶ１』（Ｒレア）

『身体』の『緊張』を『見極める』スキル




「というわけで、いろいろなことに使えそうなスキルを作ってみた」

「素早いね、なぁくん」

「ところでアイネ、久しぶりの旅だから疲れてない？」

「ぜんぜんへいきだよ？」

　アイネは当たり前みたいに、首をかしげた。

　うん。いつものほわほわな笑顔だ。汗もかいてないし、栗色のふわふわ髪は──さすがにちょっと乱れてるけど。いつものように穏やかな『お姉ちゃんメイド』のアイネだ。

　だけど、このスキルを使ったらどうなる？




「発動。『動体観察ＬＶ１』」




　スキルを起動したら、僕の視界が変化した。

　目の前にいるアイネの姿はそのままだけど、色付きのフィルターがかかったようになってる。

　アイネの身体の一部がオレンジ色に光ってる。

　腰と背中のあたり。それと、脚の一部で赤色になってるところもある。

「アイネ、脚が疲れてない？　特に膝ひざから下のあたり」

「……え？」

　アイネがびっくりした顔になる。

「あと、腰と背中も少し緊張してるよね。これは馬車の中で座ってたからか。今日は早めに休んだ方がいいな。明日も移動だからね」

「なぁくん……どうしてアイネのことがそこまでわかっちゃうの？」

「この『動体観察』は視界に入った相手の緊張してる部分がわかるスキルなんだ」

　緊張してる部分が赤く見える。つまり、今はアイネの腰と背中のあたりが少し張ってて、ふくらはぎのあたりがかなり疲れてる、ってことだ。

「たとえば……脚を上げようとしてみて？　動かさなくていいから」

「……こう？」

「右脚を上げようとしてる？」

「それも筋肉の緊張でわかるの？」

「そういうこと。ゆっくりした動きならね」

　身体を動かそうとすれば筋肉の一部が緊張したり緩んだりする。そのせいか『動体観察』は『力を入れている部分』にも色がついて見えるみたいだ。

　ただし、ゆっくり動いてる相手じゃないと、対応するのは無理っぽい。

　たとえばリタ相手だったら、身体の動きを読む前に蹴けりが飛んできそうだ。

「すごいスキルだね、それって、どんなふうに見えるの？」

「視界に入った相手の服を透して、『筋肉が緊張してる部分』のまわりが光って見える感じかな」

「服の上に肉体が浮き上がって見える感じ？」

「そう、そんな感じ」

「じゃあ、ラフィリアさんは？」

「ラフィリアは……」

　ラフィリアは両脚がオレンジ色になってる。

　あと、身体の前がちょっと赤っぽく光ってる。胸のあたりだ。革の鎧よろいになんとか収まってるふたつの膨らみが、赤に近いオレンジ色になってる。大きな丸い、やわらかそうなもの。かたちまでよくわかる。やっぱりあれだけのものを支えてればまわりの筋肉も疲れて……って、あれ？

「……なぁくん、ラフィリアさんはどう見えたのかな？」

　にこにこ、にこにこ。

「服が透けて身体のかたちが見えるんだよね？　凄すごいスキルだね、なぁくん」

「待って。説明させて」

「大丈夫。なぁくんがそんな目的でスキルを作ったんじゃないってのはわかってるから」

　さすがパーティのお姉ちゃん。

「だってなぁくんが女の子の身体を見たいなら、アイネがいつでも一緒にお風ふ呂ろに入ってあげるもの。むしろごほうびだもの。だからそんなスキル、必要ないの」

「……あのね……お姉ちゃん」

「んー。なにかなー、なぁくん」

「この『動体観察ＬＶ１』はアイネが持っててくれないかな。お姉ちゃんとして、みんなが疲れてたら、サポートしてほしいなー」

「うん。わかったの」

　この『動体観察ＬＶ１』……意外な副作用があったな……。

　今日一日は僕が実験に使って、アイネには明日渡すことにしよう。

　さて、と、そろそろ宿に入ろうかな。

「イリス、ラフィリア。続きは荷物を置いてから──」

　僕はイリスの肩に手を乗せた。




　その瞬間、視界がぶれた。




　目の前に別のフィルターがかかったみたいだった。

　僕たちと『翼』の間に、知らない少女が立っていた。

　白い少女だった。

　肌も、着てる服も真っ白で、髪の毛は光を放つプラチナブロンド。

　目だけが、空を映したように青い。




『古き血を引く方々と、そのご主人様にご挨あい拶さついたします』




　彼女は言った。

「起動──『動体観察』」

　僕はスキルを起動して少女を見た。

　けど、少女の身体には筋肉の緊張を示す『色』がない。ってことは、実体じゃない。幻影だ。

　少女は立って──しゃがんで──一礼。それを繰り返してる。

　僕はイリスの肩から手を離した──幻影は消えた。

　今度はラフィリアの肩に手を乗せると──見えた。

　アイネにも同じようにしてみる……見えない。

　イリスとラフィリアに触れると見える幻影？　なんだろう、それ。

「……って、こうしてる場合じゃないか」

　まわりに人が増えてきてる。

　ちょうどキャラバンが着く時間帯らしい。まわりが異常なくらい混み始めてる。

「イリス、ラフィリア。そろそろ行くよ」

　ちょっと強めにふたりの肩をゆさぶってみる。

「は、はぃっ!?」「あ、ますたぁ？」

　やっと気づいてくれた。

　僕はふたりの手を引いて歩き出す。アイネが後ろについてきてくれる。

　人混みの間を抜けるのは、そんなに難しくない。『動体観察』を使えば、相手が避けてくれるかどうかわかるから。僕たちは早足で人混みを抜けて、宿屋がある方へ。

「お兄ちゃん。さ、さっき、イリスたちの目の前に変な人が──」

　小さな道に入ったところで、イリスが興奮した様子で僕の手を引いた。

「あれ、なんでしょうか？」

「僕にも見えたよ。あれは、ゴーストか残留思念だと思う」

　セシルと出会ったときにもあったな、そういうの。

　この世界ではそういうのが普通にあるんだから、驚いてもしょうがないよな。

「でも、あのひと、イリスに『古き血』って言ってました……」

「……古き血、か」

　イリスは海竜の娘の血を引いている。『古き血』といえばそれだろう。

　ラフィリアには謎が多い。『不ふう運んし招よう来らい』なんて妙なスキルをインストールされてたくらいだから。残留思念が見える謎能力があったっておかしくない。

「あれについては保留にしようよ。情報がなさすぎる。今はスルーってことで、いいかな」

「はい。お兄ちゃん」

　イリスはうなずいてくれた。けど、気にはしてるみたいだ。ラフィリアも。

　僕は路地の向こうから『翼』を見上げた。

　まったく。せっかくのお休みなのに。

　メッセージを送るなら帰り道にしてほしかったよ。みんなが気にするからさ。




　そして宿屋に入って、保養地に向かうことを話したら──

「保養地ミシュリラまでの街道は危険地域になってますよ？」

　宿屋の主人に、変な顔をされた。

「おととい、街道に危険度Ｂの魔物が出たそうです。現在、シャルカと魔法実験都市側に衛兵が立って、どうしても通りたい者は自己責任で、ってことになってますけど？」




　そんなわけで部屋に入ってから僕たちは、宿屋で集めた情報をまとめた。





・シャルカの町から保養地に向かう街道の途中に、飛竜ワイバーンが出現した。通行中のキャラバンが襲われ、負傷者が出た。

・冒険者ギルドが討伐隊を準備している。だけど討伐にはまだ時間がかかりそう。

・そのため、街道を通る時は自己責任で。

・あと、少女の幻影なんか見たことないよ。ナニソレ？






　この町から、保養地ミシュリラまでは、山やま間あいの街道を通ることになる。飛竜が現れたのはそのあたりだ。

　魔物討伐がいつになるのかはわからない。

　そして、街道を通れないせいで、宿屋が大混雑してる。この部屋を取るのもすごく大変だった。さらに明日からは宿泊料が値上げになるらしい。もう、観光をするどころじゃなくなってる。

　これらの情報を考えて、導き出される結論は──

「はい！　イリスにおまかせください！」

　僕が結論を口にする前に、イリスがびし、と手を挙げた。

　やっぱり、それしかないか。

「無理はさせたくないけど、イリス、いいかな？」

「もちろんです。イリス、主に自分自身の野望のため、がんばります！」

　チートキャラをなめてはいけなかった。

　飛竜が１匹現れたくらいで、社員旅行を諦あきらめる少女なんか、僕のパーティにはいないのだ。

「すいません、お兄ちゃん。余計なことでしたでしょうか……？」

　気がつくとイリスは、心配そうに僕を見てた。

「ううん。いいよ。僕もイリスにお願いしようとしてたから」

「……よかった」

「それに『ぶれいこう』だって言ったろ？　好きなようにふるまっていいんだからさ」

　僕がそう言うと、みんなの動きが、ぴき、と、止まった。

「あ、あの、ナギさま。それって、保養地に着いてからじゃなかったんですか？」

　床の上にちょこん、と正座したセシルが、目を見開いてこっちを見てる。

「あれ？　僕は旅の間、夜はずっと『ぶれいこう』だって言ったつもりだったんだけど」

「で、でもでも。今日の宿で取れたお部屋はふたつですよ？」

「ふたつだよね」

「ナギさまと、誰かふたりが、同じお部屋になっちゃいますよ？」

「なっちゃうよね」

「……いろいろ見えちゃいますし……聞こえちゃいますよ？　本当にその状態で『ぶれいこう』なんですか？」

　セシルは恥ずかしそうに、もじもじと指を絡めてる。

　……そうか「ぶれいこう」だもんな。

　もしかしたら、みんなで『きゃっきゃうふふなガールズトーク』をするつもりだったのか。

　よくあるよね。旅先のパジャマパーティとか。

　それなら、僕がいたら落ち着かないよな。

「わかった。僕の分の一人部屋が空いてないか聞いてみる」

「ナギさまがお部屋を出ていってどうするんですか!?」

「僕が目隠しと耳栓をするってのは？」

「どうしてそうなるんですか!?　わたしたちはその状態のナギさまをどうすればいいんですか!?」

　セシルも、みんなも真っ赤になったり転がったり。

　しばらくして落ち着いて──とりあえず明日のために体力を残しておこう、ってことで話がまとまって、僕たちはそれぞれの部屋へ。部屋割りはくじ引きで。

　幸い、部屋にはベッドがふたつあったから、僕と、セシル・ラフィリアで分けた。

　旅の心配はそれほどしてない。

　ワイバーンはたぶん、さっさと片付けられそうだったから、僕は。




『古き血を引く方々と、そのご主人様にご挨拶いたします』




　昼間聞こえた、あの声を思い出していた。

　あれが誰かの残留思念だとしたら──魔族の残留思念だったアシュタルテーのように──なにかを伝えたいのかもしれない。

　そんな考えが、頭から離れなかった。








第３話「海竜の巫女みこと武闘派飛竜ワイバーンの対決は、30秒で片が付いた」






　彼は、まだ若い飛竜ワイバーンだった。

　それが、「ヒト」という種族と戦うことによろこびを覚え始めたのは最近のこと。

　彼にとって「ヒト」とは、とても不可解ないきものだった。

「ヒト」は、小さくて弱い。なのに種族としては勢力を伸ばしている。

　飛竜はこんなに強大なのに、ほんの小さな地域しか支配していない。

　納得できない。

　戦って、どちらがより優れた種族か決着をつけるべきだろう──

　そして彼は、新しく見つけた狩り場へと向かう。

　東へ西へと、ヒトやデミヒューマンが行き交う、長い道。ちょうどいいナワバリだ。

『──────グ、グォオオオオ』

　彼は今、街道を走る小さな馬車を目で追っている。

　ぐるる、と、喉のどが鳴った。

　ここを狩り場としたばかりだというのに……あれは自分への挑戦か？

　思い知らせてやる……身の程を知るがいい……「ヒト」よ。










「……来たな」

　馬車の御者席で顔を上げると、飛竜の姿が見えた。

　でかい。翼を広げた状態だと、全長15メートルくらいはある。

　太陽を背にして、巨大な翼を広げて、こっちを見下ろしてる。それからゆっくり旋回して、方向転換して──こっちに向かって来る！

「イリス、お願い！」

「はい。お兄ちゃん！」

　イリスは御者席で立ち上がり、迫り来る飛竜を指さした。

　そして、宣言する！




「相手が竜の眷けん属ぞくとはいえ、お兄ちゃんがくれたお休みの邪魔をするなら、このイリス＝ハフェウメア、全力を出させていただきます！　発動！　『竜種超越共感ドラゴニツク・エクス・シンパシーＬＶ１』!!」




　イリスがスキルを発動すると、ワイバーンの身体からだが、空中で硬直した。




『竜種超越共感ＬＶ１』（ロックスキル・ＵＳＲウルトラスーパーレア─ＥＸエクステンド）




　竜にイリス＝ハフェウメアの思いを、強化して伝えることのできるスキル。

　自分の中の『竜の血』にも干渉できるため、竜の能力をある程度まで引き出すことができる。水中呼吸も可能。水に濡ぬれると自動的に発動していた『竜の鱗うろこ』も制御できる。

　また、近くにいる低級の竜『ワイバーン』『シーサーペント』などを操ることができる。




「飛竜よ！　おすわりっ!!」

　イリスは腕を振り上げて、叫んだ。

『グォオォ……ア』

　飛竜はそのまま減速して、ゆっくりと地上へ降りてくる。

　そして、ずざざざざ──っと砂を巻き上げながら、着地。

「ふっふーん。わがお兄ちゃんと奴隷仲間の皆さまの旅路を邪魔しようなど、片腹痛いでしょう。飛竜さん！」

　イリスは胸を張って、翼を閉じて『おすわり』の姿勢になった飛竜へと宣言した。










「あなたには竜の眷属としての誇りはないのですか!?　飛竜よ！」

　身長１４０センチちょっとの、ちっちゃなイリス。

　彼女にお説教されている、体長十数メートルの飛竜は、行儀良くおすわり状態。

　これが『竜種超越共感』の力だった。
















　この『４概念チートスキル』は海竜の精神支配さえも跳ね返す力を持っている。このスキルを発動してる間は、イリスは飛竜の上位者だ。『覚かく醒せい』モードになれば竜っぽい力を発生させることもできる。

　飛竜がいかに強くても、海竜の直系の子孫『海竜の巫女』に逆らえるわけがないのだった。

「いいですか、あなたは下級とはいえ、竜の一種なのでしょう？　それが旅人を襲って力を示すなんて、誇りある者のすることではないでしょう!?　猛省なさい！」

『グル────ウ。ガ、ダガ──』

「言い訳は聞きたくありません！　飛竜よ『お手』！」

『グアアアアアアアア──ッ』

　飛竜は器用に片足を上げて、イリスの手の前にかざした。

「飛竜もかたなしか……すごいな、イリス」

　巨大な飛竜はイリスに向かって、反省のポーズを取ってる。

　イリスのことを完全に、自分より上の存在だって認識してるみたいだ。

「この世界には偉大なる竜が数多く存在します。我が祖先である海竜、人々を守って下さっていた天竜。お前はその天竜と同じく、天かけるものでしょう!?　ならば、誇り高く生きなさい！　戦いたいなら人やデミヒューマンなどではなく、より強い者を相手になさい！」

『オオ──オオ！』

「もう人里には来ないと約束しなさい。竜の眷属が人を襲うなど、あってはなりません！」

　イリス、本気で怒ってる。

　彼女にとっては飛竜は遠い親しん戚せきみたいなものだ。そいつが人を襲って喜んでるなんて、同じ竜の血を引くものとして、我慢できないんだろう。

「あなたが正しい選択をすることを、イリスは願います。そしていつか、あなたが竜の眷属の誇りを取り戻したときに、再び出会えることを！」

　イリスは、そう言って、祈るように手を組み合わせた。

「それが海竜のケルカトルの子孫にして、『竜種超越共感』スキルを持つ、イリスの言葉です。これでわからなければ、あなたに語る言葉はなにもありません。竜の眷属として、あなたはどちらを選びますか？　暴君たる魔物の道ですか？　それとも──誇り高き竜の道ですか？」

『グォ────ウォオオオオオオオオオオ────オオオオオオ────ッ！』

　翼をはばたかせて、飛竜がほえてる。

　こいつ、イリスの説得に感激しちゃったみたいだ。

「あのさ、飛竜」

　僕は飛竜に話しかけた。

　飛竜はイリスの指示によって、僕が差し出した干し肉を食べてる。

『生命交渉フード・ネゴシエーシヨン』が成立してるから、僕とも意思を通じ合わせることができるはずだ。

『グ？』

　飛竜は金色の目で、僕を見た。

「竜って、かっこいいよな」

『グガ…………ァ』

「僕は、竜ってのは他の魔物とは一線を画した『高貴な種族』だって思うんだ。ほら、近くに『天竜の翼』があるだろ。竜は神話級の生き物だから、みんな尊敬して、その一部を一目見ようと集まってる。その一種のお前が、キャラバンを襲うとかみみっちすぎるだろ」

　僕が言うと、飛竜は恥ずかしがるみたいに横を向いた。

「お前を殺すのは簡単だけど、僕はお前に機会を与えたい。二度と人を襲わないと約束するなら、無傷で立ち去ることを許す。さもなくば僕の剣がお前をまっぷたつにする。選べ」

　僕は魔剣レギィの鞘さやを、かちん、と、打ち鳴らした。

『オレハ……コノオカタニ……ミチヲシメシテ……イタダイタ』

　ごきゅり。

　飛竜の喉が鳴った。

『モウ、ヒトハオソワヌ──ソノ──メイヤクヲ──』

　ごきゅり、ごきゅり、ごきゅり。

　長い首を持ち上げて──飛竜は、べちゃり、と、血の塊のようなものを吐き出した。




　ころん。




　よく見ると、血の中に、握にぎり拳こぶしくらいの大きさの結晶体が転がってた。

　色は透明がかったオレンジ色。朝の光の中で、きれいな光を放ってる。

「これは……『ブラッドクリスタル』です！　お兄ちゃん」

「『ブラッドクリスタル』？」

「『魔血晶』とも呼ばれています。魔物が約束をする時に使うものです……」




『ブラッドクリスタル（魔血晶）

　高位の魔物が吐き出す、結晶体。

　魔物が相手を友と認め、相手との約束を誓うときに与える。

　石そのものが魔物と繫つながっているため、石を破壊すると魔物本体にも大ダメージがいくらしい。

　その魔物を倒すよりも手に入れる方が難しいので、見せびらかすとうらやましがられる』




『オオオオオオ────────ッ！』

『ブラッドクリスタル』を吐き出した飛竜は、大きな翼ではばたいて──

『オレハ、タカミヲメザス──サラナルタカミヲ────ッ』

　なんか前向きな雄お叫たけびをあげながら、山の方へ飛んでいった。

「運命の彼方かなたでまた会いましょう、飛竜ワイバーン」

「会わなくていいから。というか、みんながいないときに出会ったら僕が死ぬから」

　飛竜、すっかりその気になっちゃってるし。

　あいつがあのまま魔王とかにケンカ売りに行ったらどうしよう。

「で、これが『ブラッドクリスタル』か」

　赤い結晶体は唾だ液えきでべとべとになってる。これ、どこかで洗わないと。

　それにみんなも。

　飛竜が飛び立つときに砂をまきあげていったから、みんな服も身体もざらざらになってる。

「途中で身体を洗った方がいいな……」

　僕は地図を広げた。確認すると──この先の街道を少し外れたところに湖がある。

　そこで本格的な休憩にしよう。

　──ということを、みんなに話して、出発。

　御者台には、僕とアイネと、イリス。

　街道を封鎖する原因になってた飛竜は、あっさりと瞬殺──じゃないか、瞬間追放して──

「飛竜も追い払ったし、次は海水浴なの」「イリスがお父様を脅迫──いえ、お願いして、皆さまの水着を用意いたしました」「宿に着いたら見せ合いっこするです！」「なぁくんに見てもらう？」「イリスは見ていただきたいですが、海水浴まで取っておくという手も……」「飛竜対策より難しい問題なのです……」

　──そんなことを話しながら、僕たちは休憩地点に向かって進んでいくのだった。








第４話「ほわほわエルフ少女の人生相談」






　休憩地点に選んだのは、高台の湖だった。

　街道からは少しはずれたところにあって、まわりは森に囲まれてる。

　僕たちはそこに荷物を広げてひとやすみ。馬車は森の中に少し入ったところに置いて、見つからないように草と葉っぱをかぶせてきた。馬たちは、馬具を外して連れて来てる。

　雪解け水が流れ込んでできたという湖は、ショッピングモールの敷地くらいの広さがあった。水は澄んでいて、水鳥がのんきに浮かんでる。簡単に狩れそうだったけど、お腹なかが空すきすぎてた僕たちは、先に食事をとることにした。




「この世界にも、のんびり休めるところがあったんだね」

　僕は馬たちにブラシをかけながら、まわりを見回した。

　馬具から解放された２頭は、気持ちよさそうに鼻を鳴らしてる。お昼はさっき食べたし、水も飲んだから、今はくつろいでるみたいだ。ブラシで背中を搔かいてあげると、気持ちよさそうにこっちを見る。どこがかゆいのか、本人が教えてくれるのは便利だ。

　セシルとリタ、アイネとイリスは身体からだを洗いに行っている。ここからは木の陰になって見えないけど、湖のほとりにいるはずだ。

　ラフィリアは、僕の護衛ってことで、側そばに控えてる。

「マスター、あたしも馬さんの面倒を見ますよぅ」

「いいよ、ラフィリアも休んでて」

「……目の前でご主人様が働いているのに休むのは、落ち着かないのです」

「馬たちの面倒を見るのは『生命交渉フード・ネゴシエーシヨン』持ってる僕の仕事だから。ラフィリアは、話し相手になっててくれればいいよ」

　お腹いっぱいになったから、黙ってると眠っちゃいそうだ。

「そういえば、マスターに聞きたいことがあったのでした」

　ラフィリアが、ちょっと思いついた、って感じで、つぶやいた。




「あたしって、何者なんでしょうか？」




　でも、内容はすごく重かった。

「昨日、白い人が言ってたじゃないですか『古き血を引く方々』って」

「翼の前で見た幻影のこと？」

「はい。マスターにも見えたんですよね？」

　彼女の問いに、僕はうなずいた。

　ラフィリアとイリスにも、あの幻影は話しかけてたらしい。

　ふたりには『古き血を引く方々にご挨あい拶さついたします』だったそうだけど。

「でも、おかしいのです。エルフが『古き血を引くもの』なら、他のエルフが見ていてもおかしくないのです。でも、宿屋の方は『ナニソレ』って言ってたのですよね？」

「そっか、この世界、エルフは普通にいるんだよな」

　僕からすればエルフは伝説の存在で『古き血』で間違いないんだけど。

　この世界の人たちからすれば、エルフは普通にいるデミヒューマンなんだっけ。

「そうなると、イリスと一緒にいるのがトリガーだったのかも」

「かもしれないですねぇ……」

「これは提案なんだけどさ、ラフィリア」

　僕はブラシを置いて、ラフィリアの側に座った。

　いろいろあったから忘れてたけど、ラフィリアの記憶の問題って、まだ解決してないんだよな。

「早めに僕との主従契約を解除して、自分の記憶を探しに行ってもいいんだよ？」

「そんなつまらない人生を送るつもりはないのです」

「いや、自分の記憶の話だろ!?　ラフィリアの記憶とあの幻影に関係があるなら、過去を知るチャンスじゃないの？」

「自分が誰かは気になるです。でも、そのために今の生活をなくすつもりもないのです!!」

「……複雑なんだな、ラフィリアも」

「今が楽しすぎるから困るのです。マスターに不幸を払っていただいただけじゃなく、こうやってみなさんと楽しく旅までできるなんて、思ってなかったですから。マスターやみなさんとの生活と、過去の記憶のどっちを取るかって聞かれたら、迷うことなくあたしは今を取りますよぅ」

　ラフィリアは、にはは、と笑った。

「ただ、変なこと言われて、ちょっと不安になっただけです。あたしの知らないあたしの昔が、今のあたしをこわしちゃったらいやだなあ、って」

　だけど、口調はすごく、さみしそうだった。

「みなさんと仲良くなるほどに、そんな思いがわき上がってくるのです。『ぶれいこう』と言われて、逆に心配になっちゃったのですよぅ。自分の正体を知らないあたしが、本当にマスターと『ぶれいこう』していいのかなぁ、って」

　そっか。

　自由にしていいって言われたら、ラフィリア、逆にいろんなことを考えちゃったのか。

「別に僕はラフィリアが神話種族でも気にしないし、世界の救世主でも──いや、これはないか」

「むぅ。聞き捨てなりませんね。どうしてですか、マスター」

　だって……ねぇ。

　巨乳ほわほわエルフのラフィリアが、世界を救ってるところがぜんぜん想像できない。

「それで……マスターには、あの『白い少女』の正体がわかってるんですよね？」

「うん。『天竜ブランシャルカの残留思念』か『その他』だと思う」

「おおざっぱすぎですよー!?」

「情報が少なすぎるんだからしょうがないだろ」

　まずは第一の情報。

　あの『白い少女』のことは、一般には知られていない。

　第二の情報は、イリスに反応したこと。

　イリスに、他の竜が反応することは、飛竜との戦闘で証明されてる。つまりあの幻影も、竜の関係者である可能性が高い。

　そして第三の情報。

　あの『白い少女』はセシルにも見えた。これは町を出る前に確認した。

　古代語には『天竜ブランシャルカ』の名前がちゃんと残ってたそうだ。それは、セシルのご先祖さまの魔族が天竜のことを知ってたことを意味する。

「答え合わせはしようがないけど、理由はそういうこと」

「うう。マスターなら、あたしの不安を消し去ってくれると思ったですのに……」

「やっぱりまだ不安なのか？」

「ほんのちょっとですけどねー。『いまラフィリア』が『むかしラフィリア』を気にしてて『みらいラフィリア』のことを心配してる感じです」

「過去の自分が、今の自分を変えちゃうのが怖い、ってことか？」

「記憶を取り戻した美少女が、記憶を失ってる間のことを忘れてしまうのは、物語とかでよくあることですから」

　自分で「美少女」言うな。間違いじゃないけどさ。

　黙って座ってればラフィリアは、まわりが思わずみとれるほどきれいで、はかなげで、落ち着いた美しさをたたえた少女なんだ。ピンク色の髪は風にふわふわ揺れていて、抱えた膝ひざも脚も細くて、その姿は美術館にある肖像画みたいだ。

「……でも、記憶なんてものは、僕にもどうにもできないからなぁ」

　そうなると、ご主人様としてできることは──

「なにかあった時のために、チートスキルをあげることくらいか」

「チートスキル、ですか？」

「『むかしラフィリア』のせいで『いまラフィリア』が困った時に使うといいよ」

　アイネの『動体観察ＬＶ１』と一緒に作ったやつが残ってた。

　せっかくだから、これはラフィリアに試してもらおう。




『器き物ぶつ劣れつ化かＬＶ１』

『アイテム』の『価値と効果』を『やわらげる』スキル




「……どういうスキルなのです？」

「道具の効果を一時的に弱めることができる」

　僕はお昼の時に使ったナイフを取り出した。右手で柄を握って『器物劣化』を起動。でもって切っ先を左の人差し指に、ぷすっと──

「ますたぁ!?　……って、あれれ？」

　ふにふに。

　料理用のナイフは、僕の指を押してるだけ。刺さらない。

「『器物劣化』はこんなふうに、剣の切れ味なんかを一時的に弱めることができるんだ。たぶん、ヤカンに使うとお湯が沸きにくくなって、ちりとりに使うと……部屋の端までバックしてもゴミが入らなくなるんじゃないかな？」

「なんの役に立つのかわからないけど、すごいですマスター！」

　僕からスキルクリスタルを受け取ったラフィリアは服の襟のボタンを外し……かけて、慌てて後ろを向いた。僕に背中を向けたまま、スキルをインストール。

　そして、地面に置いた矢をつかんだ。

「では、あたしも試してみるです。矢を人差し指に刺してー、発動『器物劣化』──っ！」

「順番違う！」

　ぷしゅ、と、ラフィリアの指から血が出た。

　刺してからスキルを起動してどーすんだ!?

「……没収しようかな」

「ま、ますたー。それはごかんべんを。せっかくいただいたスキルですから、これでマスターのお役に……ってマスターなにをおおおっ!?」

「……？」

　気がついたら、僕はラフィリアの指を口に含んでた。

　普通だったらお酒で消毒するんだけど、こっちの方が早いだろ。

「はい、消毒終了。あとは綺き麗れいな布で包んで、と」

「はい。この指は一生洗いません」

「いや、ちゃんと洗おうよ」

「マスターのお慈悲に感謝なのです……」

　不意に、ラフィリアが僕の前で膝をついた。

「このラフィリア＝グレイス……改めてマスターに忠誠を誓うです。『むかしラフィリア』がどんなものであれ、『いまラフィリア』はマスターの奴隷です。あたしは、この心と身体のすべてをもってマスターにお仕えいたします」

「いや、そこまで気にしなくても」

「気にしますよう。だって、保養地まで旅行に連れて行ってくださるご主人様なんて他にいないです。遺跡めぐりに海水浴にも行こうっておっしゃってますよね？　そのご恩に報いるには、あたしのすべてをささげても足りないくらいなのです！」

「おおげさだってば」

「そんなことないです。さすが、今回の旅でみなさんをはらませる覚悟をお持ちの方なのです！」

「……その話、詳しく聞かせてもらおうか？」

　僕は、がしっ、と、ラフィリアの肩をつかんだ。

　大きな目をのぞき込むと、ラフィリアは、ぶるっ、と身体を震わせて──

「は、はい。このラフィリア＝グレイス、知ってることすべて、あらいざらいお話しいたします！　ま、ますたぁ。目がこわいです。あぅ。そんな支配者みたいな目で見つめたらだめですよぅ。いま命令されたら……マスター……あたしはだめになっちゃいます……ますたぁ」

　胸押さえて座り込んでないで、話の続きを聞かせなさい。ラフィリア。








第５話「ナギとセシルの『小さな約束』」






「ごめん、説明不足だった」

　……僕はまだまだこの世界のルールを知らなすぎたみたいだ。

『夜は遠慮しなくていい』

『したいようにふるまっていい』

『僕も自由に楽しませてもらう。みんなそのつもりでいるように』

　──で「ぶれいこう」は僕がみんなに夜よ這ばいをかけるって意味になってたのかー。

　夜のご奉仕を求めるのが確定だったのかー。すごいなー。

　どうりでみんなの態度が変だと思ったよ……。

「あのね……『ぶれいこう』ってのは休日って考え方が、この世界のみんなにわかりにくいかもしれないから言ったわけで、『夜は遠慮しなくていい』ってのは、まずは夜にお休みをあげて、それから時間を延ばしていこうって意味で、『したいようにふるまっていい』ってのは、自由にしていい……ってのを具体的に説明したつもりで──『僕も楽しませてもらう』ってのは、僕が休んでないとみんなが遠慮するかもしれないから言ったわけで──つまり──その……ほんとごめん」

　説明してるうちに、みんなの顔がどんどん真っ赤になっていく。

　冷静なのはアイネくらいだ。

　アイネはメイド服の胸を押さえて「わかってるの。大丈夫、わかってる。お姉ちゃんだからわかってる……」ってつぶやいてる。さすがパーティのお姉ちゃん。

　イリスは気が抜けた顔してる。一番ちっちゃいからね。緊張させちゃったみたいだ。

　リタは真っ赤な顔で、獣耳としっぽをぴん、と立てて「ま、まぁ、別にわかってたんだけどね！　ナギがそんなことするはずないもんねっ！」って胸を張ってる。でも、尻しつ尾ぽと耳の動きを見ると、誤解してたのが丸わかりだ。

　それと、ラフィリアがリタと一緒に胸を張ってるのおかしいから。君も完全に勘違いしてたよね。

　ついでに、レギィは僕の膝の上でじたばたするのやめなさい。「なんじゃなんじゃー。我のたのしみを奪うな主ぬしさま────」って、ほんとに夜這いかけるとしても、お前が立ち会うって決まってないから。特等席で観察とかもないから。

「……とりあえず、お茶にしようか」

　僕はそう提案した。

　移動する前に、みんなを落ち着かせた方がいいよな。

　そんなわけで、リタが小枝を拾ってきて、セシルとラフィリアがそれに魔法で火をつけて、アイネがお茶を淹れてくれた。僕とイリスは味見役だ。

　手分けして仕事をして、お茶を飲んで一息つくと、みんなやっと落ち着いてくれた。

　でも、セシルだけは、淋さびしそうな顔で焚たき火びを見つめてた。

　まだ、さっきの『ぶれいこう（誤解）』のことを考えてるみたいだ。

　セシルの場合は魔族の事情がある。魔族はセシルが最後の一人で、彼女が子どもを残さなかった場合は、完全に絶滅してしまう。これは本当にプライベートな問題だから……。

「もうちょっと燃やせるものがあった方がいいな。セシル、付き合って」

「は、はいっ！」

　僕はセシルの手を取って立ち上がる。

　セシルは少しびっくりしたみたいだけど、黙って僕の後をついてきてくれた。

　ちゃんと話しておかないとな。ご主人様として。










「もしかして、セシル、僕が夜中にセシルのところに夜這いに来るのを期待してた？」

「────っ！」

　湖の近く。木陰で。

　僕が聞くと、セシルは細い身体からだをふるふると震わせて、これ以上ないってくらい真っ赤になって。桜色の唇を両手で押さえて、それから──

　かすかに、こくん、とうなずいた。

　やっぱりか。

　これくらい、予想しとくべきだったな。まだまだ僕も甘い。

「まぁ、セシルが魔族の血を未来に残したいってのはわかってたんだけどさ」

「いえ、それは口実で、期待してたのは……わたしがナギさまに恩返ししたいからです」

「恩返し？」

「魔族の教えにあるんです。わたしたちは魂が響きあう人と一緒にいるだけで幸せになれるんだから、その幸せをくれる相手には、ちゃんとその分のお返しをしてあげなさい、って」

　セシルは照れくさそうに、指を絡めながら言った。

「わたしはいつも、ナギさまに幸せにしてもらってます。でも、わたしがナギさまにあげられるものは、この身体と心しかないです。だから、この機会にナギさまにご奉仕をしたかったんです……」

「僕だって、セシルにはいつも助けてもらってるだろ？」

　僕はこの世界の初心者だ。セシルの知識がなかったらリタを仲間にすることもなかったし、ダンジョンでレギィを手に入れることもできなかった。

　だから、お互いにもちつもたれつ、って感じで、僕たちは暮らしてる。

「でも、セシルの気持ちはわかった。ありがと」

「ところでナギさま……どうして『わたしの夢』のことをご存じなんですか？」

「むしろ気づいてないって思ってたことにびっくりだよ」

　こないだ『意識共有マインド・リンケージ』したとき、だだ漏れになってたから。

　それに『魔族の館』で『命令』したとき、セシルの希望についてはたっぷり聞かせてもらった。これは僕とリタの秘密だけど、ちゃんと覚えてる。

「セシルの夢──魔族の血を未来に繫つなぎたいってことは知ってるし、僕も協力するって言っただろ。だから、だいじょぶだ」

「えへへ」
















　銀色の髪を撫なでると、セシルはくすぐったそうに笑った。

　セシルは魔族の最後のひとり。

　だから魔族が未来に血を繫ぐには、セシルが子どもを残すしかない。セシルが僕から離れる気がない以上、僕がその役目を半分引き受けなきゃいけない。責任重大だけど、わかった上でセシルを奴隷にしてるんだから、そのへんはちゃんと考えてる。

　前に『セシルが家族を作るのを手伝う』って言っちゃったからね。

「でも、もうちょっと生活が安定するまで、そういうことは待ってほしいんだ」

「生活が安定、ですか？」

「うん。具体的には、貯金を１００００アルシャためるか、平均月収が１５００アルシャ前後で安定するまで」

「……はい？」

　セシルはきょとん、と首をかしげた。

　これは説明が必要かな。

「いろいろ調べたんだけど、この世界で６人家族──レギィは食事をしないから──が一ヶ月暮らすには、だいたい８００アルシャあればいいらしい。

　僕たちの場合は家賃がいらないから、もうちょっと余裕はあるけど、子どもが増えることも考えて、基本ラインはそこに設定。この世界でも１年間は12ヶ月だから、12倍して９６００アルシャ──念のため余裕を持たせて、１００００アルシャってことで。

　それだけあれば、怪け我がとか病気で働けなくなったとしても、しばらくは生きていけるはずだ。

　本当ならその倍の２００００アルシャを目標にしたいところだけど、それだとずいぶん先になるし、あんまり目標を遠くに設定すると気分がだれるから、１００００アルシャくらいで。それだけあれば生活が安定したって考えてもいいと思う。

　だから、子どもを作るのを考えるのはそのあと」

「え、え、え？　あの、ナギさま？」

「それと……僕たちの最終目的は『働かなくても生きられるスキル』を作ることだけど、なにもせずに遊び暮らしてるとまわりから不審に思われる。だから、カムフラージュとしての仕事は必要だ。

　今は冒険者でやっていけるけど、もしもの時のことを考えて、商売をすることも考えておきたい。今回の旅行はその情報収集のためでもあるんだ。

　それに、万が一イルガファから追い出されることになった場合、他の居場所を確保しておく必要もある。僕は異世界からの来訪者だし、セシルは魔族、リタもアイネも、イリスもラフィリアも、それぞれの事情を背負ってる。なにかがあって、町を出なきゃいけなくなった時、子どもがいるのに明日から住むところがないってのは大変だろ？

　今回の旅はみんなの休暇が目的だけど、これからの生活の情報収集も兼ねてるんだ。僕も自由にさせてもらう、ってのは、そういうこと」

「…………ナギ……さま……すごぃ」

　セシルは、ぽかん、と口を開けて、こっちを見てる。

　あ、しまった。語りすぎた。

　さすがにどん引きされたか。いくらなんでも先走りすぎだ。

「……ナギさま。そこまでわたしたちのことを……考えてくださってるんですか……」

　ぽろん、と、セシルの目から涙がこぼれた。

「うれしい……です。でも……わたしも、一生懸命働きますから、ナギさまだけがそんなことを考えなくてもいいんですよ？　生活の安定なんて、そこまでこだわらなくても……」

「こだわるよ。当然だろ」

「どうしてですか？」




「僕が自分の子どもに、ブラック労働させるわけにはいかないから」




　……あっちの世界のことは思い出さないようにしてたんだけどな。

「僕は家族に放り出されて、生活のためにブラックバイトしてたから、子どもを同じ目に遭わせたくないってのがあるんだ。だから、今は生活を安定させるのを最優先にしたい。『働かなくても生きられるスキル』を作るのには、まだ時間がかかりそうだから、まずは貯金１００００アルシャを目指す、ってことで」

　子どもを作って、万が一生活が崩壊して、最終的にその子にブラック労働させるはめになったらって思うと寒気がする。

　そんなことになったら『能力再構築スキル・ストラクチヤー』で、




『世界』を『嫁と子供以外』『滅ぼす』スキル




　──とか作りそうな気がする。やばい。

「というわけだから、この話はここまで。誤解させたことは謝るよ。あと、セシルの夢のことも、ちゃんとわかってるから。それと、セシルは僕が予約済みだからな」

「はい、ナギさま！」

　セシルは僕の身体を、ぎゅ、って抱きしめた。

　それからすぐ近くで、僕の顔を見上げながら、

「えへへ。わたし、予約されちゃいました」

　すりすり、って、僕の胸に頭をこすりつけてくるセシル。

　早まった気がするけど、いいか。いつまでも不安にさせとくわけにもいかないし。

「……子どもを持つなんてのは、いろいろ不安もあるけどね……」

「でも、子どもがいれば、ずっとずーっとわたしたちのことを覚えていてくれます」

　セシルが僕を抱きしめたまま、言った。

「わたしが、魔族の過去を覚えているように。血が続いていく限り、ずっと」

「そういえばアイネとイリスとラフィリアも、『天竜の翼』の前で、同じこと言ってたよ」

　僕が教えると、セシルは照れたように、

「じゃあ、みなさんも同じですね。えへへ」

「それじゃ、みんなのところに戻ろう。セシル」

「はい……でも、その前に一言だけ……いいですか？」

　ふわ、と、セシルが僕の身体を放した。

　目の前で、めいっぱい背伸びして、そして──

「ナギさま。わたしはどこにもいきません」

　真剣な顔で、セシルは言った。

「セシル＝ファロットにとっての『いちばん』は──わたしの心臓が止まって、命が消えて──いいえ、次の命に生まれ変わってもずっと、ナギさまです。それだけは、覚えていてください」

「…………セシルはご主人様に『クリティカルヒット』を喰くらわす趣味でもあるの？」

「よくわからないですけど、あります」

　そう言ってセシルは僕の胸に手を当てた。

「……あのさ、セシル」

「はい、ナギさま」

「さっきの『生活が安定するまで』の話だけど、ひとつ追加しておきたい文章があるんだ」

「なんでしょう？」

「『ただし、僕の理性が決けつ壊かいした場合はその限りではない』」

「……………………っ[image: ]」

　ぼしゅっ、って音がしそうなくらい、セシルの顔が真っ赤になった。

　生活の安定は最優先だけど、理性だけじゃどうにもならないこともあるし。セシルはときどきクリティカルヒットを喰らわせてくるから。

　お互い、覚悟だけはしておこう。うん。

　そして僕はセシルの手を引いて、みんなのところに戻って、話をした。

　セシルが「わたしだけ幸せなのは不公平です」って言ったから、みんなに貯金の話と「理性決壊」について伝えて──まぁ、リタが真っ赤になって転がったり、アイネがいきなりお財布を出して計算を始めたり、イリスがそれを手伝ったり、ラフィリアが無駄にかっこいい決めポーズを取ったり──混乱はあったけど、みんな納得してくれた。

　けど…………あれ？

　納得はしてくれたけど、もしかして──

　これって、僕がみんなを『予約済み』にしたことになるんじゃ……？




　そんなわけで、僕たちはもう少しだけ休憩して。

　午後の早い時間に、湖を出発した。

　僕と並んで、馬車の御者台に座ったセシルは、片手でたづなを握ったまま、片手でほっぺたを押さえて、まだ赤い顔をしてたけど──馬たちが勝手に進んでくれたので問題なし。馬車はスムーズに街道を進んで、保養地と魔法実験都市との分岐点にさしかかった。

「おお、馬車が来た！」

「飛竜ワイバーンとは出会わなかったのか!?」

　分岐点のまわりには何台もの馬車が集まっていた。みんな、飛竜を警戒してたみたいだ。

「さっき、岩山にさしかかったとき、山岳地帯に向かって飛んでいくのを見ました」

「びっくりしましたー。わたしたち、朝早く町を出たもので」

「飛竜がいるなんて知らなかったんですよー」

「びっくりですよねー、ごしゅじんさまー」

「優秀な奴隷がいるので、大丈夫だとは思ったのですがー」

「ひがいがなくてよかったですよねー、ごしゅじんさまー」

「とにかく、この先に進むのなら警戒した方がいいでしょうね」

「だいすきですよー、ごしゅじんさまー」

　僕とセシルはおびえたふりして、適当なセリフを語った。

「そ、そうか。いや、情報をありがとう。こちらでも偵察を出すことにする」

　分岐点には、兵士らしい人たちも集まってた。

「こちらもごたごたしていてな、対応が遅れてしまったのだ」

「ごたごた、ですか？」

「ああ、久しぶりに『霧の谷』の入り口が開いたそうなのだ。それで現在、調査の準備中なのだよ」

　正規兵の一人が、僕たちに教えてくれる。

「霧の谷、ですか？」

「古い遺跡だよ。見つかったのはつい最近だ。詳しいことはあまり知られていないのだよ。入るものを惑わす霧に満ちていてな、調査もままならぬのだ」

「へぇ……」

　さすが異世界。そういう場所もあるのか。

　盗掘されてない遺跡って、ロマンがあるよな。

　まぁ、そんな場所なら、かなり危険なはずだから、僕たちには関係ないか。

「危険はあまりないのだ。迷い込んだ新婚夫婦が、遺跡に足を踏み入れて無傷で帰ってきたこともあるくらいだ」

　そうなのかー。

　ってことは、選ばれたものなら入れる、ってことかな。

「別に選ばれた人間でなくてもかまわないらしい。霧は、互いの信頼する心を試す、と言われている。逆に言うと、信じ合っていないものたちが入ると同士討ちになるそうだ。しかしひとりで踏み込むことは許さない、やっかいな遺跡なのだよ」

　……そうなのか。

　でも、冒険者がうかつに踏み込むのはどうかな。お金になるかどうかもわからないのに。

「迷い込んだ新婚夫婦は、宝石をひとつ手に入れたらしい。なんでも数万アルシャの価値があったとか。遺跡にはそういうものが他にもあるそうだ。いや、うらやましい話だ……」

「なんの遺跡かはわかってないんですよね？」

「だが、入り込んだ者は口を揃そろえて同じことを言っている。それは──




『天竜の影を見た』──だ」




　ないしょ話をするみたいに言ってから、正規兵さんはその場を離れた。

　……天竜の影か。

「ということは、そこは人を試す天竜の遺跡……ってところか」

　セシル、イリス、ラフィリアを「古き血」って呼んだあの少女が本当に天竜の関係者なら、遺跡に入っても歓迎されそうだけど。でも、確信はないか。危険度──メリット──報酬をはかりにかけると──正体のわからない遺跡に踏み込むのは、ちょっとな。




「──『霧の谷』は古き血を持つものたちの祭儀場」




　不意に御者台の後ろから、声がした。




「──この地にあるとしたら、それは天竜の領地。死後に封印されていたのであれば、なんらかの儀式が今も行われている可能性があるです。いずれにしても、マスターとイリスさま、セシルさまなら危険はないと思うのです」




「……ラフィリア？」

「………………おやぁ？」

　馬車から顔を出していたラフィリアが、ぽかん、と口を開けてた。

「あたし、なにか不思議なことを言ったですね？」

「……物語の一節？」

「……いいえ。あれ？　あたし、なんでこんなこと知ってるですか？」

　不思議そうにラフィリアは首を振った。

　自分で自分がなにを言ったのか、わかってないみたいだ。

「あのさ、ラフィリア──セシルにも聞いてほしいんだけど」

「なんですか、マスター」「はい。ナギさま」

「なにか遺跡か遺物に触れることで、封印されてた記憶が甦よみがえるってことってある？」

「ある……と思います」

　僕の疑問に答えたのはセシルだった。

「魔族の『共鳴』と同じです。遺跡や遺物がそのひとと共鳴して、伝承記憶を甦らせることもあるはずです。ちょっと違いますけど、ナギさまがわたしの中から、古代語の記憶を呼び覚ましてくださったようなものですね」

　なるほど。

『天竜の翼』『白い少女』『遺跡の情報』──そのどれかがトリガーになって、ラフィリアの記憶の一部が甦った可能性がある、ってことか。

「……じゃあ、あたしは……」

　ラフィリア、びっくりした顔してる。




「……あたしは本当に、古代の伝説に関わる英雄かもしれないってことですかぁ！」




「じゃあ、さっさと保養地に行ってごはんにしようか」

　僕は馬車を南に向けた。

「保養地で海水浴をして……温泉もあったっけ。楽しみだな。いやー、楽しみだ」

「あー、スルーするなんて……ひどいですマスター！　いーですよー。あたしの中から『霧の谷』の情報が甦ってるけど教えてあげません…………お願いですから聞いてください。あのですね、『霧の谷』とは『古き血』を持つものが大切なものを封印するための場所で──」

　僕にも聞こえるように語るラフィリアの声を聞きながら、僕たちは街道を保養地に向かう。

　僕はラフィリアが何者でも気にしない。彼女は僕たちの仲間で、大事な奴隷だ。

　……でも、もしも、遺跡がラフィリアの記憶に関わってるなら。

　念のため、探索してみた方がいいかもしれない。








第６話「『霧の谷』攻略計画と、ラフィリアによる『器物劣化』活用法」






『霧の谷』

　数年前に『保養地ミシュリラ』と『魔法実験都市』の中間地点で発見された遺跡。

　山の中にあり、普段は岩壁で閉じられているが、一定周期でそれが開くという。

　谷の中は深い霧に包まれていて、どんな構造になっているかはわからない。ただ、中は細い道がいくつも分岐していると言われている。

　霧には五感を惑わせる効果があるという。

　これまでに数十人の冒険者が探索に行ったが、霧のせいでお互いが魔物に見えてしまい、争った末に逃げ出してきた。なお、そのあとみんなケンカ別れしているため『縁切ったの谷』『もうお前とは遊ばないもんねの谷』とも呼ばれる。

　採取クエスト中に迷い込んだ新婚夫婦（生まれた時からのお隣さんで幼なじみ。３歳のときに交わした結婚の約束をずっと守ってきたふたりで、周囲には「お前らもういいから結婚しろ」と言われ続けてきた）だけが無傷で、宝石をひとつ手に入れて帰ってきた。

　そして彼らは王都へ、新居を手に入れるために出かけたというが、その行方は定かではない……。




　僕は資料を閉じた。

　ここは『保養地ミシュリラ』の冒険者ギルド。

　僕とアイネ、リタは『霧の谷』の資料を見せてもらっていた。このギルドはメテカルの『庶民ギルド』と提携していて、資料くらいは見せてもらえることになってるそうだ。

　ギルドのお姉さんから聞いた話では──

「谷にあふれる霧は、お互いの信頼を試すんです。あそこに入ると、同行している仲間が魔物の姿に見えたり、数が増えて見えたりするらしいんです。襲ってくることもあれば、相手に向かって罵ば声せいを浴びせたりもするんだとか。だから谷の中で争いになり、そこを出たあとでも後味の悪い思いをすることになるそうです」

　──ってことだった。

　ただ、誰かの領地でも立ち入り禁止でもないから、自主的に調査に行くのは構わないって話だ。

「ただし、行くなら早いほうがいいと思いますよ」

　最後にギルドのお姉さんは、声をひそめて教えてくれた。

「貴族の方たちが『霧の谷』の攻略をもくろんでるそうです。なんでも、功績をあげれば、王家の方との婚姻が有利になる、というお触れが出たそうで」

　冒険者ギルドの方にも「『霧の谷』に関わるクエストはあるか？　ないか？　ふーん」って感じで、伯爵家の関係者が探りを入れてるそうだ。言葉には出さずに「『霧の谷』に近づくなよ？　わかってるだろうな？」って、プレッシャーをかけに来てる、とか。

　迷惑な話だった。










「ただいまー」

　冒険者ギルドでの情報収集と、市場での買い物を済ませて、別荘のドアを開けたら──

「お願いがあります。マスター」

　玄関で、ラフィリアが土下座してた。

「どうか、お休みのあいだ自由行動をお許しいただきたく！」

　うん。だいたい言いたいことはわかった。

「ラフィリアは『霧の谷』の探索に行くつもりでいる。自分の記憶に引っかかりがあるから、その原因を知りたい。だけど奴隷という立場上、僕の許可なく勝手に単独行動はできない。だから僕の許しが欲しい、ってことか」

「…………マスターの前では、あたしの考えなどまるはだかなのですね……」

　土下座の体勢のまま、ラフィリアは顔だけ上げた。

「でも、ラフィリア。前に『今が大事だから記憶を探すつもりはない』って言ってなかった？」

「そうなのですけど…………ひとつ、問題が発生したのです」

「問題？」

「あたし、あれからマスターに近づくのが怖くなってしまったのです」

「………………はい？」

　ラフィリアは、真剣な目で僕を見てる。

　悪運を払ったとき以来だな。ラフィリアがこんな顔するのって。

「マスターが『ぶれいこう』などとおっしゃるから……その、うっかり歯止めがきかなくなったらどうしようって、思ってしまったのです」

「あれは誤解だって言ったよね？」

「ですが……あたしは身も心も、マスターに差し上げると決めているです。そのせいか……あたしの過去がいけないものだったらって考えると……怖くなってしまったのです。すべてをマスターにささげるために、過去へのわだかまりをなくしておきたいのです！」

　ピンク色の髪を揺らして、ラフィリアはきっぱりと告げた。

「『霧の谷』で、あたしの記憶の手がかりが見つからなかったらあきらめるです。だから、今だけ自由行動をお許しください。ご迷惑はおかけしませんから、お願いです……マスター」

「うん、わかった」

　僕は言った。

「じゃあ今回はラフィリアからのクエスト依頼ってことで」

「…………ますたあ？」

「リタもアイネも聞いて、僕はラフィリアの記憶を取り戻すためと、ついでにお宝採取に『霧の谷』に行こうと思う。だけどお休み中だから、みんなは自由参加だ。拒否権はあるよ。それと『霧』の対策は考えた。危険はそんなにないと思う。はい、参加するひとー」

「聞くまでもないもん！」「置いてかれるのはきらいなの」

　リタとアイネは、まっすぐに手を挙げた。

　そう言うと思ってた。

「今回はパーティを２組に分けようと思う。ラフィリアの記憶を呼び覚ましたのが『天竜の翼』だとすると、今回の件には天竜が関わってる可能性がある。だから『古き血』って呼ばれたセシルとイリス、ラフィリア、それと僕のグループが『霧の谷』に入る。リタとアイネは谷の外でバックアップをお願い」

「……私、ナギと一緒じゃないの？」

「リタたちには僕たちの背後を守ってほしい。重要な役だよ」

「うん……しょうがないわね、わかった」

　リタはしぶしぶとうなずいた。

　アイネは少し心配そうだったけど、ちゃんと「わかったの」って言ってくれた。

「問題は時間だ。貴族さまが谷に入る前にけりをつけたい。強行軍で悪いけど、明日になったら出発しよう。すぐに打ち合わせだ。リタはセシルとイリスを呼んできて、アイネは、悪いけどみんなの分のお茶を用意してくれないかな」

「わかったわ。ナギ」「はいなの。なぁくん」

　メリットとリスクは考えた。

『惑わしの霧』対策は立てた。

　鍵かぎになるのは『霧に惑わされた冒険者たちが、それぞれの武器でお互いを攻撃した』ってことだ。つまり、霧の中でも武器を失うことはない。そこに突破口がある。

　問題はそれ以上の障害があった場合だけど、命に関わるようならそのまま帰る。

　まぁ、どっちみち行くつもりだったんだけどね。

　ただ、貴族が谷の攻略を狙ってなければ、もうちょっとゆっくりするつもりだったけど。

「ラフィリアは、とりあえず『霧の谷』の情報を、知ってるぶんだけ書き出して」

「ますたぁ……」

「もちろん、今回はラフィリアからのクエスト依頼ってことにするから」

「わ、わかりました。あたしの奴隷契約の金額を１０００倍にして、その分をみなさんに！」

「そこまでしなくていい」

　どうしてみんな契約金額を天文学的数値にしようとするかな。

「報酬は谷で得た情報と……ラフィリアが記憶を取り戻すことで能力に覚かく醒せいするようだったら、その力を僕たちのためにふるってもらう。それが、今回のクエストの対価だ。いいかな？」

「マスターのお慈悲には言葉もないのです」

　ラフィリアは、涙をぬぐいながら、うなずいた。

「あたしが何者であっても、すべての力をマスターのためにふるうことを約束するです。それに、マスターから昨日いただいた『器物劣化ＬＶ１』も、すでに有効な使い方を発見したのです！」

「有効な使い方を？」

「では！　お着替えをお手伝いしてもいいでしょうか？」

「……いいけど」

　ぴた、と、ラフィリアの指が、僕の背中に触れた。

「発動！　『器物劣化ＬＶ１』！」

　すとん。

　紐ひもの結び目がほどけて、装備してた『革のよろい』が足下に落ちた。

「あ、すごい楽だ」

「ふふん、なのです！」

　おっきな胸をたゆん、と反らすラフィリア。

　そっか、『器物劣化』はアイテムの効果を一時的に弱めるから「結び目の力を弱める。ほどく」って使い方ができるのか。

「これは僕も思いつかなかった。やるな、ラフィリア」

「いやあそんな照れるですよぅ」

「おかえりなさい、ナギさまー」

「ちょうどよかったですセシルさま。あたしの新スキルを試してもいいです？」

「ラフィリアさん？　はい、もちろん」

「『器物劣化』にはこんな使い方もあるですよー」

　ちょっと待てラフィリア。

　セシルの腰の後ろに手を当てて──まさか!?

「発動！　『器物劣化ＬＶ１』！」

　すとん。

　セシルの『見習い魔法使いの衣』が足下に落ちた。

　褐色のきれいな肌が、僕の目の前に現れた。

　すべすべした肩と胸と、つるん、としたお腹なかと、真っ白な下着と──

「ふ、ふえええええええええっ!?」

「このように！　一瞬でマスターはセシルさまたちのきれいな姿を愛めでることが──すいませんごめんなさい調子に乗ったですマスター！　没収!?　スキル没収はやめてくださいです！　もう二度としませんからああああああっ!!」

　とりあえず、ラフィリアは正座させて……心の中でちょっとだけ「ぐっじょぶ」ってほめて。

　セシルに服を着せて──深呼吸して──それから。

　あとは……『惑わしの霧』対策を、セシルとイリス、ラフィリアに話して……と。

　そんなわけで、ラフィリアの記憶と生活費のための『霧の谷』攻略会議は夕食まで続いて──




　結局、海水浴とみんなの水着姿はクエスト終了までおあずけになったのだった。








第７話「チート嫁軍団による、やさしい『霧の谷』攻略法」






『霧の谷』までは、徒歩で半日弱。

　山道をのんびりと歩いていくと、大きな谷が見えてくる。

　ラフィリアの記憶には忘れられた正式なルートがあった。おかげで慣れない道でもスムーズに進めたんだけど──

『霧の谷』の入り口には、巨大な鉄の柵さくが設置されていた。

「……空気読まない冒険者が入らないように、ってことか」

　柵の高さは３メートルくらい。扉がついていて、ごつい錠前で閉じられている。錠前に彫ってある紋章はこの国の貴族のものらしい。

「壊したら怒られるよな……」

「怒られるですねぇ」

　錠前を揺らす僕の隣で、ラフィリアが言った。

「でも、偶然開いたのならしょうがないよな？」

「しょうがないですよねぇ？」

「というわけで、ラフィリア、試しに錠前を引っ張ってみて」

「はいです。マスター。んー。おっきな錠前ですねぇ。あたしの力ではとても……『器物劣化』（ぼそっ）……あれ、開きましたよ、マスター」

　がちゃ、って音がして、錠前が開いた。

「あいたってことはたんさくしていいってことだよなー」

「きりのたにはじゆうなばしょだってききましたからねぇー」

　棒読みで言いながら、僕たちは柵を通り抜けた。

　目の前には高々とそびえる岩肌。

　そしてそこには、人がふたり並んで通れるような隙間があった。隙間の向こうは濃い霧で満たされてる。ここからが『霧の谷』ってことか。

「作戦を再確認するよ」

　僕はラフィリアが作ってくれた資料を広げた。

『霧の谷』は谷間を抜けたあと、細い通路が続いてる。途中から枝分かれしてるけど、その先は真っ白。つまり、わからない。

　僕たちはまっすぐ霧の中に入ってみて、ラフィリアの記憶が反応するか確認する。

　天竜の影に出会えればそれでいいし、出会えなかったら、適当に探索して帰ろう。

「リタとアイネはここで待機。もしも誰か来たら、谷に近づかないように撹かく乱らんして。なにかあったら、セシルかラフィリアの魔法で合図するから。そしたら『霧の谷』に入ってきて」

「わかりました、ご主人様」

　リタが僕の手を握って一礼する。

　獣耳が、ぺたん、と倒れてる。心配してるみたいだ。

「大丈夫。『霧』の対策は立ててきた」

『惑わしの霧』は人の五感を狂わせる。

　自分以外の人間が魔物に見える。さらに谷の中には本物の魔物もいるから、味方だと思ってると襲われて、敵だと思って戦うと、味方だったりする。本当にやっかいな場所なんだ。

　だけど僕たちにとっては、それほどたいした問題じゃない。

　そんなわけで、僕たちは谷へと歩き出す。

　先頭はラフィリア。その後ろにセシルとイリス。一番後ろが僕。

　谷の空気はひんやりとしていて、一歩進むごとに、濃い霧が僕らを包んでいく。

　一応、４人ともはぐれないように、紐ひもを握ってる。

　でも、いつの間にか視界が真っ白になって、握ってたはずの紐はどこかに行って。

　僕たちはあっさり、お互いを見失ったのだった。










「ここまでは予定通りか」

　紐一本で攻略できるくらいなら、冒険者が同士討ちになったりしないだろうから。

「レギィ、お前はいるよな？」

『もちろんじゃ、主ぬしさま』

　僕の背中で、魔剣状態のレギィが震えた。

「身体からだは出現させないでおいてくれ。霧は人の姿に反応するのかもしれない」

『わかったのじゃ』

　レギィは武器扱いってことになってるから、霧の影響を受けてない。

　霧が同士討ちを誘うものなら、武器を手放させたりしないって予想してたけど、正解だったか。

　そうなると、次は魔物を登場させるよな。そして危機感をあおったあとで、魔物の姿をした仲間が登場──ってのがセオリーだ。

「キュキュ、キュッ！」

　来た。

　霧の中から、人間サイズのウサギが出てきた。ユニコーンみたいな角が生えてる。

　ホーンラビットだ。




『ホーンラビット。

　大型のウサギ。額に尖とがった角が生えている。

　攻撃力は高くないが、後ろ足の瞬発力は強く、突撃をまともに受けると痛い』




「イリスがこいつの相手するのはきついな。じゃあ発動『奴隷召喚サモニング・スレイブＬＶ１』！」

　だだだだだだっ！

　足音とともにやってきた人影が、そのまま僕の背中にどん、とぶつかる。

　全身に鱗うろこの生えた、ちっちゃなトカゲ人リザードマンだ。うん。奴隷召喚で来たってことは、イリスだね。




『奴隷召喚サモニング・スレイブＬＶ１』

　任意の奴隷を、主人のところに引き寄せることができる。

　召喚された奴隷は主人の座標を正確に把握して、なにがあろうといちもくさんにやってくる。




「ぎ、ぎががががが。がががーっ！」

　イリスにはあらかじめ『奴隷召喚』を使うって言ってあるから、彼女には側そばにいるのが僕だってわかってる。まずは第一段階。成功っと。

「じゃあ次だ。はい」

　僕はホーンラビットの前に干し肉を投げた。

　そして発動『生命交渉フード・ネゴシエーシヨンＬＶ１』。

「僕たちは事情があってここに来ただけで、荒らす気はないんで通してください」

　普通に話しかけてみた。返事は──

「キュキュ──ガイテキ…………ハイジョ…………ハイジョ……メイレイ」

「魔物だな。えい」

　さくん。

　魔剣レギィの刃が、ホーンラビットの皮膚を裂いた。

「キュ────っ！」

　ホーンラビットは逃げ出した。

「ががが、ぎぎ」

　背中にしがみついてるイリスが、なにか言ってる。

「レギィ、通訳できるか？」

『駄目じゃな。わけわからん。おい、つるぺた巫女みこ。ぺたぺた巫女。我の声がわかるか？』

　リザードマンイリスは答えない。

　レギィの言葉はわからないみたいだ。レギィは剣だから僕の一部って認識されてる。だから僕とは言葉が通じる、って考えるべきか。レギィに通訳してもらうって作戦は失敗だ。

「イリスと合流できたってだけでも成功かな」

　僕はリザードマンイリスを抱き上げた。

　イリスはトカゲっぽい顔で、僕を見つめながらうなずく。

「ぐぐる、がが」

「うん。ぐぐるがご、がぎぎが、ぎぐがぐがが」

「ごごご」

「ぐぐぐ」

『……なんでわかりあっとるんじゃ主さまと巫女は』

　なんとなくだけど。

　お互い、セシルとラフィリアを心配してるような気がしたんで。

「ぐるぐぐ」

「そうだね。僕もイリスと同じでぐごごぐるう」

『この時点で「霧の谷」の黒幕に勝っとるんじゃないか、主さま……』

「だから、なんとなくだってば」

　レギィの声を聞きながら、僕とイリスは手を繫つないで歩き出す。

「フオオオオオオオォォォ」

　次に目の前に現れたのは、炎の妖よう精せいみたいな生物。

　深紅の身体に、オレンジ色の炎をまとってる。しかも、２体いる。

『もしかしてセシルか？　こっちは僕と、リザードマンの姿をしたイリスだけど』

　僕は頭の中で呼びかけてみた。

『なぁんだ。ナギさまでしたか。びっくりしました』

　ととと、って、炎の妖精の一人が走ってきて、ぱふ、と僕に抱きついた。

『はい。ナギさまの奴隷、セシルです。ナギさまは魔物になってもかっこいいです！』

『念のため確認。谷の前で、僕としたことを言ってみて』

『……わ、わたしは、ナギさまに、肩を抱いていただきました……』

『それから？』

『ナギさまの顔が近づいてきて、熱い息がかかって、それから』

『いや、息が熱いのはセシルの方だったけど』

『そ、それはそうかもしれませんけど……それから、ナギさまのお顔が近づいてきて、わたしの、くちびるに────ふれ、て、くださって…………そ、それからあああああ』

　ぼぼぼぼ──って、炎がすごくなる。熱くないけど。

　この反応、間違いなくセシルだ。

　ちなみに、谷に入る前に使ったのは『意識共有マインド・リンケージＬＶ１』だった。




『意識共有マインド・リンケージＬＶ１』

　奴隷１人と一定時間、意識を通い合わせるスキル。

　主人は意識を集中することで、奴隷の思考を読み取ることも可能になる。

　発動には信頼関係を証明するため、唇にキスをしなければいけない。




「もう一体は魔物か？　ラフィリアか？　確認よろしく」

『我のスキルに反応はない。あれは天然エルフ娘にあらず！』

「わかった。じゃあ、くらえー」

　ぶん。

　僕は魔剣レギィを振った。

　炎の精霊（ニセモノ）は逃げ出した。よっしゃ。




「「「「「「うがー」」」」」」




　と、思ったら、また魔物が現れた。

　しつこいな。今度は６体か。

　もう攻略法はわかったから、やめてほしいんだけどな。

「「「「「「うがうがうが、うがー！」」」」」」

　僕たちを取り囲んでるのはねじくれた角を持つ大鬼オーガだ。全員、大弓を構えている。

「レギィ！　手はずどお──」

『皆まで言うな主さま！　発動「溶液生物支配スライムブリンガーＬＶ１」！』




　べちゃ。




　１体の大鬼オーガの角から、やわらかいものが落ちた。

　エルダースライムだ。

『あれがラフィリア！　他が偽物だーっ！』

『はい。いきます！　「火精召喚サモニング・エレメンタル──っ！」』

　セシルの頭上に、子どもサイズの赤いトカゲが現れる。

　炎に包まれたそいつはセシルが召喚した『火精サラマンダー』だ。

『もはやこの谷は、ナギさまによって攻略済みです！　どっか行ってください大鬼さんっ！』

　セシルが叫ぶと、サラマンダーが大鬼の顔面に飛びついた。

「「「「「ぐがああああああああっ!!」」」」」

　そして、絶叫。灼やかれた大鬼たちの身体が崩れていく。こいつらは大鬼に化けてただけの、不定形の魔物だった。正体がばれた魔物たちはあっさりと、霧の向こうへと逃げていく。

「大丈夫か、ラフィリア」

「うがーうがーうがーっ！」

　どんどんどーん、って、ゴリラみたいに胸を叩たたいてる。まだ不安みたいだ。

『エルフ娘よ。わかれ、主さまじゃ！』

　ふるふる、ふるふる。

　レギィが操るエルダースライムが、大鬼ラフィリアの身体を這はい上のぼっていく。

　肩の上に乗って、レギィの意思のまま、首筋をつんつん、ってすると、真っ青な肌の大鬼が内うち股またになってふるふると……って。

『間違いない。こやつはエルフ娘じゃ。だって弱点が同じじゃもの』

「んなもんで確かめるな。というか、そんなのいつ確認した？」

「うが」

　でも、ラフィリアは弓を下ろして、僕たちの後に並んだ。わかってくれたみたいだ。

　これで全員集合だ。

「うごご、がが」

「うん。意外となんとかなったね。イリス」

『ナギさまにとってはこんな霧、なんでもないですよね？』

『それほどじゃないけど、怪け我がしなくてよかったよ。セシル』

「うがーうがーうがっ！」

「いや、ここでスキルをいじってくださいってのは無茶じゃないかな、ラフィリア」

『だからなんで通じとるのじゃ!?　主さまよ！』

　なんとなくだってば。

　ただ、この霧が本当に信頼を試すものなら、『能力再構築スキル・ストラクチヤー』で深く繫がってる僕たちには、効果が薄いのかもしれない。僕たちは何度も魔力をやりとりしてるし。僕の無茶な作戦にも、みんな信じて付き合ってくれてるんだから。

「どうする？　『惑わしの霧』は僕たちには通じないみたいだけど」

　だから、僕は谷の奥に向かって、叫んだ。

　さっきホーンラビットは『命令されてる』って言ってた。

　だったら谷の奥に、霧を管理している誰かがいるはず。

「僕たちはこの場所のことを知る仲間に導かれて来た！　誰かいるなら答えてほしい！」

　反応はない。

　しょうがない、こっちのカードを切ってみるか。

「イリス、お願い」

　僕はリザードマンイリスの右肩を３回、撫でた。次に左肩を２回。最後に背中を１回。

　谷に入る前に決めておいた合図だ。




「が、ぐがががああああああ、がががごがごがー！」

（誰かいるなら聞いてください！　私たちは、イルガファからやってきた冒険者です！）




　イリスが大声で叫びはじめる。

　意味不明の音だけど、内容は打ち合わせどおりのはずだ。

「ぐるうるう！　るががごげきがるぐが────！」

（天竜の影よ！　いるなら答えてください！）

「ごががぎがぐげごららぐぎぎぎぎぎーっ！　ぎがぐがーっ！　ががががぐごがらぐーっ！」

（私たちは仲間の記憶に導かれて来ました！　誰かいるなら！　彼女の助けとなってください！）

『彼女』というのは、もちろんラフィリアのことだ。

　万一、ここにいるのが敵だったときのことも考えて、個人情報を出すのは最後の手段にしよう、って決めてきた。

「げんぐぐごがげごー、ぎがっがいがげんがー!?」

（天竜の影よ、いらっしゃいませんかー!?）

　呼びかけながら、僕たちは先に進んだ。

　進んだ時間からすると、そろそろ分岐点のはずだ。

　どれが正解かはわからない。でも、霧が流れはじめてる。僕たちを誘導するみたいに。

　進んでいくと、真っ白だった霧がだんだん薄くなっていく。

　そして、僕たちの前に巨大な影が姿を現した。




　竜だった。

　ぶっとい胴体に、長い首。角の生えた頭がついてる。

　竜の影だけが、白い霧の向こうに、見えていた。




「我が名は──天竜ブランシャルカ」




　霧の向こうから、声がした。




「お前たちが、お互いを信頼している者たちであるということはわかった。報酬を与えよう。これを持って立ち去るがいい」




　ころん、と、足下に緑色の宝石が転がってくる。

　これが、噂うわさの新婚夫婦が拾っていった宝物か。

「ぐががががが！　ぎごがー！　ぐぐっ！」

（私たちが欲しいのはこれではありません。天竜よ、本当にそこにいらっしゃるのですか!?）

「……………………立ち去るがいい」

　僕の呼びかけに答えなかった声の主は、イリスの声には反応してる。

　でも、霧の向こうにいるのは、本当に竜かな？

「レギィ。エルダースライムは今、なにに触ってる？」

『ただの岩壁じゃ。ただの』

　レギィが答えた。

『溶液生物支配』でこっそり先行させたエルダースライムは、今、竜の影に触ってる。

　これも作戦のひとつだ。

　合流したら、ラフィリアがエルダースライムを分裂させる。それをレギィが操って、レーダー代わりに使う。魔物避よけと、『霧の谷』のマッピングのためだ。

　僕たちは五感が惑わされるから、正確な道やまわりの様子がわからない。だから、エルダースライムの触覚を使って、抜け穴や隠し扉がないか探ってたんだ。

『こいつは竜などではない。竜のかたちをした岩じゃよ』

　レギィは僕の背中で、つまらなそうに言った。

「声はどこから？」

『ふむ。足の間が洞どう窟くつになっておるようじゃ。そこからじゃな』

「中に霧は？」

『ないようじゃな』

「せっかく来たんだ。ちょっとだけ覗のぞいてみるか」

　そのまま進むと、確かに竜の足の間には、小さな洞窟があった。

　霧はここまでは来ていない。洞窟に入ると同時に幻覚も解けて、セシルとイリス、ラフィリアの姿が見えるようになった。

　セシルは『見習い魔法使いの衣』をまとって、僕の隣を歩いてる。イリスはおずおず、って感じで僕の袖そでを摑つかんでるし、ラフィリアはいつものほわほわな笑顔だ。

「さっきまでのナギさまも、かっこよかったですね！」

「もちろん、今のお兄ちゃんには及びませんけれども！」

「当たり前ですよぅ。リアルマスターに勝るものなど、この世にはないのです」

「「「ねーっ」」」

　少しは緊張感を持ちなさい。

「それで、ラフィリア。なにか思い出した？」

「いえ……具体的なことはなんにも。ただ、ここに来たことがあるような気はするのです」

　ラフィリアは大きな胸の上で腕を組んだ。

「レギィもありがと。お前のスキルのおかげで助かった」

『魔剣を惑わす霧でなくてよかったわい』

「喋しやべって動いてスライム操る魔剣は想定外だろうな」

『じゃろ？　さあ主さま、ほうびを約束せい』

「わかった。一緒にお風ふ呂ろに入るのと、一緒に買い物に行くのとどっちがいい？」

『その二択か？　我は主さまが奴隷娘と抱き合うところを……いや、お風呂と買い物も捨てがたいの…………いや…………あー！　主さまってば、最近我の使い方がうますぎじゃろう!?』

　レギィの声を聞きながら、僕たちは先に進む。

　セシルの魔法『灯りライト』が、岩壁を照らしてる。まわりはつるん、とした滑らかな壁で、どう見ても自然のものじゃなかった。竜のかたちをした岩も、洞窟も、誰かが作ったものだ。

「イリス。まずは挨あい拶さつしてみて。今度は僕たちの属性を教えていい」

　相手は竜の関係者だってわかったからね。

　せっかくここまで来たんだから、ぎりぎりのところまで踏み込んでみよう。




「聞こえますか。こちらは『古き血』を持つ者たちと、そのご主人様です」




　イリスの澄んだ声が、洞窟に響いた。

「私たちは記憶を失っている仲間のために、ここまで来ました。この場を荒らすつもりはありません。どなたかいらっしゃるのでしたら、この声に応えてください」

　洞窟はしん、と静まりかえってる。

「セシル、あの言葉を」

「はい。古き言葉で呼んでみます。いるなら答えてください、『天竜ブランシャルカ』！」

　セシルは古代語で、天竜の名前を告げた。

　僕たちが切れるカードはここまでだ。これで反応がなかったら帰ろう。




「『古き血』なのであるか。天竜さまの残留思念に喚よばれて、ここまで来たか」




　声がした。

「よいよ。ここまでおいで。天竜さまに誓って、危害は加えぬのであるよ。ここまでおいで」

「あなたは誰ですか？」

「わしはただの、守もり人びとさ」

　魔剣は抜いた。セシルにも魔法の準備はさせた。ラフィリアも弓を構えてる。

　ゆっくりと、進む。洞窟の最奥までは、十数メートル。

　行き止まりのところには、小さな宝箱と──




　──ひからびた飛竜のミイラがあった。




「『古き血』をまた、見ることがあるとは思わなかったのである」

　ミイラのなにもない目の奥で、赤い光が灯ともった──みたいだった。

「魔族。海竜の血。それと古代エルダーエルフか。長生きはするものであるな」

　古代エルフ？

「………………あたし？」

　相変わらずのほわほわした顔で、ラフィリアは自分を指さした。








第８話「『霧の谷』の秘宝を持ち帰りますか？　はい／いいえ」






「古き血を引く方々と、そのご主人様にご挨あい拶さつするのである」

　ミイラ化した飛竜は言った。

　体長は数メートル。身体からだの鱗うろこはぜんぶはがれ落ちて、ひからびた肉が骨に張り付いてる。眼球もなくて、うつろな眼がん窩かに赤い光が灯ともってるだけ。

　見た目は完全に死体だけど、口がかすかに動いてる。アンデッドの一種か。

　お腹なかの下には小さな宝箱を抱えてる。尻しつ尾ぽの方は洞どう窟くつと一体化してる。顔の赤い光が点滅すると、空気がかすかに動き出す。ミイラ飛竜が魔力で『霧』をコントロールしてるのかもしれない。

　こいつがダンジョンのボス。あるいは遺跡を守ってる管理人、ってところか。

「あなたは、人の言葉がわかるのか？」

「天竜さまは人の姿をとることができた。その側近となれば、人の言葉くらい話せて当然である」

「人の姿に？」

「いかにも」

「真っ白で、プラチナブロンドで──目は」

「大空と同じ色をしていた」

『ご挨あい拶さつする白い人』と同じだ。

　ってことは、あれが『天竜のブランシャルカの残留思念』ってことで間違いなさそうだ。

　勢いだけでここまで来ちゃったけど、重要なのはこれからだ。

　どうやって情報だけもらって帰るか。

「まずはセシル、『古代エルダーエルフ』のことを教えて」

「は、はい。ナギさま」




『古代エルダーエルフ』

　エルフの元になった存在。

　人間よりも、神や精霊に近い存在といわれる。

　魔法の力が強く、さまざまな技術を持っていたが、繁殖力が弱く、個体数も少なかった。

　責任感も強く、いつも未来がどうなるかを予測しては心配して、あらゆる不幸を回避するために必死で働いていた。遺跡を作ったり、アーティファクトを作ったり。休む間もないくらい。

　そのせいか、魔族よりも早くに自然消滅した。

　いまのエルフは力を弱める代わりに繁殖力と生命力を高めた、『古代エルフ』の進化型である。




「つまり『古代エルフ』は半神半人のような存在だったってことか……」

　いきなりそんな種族名で呼ばれたら、ラフィリアも驚くよな。

　ラフィリア、硬直しちゃってる。イリスが手を引っ張ってるけど、反応がない。

　ここはさっさと情報を手に入れて、すっきりさせた方がいいな。

「僕たちは旅の冒険者です。記憶をなくした仲間のために、ここに来ました」

　僕はミイラ飛竜の方を見た。

「わしは、守もり人びと。名前は忘れた」

　箱の上でミイラ飛竜は、がたがたと歯を鳴らした。

「この地にありて天竜の秘宝を守っている、ただのアンデッドであるよ」

「……やっぱりイベントアイテムを守ってるやつか」

「なんの話であるか？」

「いえいえ神聖な場所に勝手に入ってごめんなさい」

「『霧の谷』を開いたのはそれなりの理由がある。天竜さまも許されるであろう」

「もしかしてここって、お墓ですか？」

「なぜそう思う？」

「天竜は偉大な存在だって聞いたから、そういうものがあってもいいかなって」

　ほとんど思いつきだから、真面目に聞かれると困るけど。

「胴体が落ちた場所は『魔法実験都市』になってるし、翼が落ちた場所は観光地になってる。でも、墓所の話は聞いたことがない。天竜が本当に偉大な存在なら、誰かがその死を悼む場所を作るだろうなって。人を寄せ付けない場所で、竜の眷けん属ぞくが守ってるここなら、それにふさわしいよね」

「鋭いな。『古き血』の主あるじよ」

　ミイラ飛竜は、軽くうなずいた。

「いかにも、ここは『天竜ブランシャルカ』さまの墓所。かの偉大なお方の死を悼み『古代エルフ』と『魔族』が作った場所である。わしはここの守人。魔力で谷と繫つながり、霧の中を見通すことができる。そういう役目を、わしはずっと果たしてきた」

　やっぱり、こいつは『霧の谷』の管理人か。

　この世界には長寿命な生物や、魔法があるから、そういうのが生き残ってることもあるわけだ。

「久しぶりに痛快な気分である。『古き血』と、信じ合う主の姿を見ることもできた。霧を突破してめぐりあう信頼感。谷の入り口でのくちづけ。すみやかに仲間を見分けるその技。すべて、適格者の証あかしである」

　ミイラ飛竜の顔にある赤い光がこっちを見てる。

　この流れは……まずい。

「天竜の秘宝について教えてやろう。ここまで来たお主らにはその資格が──」

「すいません急いでるんで仲間の話を解決させて」

「わしは、いつか適格者が現れたときのため──」

「この『霧』は人を惑わせるもの。信頼があれば通り抜けられる、ですよね？」

「そうじゃ。らぶらぶ最高である。だが今はわしの話を──」

「信頼し合うのが重要なんですよね？　だったら、仲間の不安を解消するのが先ですよね？」

「いや、だから、秘宝というのは──」

「違うんですか？　僕の仲間の不安は後回しですか？　へー。残念だなー。天竜さまの配下が、奴隷の悩みを後回しにするような方だったなんて。がっかりだー。天竜さまはもっと心の優しい方だと思って訪ねてきたのに。いやー、すごく残念」

「……………………話を聞こうか」

　よし、ごまかした。

　イベントアイテム譲渡フラグは叩たたき折らせてもらう。

『天竜の秘宝』って名前だけでも、世界の命運が関わってる気配がするし。

「あなたは今、この子を『古代エルフ』って呼んだよな」

　僕はラフィリアの肩をつかんで、前に出した。

「あたし、そうなんですか？」

「いかにも」

「ついにあたしの時代が来たです！」

　ミイラ飛竜の言葉に、ラフィリアは、ぐっ、と拳こぶしを握りしめた。

「やっぱり、あたしは歴史に残る存在だったんですね！　まさかあたしが『古代エルフ』とはびっくりです！　なるほどー。自分でもあたし、ただものじゃないって思ってたんですよぅ。そうですか。あたし『古代エルフ』なんですねー。古いにしえの種族の──」




「そうだ。お前は『古代エルフ』によって作られた、彼らのレプリカであろう」




「…………え」

　盛り上がってたラフィリアが、ぴき、と硬直した。

　僕もセシルも、イリスも、目が点になった。

　レプリカ？　なにそれ。

「オリジナルの『古代エルフ』は数百年前に絶滅した。残っておるのであれば、それは奴らが作りだしたレプリカに違いあるまい」

　ミイラ飛竜は語り始めた。




『古代エルフ』は繁殖力が弱く、個体数が減るばかりだったってのは、セシルが教えてくれた通り。

　種族の数が減りすぎたことに気づいた彼らは、知識や技術を残すために、自分たちのレプリカを作り出した。彼らはマジックアイテムやアーティファクトの作成を得意としていたから、それくらいのことはできたそうだ。

　そしてできあがったのは、『古代エルフ』そっくりの複製品。いわゆるホムンクルス。

　オリジナルには劣る代わりに、古代の知識や、特殊なスキルがインストールされた。

　数は数体──ミイラ飛竜も、正確にはわからないらしい。10を超えることはなかったはず。

　作られた『複製品レプリカ』たちは、時代ごとに目覚めるように設定されて、世界の各地に隠された。

　ラフィリアも、そのうちのひとり。

『霧の谷』ができた時、『古代エルフ』も関わっていたから、おそらくはその時の記憶が残っているのだろう──ミイラ飛竜はそう言って、話をしめくくった。




「そうか、お主の中には『不運を引き寄せるスキル』があったのか」

　ラフィリアの事情を少しだけ聞いたミイラ飛竜は、ひからびた頭でうなずいた。

「『古代エルフ』はむやみやたらに悲観的な種族であったからなぁ。常に世界の行く末を憂えておったよ。不幸を自分たちの『複製品』に引き寄せることで世界を救う……そういうことも考えておったのじゃろうなぁ……」

「でも、あたしには英雄の冒険物語を聞いてた記憶と、なにかを守ってた記憶があるです……」

　ラフィリアは、ぼんやりとつぶやいた。

「それはおそらく、作られている間の記憶であろう。お前に、世界を守る役目を植え付けるための」

　ミイラ飛竜は、当たり前のように言った。

　ラフィリアは『古代エルフ』の複製品で、作られたもの。

　小さい頃に英雄物語を聞かされた記憶も、なにかを守ってた記憶も、不幸を引きつけて、世界を守るという役目を果たしやすくするためのもの──って。

　最悪だ。なに考えてんだ『古代エルフ』。

　そんなものラフィリアに押しつけんな。

「……なにが伝説の種族だよ。ただのブラック種族じゃねぇか」

　ラフィリアの『不運招来ＬＶ３』は書き換えたから、結果的に僕らはそいつらには勝ったことになるんだろうけど……ったく、なに考えてたんだろうな。『古代エルフ』。

「『複製品』とはひとつの役目に特化されたもので、奇妙なスキルがインストールされておった」

　ミイラ飛竜の説明は続いてる。

「姿は、そこにいる娘とよく似ておる。おそらくは同型なのであろう。人工的に作られ、ある程度の年齢まで成長させてから眠らせ、時が来たら目覚める。そういうものであった……」

「あんたは、なんでそんなに詳しいんだ？」

「ここにも一人おったからであるよ」

　そう言って、ミイラ飛竜はひからびた翼を挙げた。

　洞窟の奥に、銀色の棺があった。蓋ふたは開いていて、中身はからっぽだ。

「彼らはここにもレプリカをひとつ残していったのである。そやつは数十年前に目覚め、『霧の谷』の調整をして、役目を果たしたあとは、研究の旅に出かけたのであるよ」

「その子の名前は──」

　聞かなくてもわかった。棺に、名前が彫ってある。

『ガブリエラ＝グレイス』

　確定だった。ファミリーネームが、ラフィリアと同じだ。

　それに、イルガファで出会ったエルダースライムの話とも一致する。

　あいつは言ってた。ラフィリアは自分を作ったエルフによく似てる、って。それがラフィリアと同じ『古代エルフ』のレプリカなら理屈が通る。

「……マスター」

　ラフィリアは泣きそうな目で、僕を見てた。

「なんとなくですけど……わかりました。ミイラ飛竜さんの言ってることは正しいです」

「ラフィリア……」

「欠けてた記憶が、ぴた、っと嚙かみ合った感じです。わかるんです。ここは、天竜のお墓だってことも。天竜が、長い長い時間をかけて、新たに生まれ変わるための場所だってことも……」

「天竜が生まれ変わる場所？」

「ここは魔力が集まりやすい場所で──魔力溜だまりや魔力ポイントと呼ばれているです。この『霧の谷』は、土地や大気から集めた魔力を利用して、大切なものを守る施設を作ったです」

　土地や大気の魔力が集まりやすい場所──か。

　なるほど、だからこんな大がかりなシステムが作れたってことか。

「ここは時が来るまで誰も入れないように封印して、開くと、『惑わしの霧』が谷を満たすようになってるんです。そこにいる飛竜さんの名前もわかります。赤い飛竜『ライジカ』さん。でも、あたしの記憶にあるのはそれだけ……」

　ラフィリアはがくん、と膝ひざをついた。

「記憶がないなんて、当たり前だったんです。あたし、最初からこの姿で作られたんですから。どこかに封印されてて、さまよいでて……拾われて。はじめから『不運招来』で世界の不幸を自分に集める人柱の役目を担ってたんです。そっか……あたし……作られたものだったんですね……」

　ラフィリアは両手で顔を覆って、それから──




「よかったです！」




　って、にぱー、って感じで笑った。

　──え？　なんで!?

「いやー、これですっきりしましたー。そーですか、あたし、作られたものなんですね。ってことは、過去のしがらみもないまっさらなあたしで、誰の手も触れてなくて、マスターのものになるのに何の心配もないってことですよねー。いやぁ、よかったですー」
















　強がり……じゃないよな。

　ラフィリア、胸をたゆんたゆん揺らして飛び跳ねてるし。

　え、いいの？　ホムンクルスみたいなものなんだよね。ショックじゃないの？

「え？　だって、マスターは、あたしが『作られたもの』だと嫌ですか？」

　ホムンクルス。人造人間。『古代エルフ』のレプリカ。

　今はなき記憶を少しだけ受け継いだ少女、ラフィリア＝グレイス。それって……

「……かっこいい？」

「ですよねぇー」

「それに『古代エルフ』も『レプリカ』も、全部この世界のひとたちの都合だよな。僕は別の世界から来てるから関係ない。ラフィリアが僕の奴隷なのは間違いないし、みんなも別に気にしないだろうし」

「はい。気になりません」と、セシル。

「ラフィリアさまはラフィリアさまです」と、イリス。

「そんなこと言ったら、わたしは魔族の生き残りですから」

「それを言うなら、イリスは竜の血をはんぱに受け継いだものでしょう？」

「むしろ親近感しか感じません」

「前よりもラフィリアさまが好きになりました」

「「ですよねーっ」」

　両手を重ねて、声を揃そろえるちっちゃい組ふたり。

　つまり、ラフィリアの正体がわかっても、なにも変わらない。すっきりして、終わり。

　それだけのことだった。

「ラフィリアさんは、これからも一緒です」

「ラフィリアさまもみなさんと一緒に、お兄ちゃんのために」

「「「奴隷として働くのですーっ。おーっ！」」」

　セシルとイリスとラフィリアは手を握り合い、高々とかかげた。

「というわけでマスター。これからもよろしくお願いするです」

「うん。ラフィリアの記憶も、これからの冒険に使わせてもらうから」

「どうぞどうぞ」

　照れたみたいにピンク色の髪を搔かくラフィリア。

「あたしのすべてを、マスターとみなさんの生活のために使ってください！」

「わかった。それじゃ帰ろう。リタとアイネも待ってるから」

『霧の谷』の攻略は終わり。宝石も手に入った。これ、いくらで売れるかな。楽しみだな。

「ミイラ飛竜……ライジカだっけ。情報をくれたことには感謝する。おかげでパーティの不安がひとつ消えた。あなたの親切のことは忘れません。ありがとう」

「ありがとうですー」「感謝いたします」「ありがとうございましたっ！」

　僕たちは４人並んで、ミイラ飛竜のライジカさんに一礼。

　そして彼に背中を向ける。ありがとうミイラ飛竜。そして、さようなら。

　あなたのことは忘れない──




「待つのである──────────────────っ!!」




　ぶぉ。

　洞窟の出口から風が押し寄せてきた。

「お主らはいったいなにをしに来た!?」

「最初に言っただろ、仲間の記憶の手がかりを探しに来たって」

　振り返ると、飛竜が怒ってた。正確には目のあたりが真っ赤に光ってた。

「一方的に情報を得て帰るのは対等にあらず。それなりの対価を──」

「貴族がこの谷の攻略を目指してる。配下を引き連れて、もうすぐやってくるはずだ。そいつに秘宝を渡す気がないなら、防御を固めておいた方がいい」

「…………う」

「『霧の谷』のような遺跡を攻略すると、王家の人たちと結婚するのに有利になるんだそうだ。あんたは『天竜の秘宝』を守ってるんだろ？　この情報は対価としては十分だと思うけど？」

「あ、ああ。確かに」

「じゃあ、もう帰ってもいいよね？」

　僕たちはあくまでラフィリアの記憶を探しに来ただけで、秘宝を取りにきたわけじゃない。お願いを聞かないなら宝石を置いて行けっていうなら置いてく。そこまで必要なものでもないから。

「あんたと話せてよかった。ミイラ飛竜『ライジカ』。じゃあね」

「わ、わ、わかったのである！　秘宝を渡す！　無条件で持って行ってよい！　いや、むしろ持っていってくれえええ！」

　ぎぎぎ、と、ミイラ飛竜の顎あごがかすかに動いた。

「お願いである。天竜の秘宝を渡すなら『古き血』に勝るものはない。ただ、天竜が落ちた場所の近くに隠してくれるだけでもいいのだ」

「他の冒険者に頼んでもいいと思うけど」

「王家に献上されたらどうするのだ？」

「僕たちがそうするって考えないのか？」

「お前たちがそういう者なら、『貴族に気をつけろ』などとは言うまい。また『古き血』を奴隷にしている者が、王家に関わりを持ちたがるとも思えぬし」

「……鋭いな」

　さすが、数百年を生きたミイラ飛竜。

　しょうがない。話だけでも聞いてみるか。

　でもなぁ。天竜の秘宝なんて、国家レベルでやばそうなアイテムなんだよな……。

「それで、天竜の秘宝の正体は？」

「『天竜ブランシャルカの卵』」

　世界レベルでやばそうなアイテムだった。

「天竜は死ぬ前に、この谷に卵を残していった。時が経たち、卵が孵ふ化か寸前の状態になるまで、わしに管理を命じたのだ。そして孵化が近づいた今、わしは谷を開き、信用できるものを招き入れることにしたのである……」

「つまり、あんたはここでずっと、卵の管理を任せられてたってことか」

「まぁの」

「天竜もろくなやつじゃないな」

　数百年、卵を守れとか、そんなブラックな仕事を命じるなんて。

「いや。わしは人間が愛し合うところと、疑心暗鬼になって同士討ちするのを見るのが大好きじゃったから、よろこんでこの使命に志願したのじゃが」

「そうなんだ……」

　同情して損した。

「見よ……これが『天竜の卵』である……」

　ずるり、と、ミイラ飛竜の身体が、宝箱から落ちた。

　封じられていた箱が、ゆっくりと開いていく。

　中に入っていたのは、ちょうど手のひらに載るくらいのサイズの、純白の球体だった。

　きれいだった。

　表面がかすかに光って、鼓動してる。

「孵化するまで守ってくれればよい。報酬は、その卵の殻である。上質の魔力の結晶体ゆえ、使うもよし、売るもよし。家ひとつが買えるくらいの価値はあるであろう」

　そう言ったミイラ飛竜はもう首がもげてて、上下逆になった頭がぎしぎしと喋しやべってる状態。

　アンデッドとはいえ、そろそろ限界なのかもしれない。

「これを渡せば、わしはこの谷を閉じて、安らかに眠ることができるのである」

　ミイラ飛竜のライジカは静かに、そう言った。

「……『天竜の卵』か」

　世界レベルで重要なアイテム、いわゆる『ワールドアイテム』だ。

　正直、僕には身に余るけど──

「……ナギさま」「お兄ちゃん……」「マスター……」

　僕はセシル、イリス、ラフィリアの身体を流れる『古き血』に導かれてここまで来た。

　目的はラフィリアの記憶の手がかりを探すことで。この洞どう窟くつまでたどりついたのも、ほとんどが成り行きだ。

「『霧の谷』を攻略できたのも、みんなのスキルが嚙み合ったからだもんな」

「いえいえ、その方法を考えてくださったのはナギさまです」

「イリスたちの力を引き出してくれたのは、お兄ちゃんでしょう？」

「マスターと一緒だから、あたしはここまで来れたのですよぅ！」

　もちろん、それだけじゃない。

　リタとアイネが谷の外で、僕たちの背後を守ってくれてる。

　そんな感じで僕たちは、流れ流れてここまで来た。

「わかった。次の世代の『天竜の卵』は、僕が預かる」

　僕は言った。

『古き血』が導いてくれたものなら、僕が受け入れるのが筋ってもんだろ。

　セシルの『魔族の血』については、僕が未来に繫ぐと約束してる。

　海竜ケルカトルには、イリスのことを頼まれてる。

　ラフィリアだって、僕の奴隷として新たな道を見つけた。

　だったら、卵のひとつくらい、みんなのおまけみたいなものだ。

「ただ、交渉はするよ。構わないか？　ミイラ飛竜、ライジカ」

　これは譲れない。ご主人様としては、みんなの安全が最優先だから。

「なんなりと」

　ミイラ飛竜は赤い目を光らせて、答えた。

「まず最初に言っておくけど『契約』はしない。この件で僕たちが縛られることはない」

「しかり。わしはお主らを拘束しない」

「それで、卵はどんな条件で孵化する？　孵化したあと、巨大な天竜が出てくるのか？」

「天竜は天地の魔力を吸収して孵化する。場所は、己が死んだ場所が一番相性がいい。魔法実験都市か、保養地にでも置いておけばよかろう。孵化までの期間は数週間から１年。孵化した天竜は人間の子供くらいの大きさである。単独で生きていくこともできるのである」

「もうひとつ。『天竜の卵』の魔力が誰かに探知される可能性は？」

「ない。そんなことができるなら、竜はとっくに死滅しておるわ」

「わかった。それで、秘宝を僕らに渡したら、あんたはどうなる？」

「谷を崩して眠りにつくよ。最後に『古き血』とも会えた。心残りはない」

「最後に、いいかな」

「なんでも聞くのである」

「あんたはどうして、僕をそこまで信用してくれるんだ？」

　最初から、不思議に思ってた。

　こいつが天竜の関係者なら、セシルたちを信用するのはわかる。でもこいつは、みんなを奴隷化してる僕とも普通に話してた。質問にも答えてくれた。

「この『霧の谷』はお互いの信頼を試す場所と言ったのである。そういう相手でなければ、『天竜の卵』など託せない。お主らはそれに合格した。それだけである」

「でも、僕はみんなを奴隷にしてるけど」

「奴隷といっても、どうせ同意の上であろうが」

「どうしてわかる？」

「『竜の血』はお主の背中にぴったりとくっついておるし、『古代エルフのレプリカ』はお主の腕に抱きついておるし、『魔族』はわしが敵対したときのために前に立っておるであろう。これで奴隷とは片腹痛い。いいからお前らさっさと結婚しろ」

　ライジカは笑うように、眼がん窩かの光を点滅させてる。

　セシルはなぜかわくわく顔で僕を見てる。『結婚はしてないけど魂約エンゲージしてます』──って言いたいんだろうな。でも、あれは秘密だから我慢して。

「じゃあ、この『天竜の卵』は、僕たちが預かる。それでいいな？」

　僕はミイラ飛竜を見ながら、告げた。

「感謝する」

　地面の上で、ミイラ飛竜がうなずいた。

　僕は宝箱の中から、純白の卵を拾い上げた。

「情報提供を感謝するよ、ミイラ飛竜のライジカ」

「こちらも。懐かしい顔を見られたことに感謝する。『古代エルフのレプリカ』よ。ここへ」

「はい？」

「顔をもう一度見せておくれ」

「こんな顔でよかったら、いいですよぅ」

　ラフィリアはしゃがんで、地面に転がるミイラ飛竜に顔を近づけた。

「お主は、幸せか？」

「はい！　大好きなマスターに出会えたですから！」

「そうか。ならば、これを持って行くがよい」

　そう言ってミイラ飛竜は翼を動かして、宝箱の横から、なにかを搔き出した。

　小さな水晶玉──スキルクリスタルだ。

「ひとつはお主に、ひとつはお主の主人に。『天竜の卵』を預かってもらう代償である」

「……こんなに親切にしてもらったの、マスターとみなさんの他には初めてですよ？」

「これは、わしの心残りの解消でもある。引き留めればよかったのである。ここにいた、あれを」

　ミイラ飛竜の頭が、洞穴の奥にある棺の方を向いた。

　ここにいたあれ……ラフィリアと同じ『古代エルフ』のレプリカのことか。

「守人として卵を守り続けたわしには、あれは良い話し相手であった。ガブリエラが『霧の谷』を調整し、起動するのに１年──２年近くかかったかな。あやつは、孵化した天竜に出会うのを楽しみにしておった。わしのことを、天竜に伝えてあげると……言っておったよ」

「仲良しだったんですね」

　ラフィリアは白い指で、ガブリエラ＝グレイスの棺を撫なでた。

「もしも……もしもですね。ここにいた『複製品レプリカ』の人が、あたしと同じような人だったら、ライジカさんのこと、家族みたいに思ってたかもしれませんねぇ」

「どうしてわかる？」

「だってあたしは、マスターや仲間のみなさんの家族になりたいって思ってますから」

　ラフィリアは祈るように手を組んで、目を閉じた。

「記憶もないし、作られたもののあたしですけど、今ここにある思いは本物です。ガブリエラさん──あたしが出会えなかったお姉さんと、ライジカさんが仲良しだったのなら、その思いは、お姉さんにとって、たったひとつの本物だったはずです……だから」

　きれいな声で、歌うように言ってから、ラフィリアは困ったように首をかしげた。

「ごめんなさい。あたし、うまく言えないです」

「いいや……よいよ。言いたいことはわかった」

　ミイラ飛竜のライジカは、ひからびた翼を揺らした。

「そうさの。わしもあれを家族のように思っておった。今も心残りとなるほどにな」

「……ライジカさん」

「じゃが、その心残りもお主と会って消えたよ。のぅ、そこの主人よ」

　ミイラ飛竜の眼窩に灯る赤い光が、僕を見た。

「ガブリエラ＝グレイスは権力者に利用されて死んだと、仲間の飛竜より聞いた。お主は、この者が同じ運命をたどらぬよう、守ってやってほしい」

「わかったよ。ライジカ」

　僕はうなずいた。

「もともと、僕たちは権力者に近づくつもりはないからさ。『天竜の卵』を安全な場所に置いたあとは、また、のんきに旅を続けるよ」

「それに、あたしはマスターや、他の奴隷のみなさんと、仲良しになることしか考えてません」

　ラフィリアは、とん、と胸を叩いた。

「天竜さんが生まれたら、ライジカさんのことと、マスターやみなさんのことを、毎日話してあげますよぅ。あたしやみなさんが、どれだけマスターを大好きかってことを」

「もういいからお前ら全員結婚しろ」

　そう言ってミイラ飛竜のライジカは、歯のない口を鳴らして笑ったのだった。




「……ワールドアイテムを手に入れちゃったな」

『天竜の卵』の効果なのか、帰り道は『惑わしの霧』の影響は受けなかった。

　でも、預かったからには、これを安全なところに置かなきゃいけない。

　僕たちはいわゆる天竜の『育ての親』になるわけだけど。

「天竜のタイムテーブルは人間と違うから、僕たちのことなんかすぐに忘れちゃうんだろうな」

「じゃあ、たくさん話しかけましょう。ナギさま。早く生まれて来てくれるように」

「さすがですセシルさま。胎教ですねぇ」

「ちょっと違うと思いますが……楽しそうなのでイリスも参加いたします！」

　そんな話をしながら僕たちは、まっすぐ谷を通り抜け、外に出た。

「おかえり、なぁくん。リタさんは偵察に行ってるの」

　谷の外では、アイネがひとりで僕たちを待っていた。

　彼女は困ったように、左右を見回して──

「貴族の兵士さんたちが近づいてるの。リタさんと合流して、大急ぎで帰らないと危ないの」

　いつもよりちょっとだけ慌てた声で、アイネは言ったのだった。








第９話「『天竜の卵輸送クエスト』と『霧の谷防衛イベント』」






「谷のまわりを探ってた兵士を見つけたの。えらい？」

　ぴこぴこ、って獣耳を揺らして、リタは言った。

　僕たちの前には３人の兵士がいた。気を失ってるのが２人、意識を保ってるのが１人。

　兵士たちはリタとアイネが見回りをしてたところを、問答無用で攻撃してきたらしい。しょうがないからリタが返り討ちにして、アイネが顔をモップで撫なでて気絶させた。

　１人だけ意識を残しておいたのは、向こうの情報を引き出すためだ。

　そして、おびえる兵士が教えてくれたのは、

「……伯はく爵しやく令れい嬢じようが『霧の谷』を攻略しに来てる、か」

　しょうがない。追っ払おう。

　僕たちはさっき飛竜のライジカと、こんな話をしていたから。










「これは『天竜の卵輸送クエスト』ということにしてほしいのである」

　僕たちが洞どう窟くつを出る前に、ミイラ飛竜のライジカは言った。




『天竜の卵輸送クエスト

　目的：「天竜の卵」を、安全な場所まで運ぶこと。

　報酬：宝石（推定価値２万５千アルシャ。必要経費含む）

　注意：「天竜の卵」はまわりの魔力の影響を受けやすい。なるべく環境のいいところに置くこと』




「もうひとつ頼む。まもなくわしは谷を崩して眠りにつく。それまでここを守ってほしい」

「谷に人を入れなければいいのか？」

「うむ。外に出た『天竜の卵』はまわりの魔力の影響を受ける。最後にわしが誰かを殺してしまっては、よくないものを飲み込んでしまうからの」

　なるほど。

『天竜の卵』がそういうものなら、イリスにお願いして、必要経費で別荘を１年くらい借り切った方がいいな。卵を置いた後、しばらく誰も近づかないように。

「わかった。あんたの言う通りにするよ。数百年のブラック労働に敬意を表して」

　僕はうなずいた。

「ただ、ひとつお願いがある。谷を閉じるまでの間、なにかあったときのために」

　僕はイリスの肩をつかんだ。

　きょとん、としてる彼女を、ミイラ飛竜ライジカの前に押し出す。

　そして、告げる。

「谷を制御するシステムの管理権限を、僕たちに使わせてくれないか？」










　谷を閉じるのには１時間くらいかかるらしい。

　ライジカのいる場所が、谷を管理する中枢になっていて、魔力を暴走させれば谷全体を崩壊させることができるそうだ。

　元々、この谷は大地や大気中の魔力が集まりやすい『魔力ポイント』になっている。谷はその魔力を利用して作られ、稼働している。システムを制御するための魔力のラインだって、谷のあちこちに張り巡らされているそうだ。

　その制御機構がある場所と、魔力の流れについて、僕たちはライジカから教えてもらった。

　使用条件は『竜の眷けん属ぞくであること』だから、イリスがそれを支配するのは簡単だ。

　あとは、ライジカが作業を終えるまでの間、誰も谷に近づかないようにすればいい。

　ミイラ飛竜のライジカには情報とスキルクリスタルをもらったから、それくらいの願いは叶かなえてあげたい。それに、洞窟にはラフィリアのお姉さんが入ってた棺があるから。あれを貴族にいじくられたくない。弔いの意味でも。

「てなわけで。さっさと伯爵令嬢たちを追っ払うことにしよう」

『……まったく、主ぬしさまは素直じゃないのう』

　背中で、魔剣のレギィがつぶやいた。

『主さまのことじゃから、もとより「天竜の卵」も乾かん物ぶつ飛ひ竜りゆうも助けるつもりだったのじゃろう？』

「どうしてそう思う？」

『主さまに一番長い時間、くっついてるのは我じゃもの』

　レギィは魔剣の姿のまま、くっくっくっ、って笑った。

『主さまのことじゃから「休暇中に奴隷を働かせるのは嫌だ」とか「秘宝を預かるのはみんな緊張するから大変だ」とか思ってたに違いないのじゃ』

　うっさいな正解だよ。

　魔剣レギィをつっついて黙らせて、僕は偵察の兵士に向き直った。

「ここに向かってるのは伯爵令嬢カルミナ＝リギルタだっけ」

「…………そうだ」

　偵察兵はうなずいた。

「でも、その人がここに来るのはもうちょっと先だって聞いてたけど？」

「…………他の貴族が抜けがけするという噂うわさが入ったため、お嬢様が焦って──」

「つまりライバルの貴族に後れを取らないように、ってこと？」

　僕の問いに、兵士はひきつった顔でうなずいた。

「でも、どうするつもりなんだ？　谷は五感を狂わせるんだろう？」

「こ、これはお嬢様ではなく、最近ついた参謀の提案なのだが──」

　兵士は気まずそうに顔を逸そらして、告げた。

「損害覚悟で奴隷を送り込んで、戦わせる。そして谷の魔物をできるだけ減らす」

　兵士の話はこうだった。

　まず最初に奴隷たちと『霧の中で敵を倒したら、主従契約を解消できるだけの報酬を与えて、自由にする』という『契約』をしておく。そして奴隷を数人ずつ谷に入らせる。

　彼らは自由を得るために、魔物と必死で戦うはず。

　同士討ちになろうと関係なし。とにかく谷の魔物をできるだけ減らし、情報も手に入れる、というのが伯爵令嬢の作戦らしい。

「お願いだ。殺さないでくれ！　自分には６歳を頭に12人の子供が──!!」

「大丈夫。殺さないから。寝てて」

　僕が言うと、アイネのモップが兵士の顔を撫でた。

　偵察の兵士は気絶して、終了。必要な情報はもらった。

　伯爵令嬢の名前は、カルミナ＝リギルタ。メテカルにいたリギルタ伯爵の子供だ。

　戦力は兵士24人と、奴隷12人。

　敵の目的は奴隷を次々に送り込んで、谷の情報を得ること。

　飛竜のライジカは侵入者を同士討ちさせるだけで、最後には追い払ってたから、死ぬことはないはずだけど……今回はちょっと状況が違う。

　ライジカがこのまま谷を崩壊させたら、入り込んだ奴隷は全員死亡する。そして『天竜の卵』も影響を受ける、ってことか。

「みんなにお願いがある」

　僕はセシルたちの方を見た。

　みんな戦闘準備してる。セシルは腕まくり。リタも「かかってこいや」って感じで腕を回してる。アイネとラフィリアはそれぞれの武器を構え、イリスは僕の手を握ってこっちを見上げてる。その顔は、やる気まんまんだ。

「休日を一日ずらしていいかな？」

「いいに決まってるでしょ？　これはお仕事じゃないもん。趣味だもん」

　みんなを代表して、リタが言った。

「ご主人様の望みを叶えるのは、私たちの『したいこと』だもん」

「ありがと、リタ」

　それにしても……この世界の貴族って、元の世界のブラックな雇い主そっくりだよな。

　人の話は聞かないし、無茶ぶりするし、人の迷惑考えないし。

　魔王対策は異世界召喚した『来訪者』に任せて、好き勝手やってる。

　こんな状態じゃ、『働かなくても生きられるスキル』ができても、平穏な生活は送れない。あいつらをチートスキルでなんとかすることも考えた方がいいな。

　少なくとも、僕たちのまわりだけでも。

　──どうすれば貴族たちを抑えられる？

　たとえば、やつらが恐れるものがあればいい。

　貴族に対抗できそうなのは魔王だけど。そいつは辺境で勇者と戦ってるし、抑止力に使うのは危険すぎる。勇者に匹敵する存在で、賢くて、貴族たちを抑えられるような存在といえば…………。

「……あのさ、天竜ブランシャルカ」

　僕は、腰の袋に入れた『天竜の卵』に触れた。

「貴族たちが強制するブラック労働をやめさせるのに、あなたの名前を借りてもいいかな？」

『天竜の卵』は応えない。ちょっとだけ、うなずくみたいに震えただけだ。

「代わりに、あなたを環境のいいところに置いてあげるからさ」

　また、『天竜の卵』が震えた。

　納得してくれたのかどうかはわからないけど、悪い感じはしない。

　しょうがない。やってみるか。

「じゃあ、リタは偵てい察さつを頼む。先行してる兵士が他にもいるかもしれない」

「わかったわ」

「アイネはリタと同行して。兵士を見つけたら、情報をもらってから『記憶一掃』で眠らせて」

「はいなの」

「セシルとイリスとラフィリアは僕と一緒だ」

　セシルはくっついてなきゃいけない理由があるし、イリスは『奴隷召喚サモニング・スレイブ』のせいで、しばらく僕から離れられない。

「ラフィリアに確認だけど。ライジカからもらったスキルは『旋風防壁ＬＶ５』だったよね」

「はい。術者のまわりで小さな竜巻を起こして、飛び道具を逸らす特殊魔法です。あたしがお姉さん……ガブリエラ＝グレイスみたいに死んじゃわないように、防御魔法をくれました」




『旋風防壁ＬＶ５』

『竜巻』を『まわり』に『作り出す』魔法

　人間サイズの竜巻を、術者の周囲にひとつ、作り出す。

　主に接近してくる敵を押し返すことと、飛び道具を逸らすのに使う。




　これが、飛竜のライジカがくれた魔法だ。

　確かに防御には使える。でも、このままじゃ敵を追い払う役には立たない。

　今回は敵を殺すつもりはない。

　本当は、いい機会だから貴族さまをぶちのめして情報を引き出そうと思ってたけど、それで死人が出たりして、天竜が暗黒魔竜になっても困るからな。

　ここは合法的に、できるだけ穏やかに尋問して洗いざらい吐き出してもらおう。

　それと、伯爵令嬢には、二度とこんなことできないようにしておきたい。

「ラフィリア。『旋風防壁』に、レベル４『再構築』を試させてくれないか」

「レベル４……イリスさまにされた、あれですか？」

「うん。あれなら、うまくこの場を切り抜けられると思う」

『能力再構築スキル・ストラクチヤー』はレベルが上がるたびに、できることが増えていく。

　レベル１は奴隷１人とのスキルの再構築。

　レベル２は２人いっしょに。

　レベル３は３本目の腕として『魔力の糸』が使えるようになった。

　そしてレベル４は『概念レベル』を上げて、『４概念チートスキル』を作ることができる。

　ラフィリアに同じことをすれば、強力なスキルを作り上げることができるはずだ。

「じゃあラフィリア、こっち来て」

「はいです」「わかりました。お兄ちゃん」

　僕は木陰にラフィリアと──『奴隷召喚』の後遺症で離れられないイリスを連れて行く。

「いえいえ、イリスのことは木だと思ってください。どうぞご遠慮なく」

　これからするのは『高速再構築クイツクストラクチヤー』だから、一瞬で終わるんだけど。

　そういえば、調整のときもイリスが立ち会うことになるんだよな……。

「じゃあ、お願いするです……マスター」

　なにもかも受け止めるような笑顔で、ラフィリアは、僕の手を握った。

　そのまま「いいですよぅ」って言ったから、僕は右手でラフィリアの左胸に触れた。

　大きな胸に、ふにゃん、と、指が飲み込まれそうになる。

「……や、やっぱり、ちょっとだけ恥ずかしいですねぇ」

「だよね」

　僕の隣ではイリスがいて──両手で顔を押さえてるけど──指の間からこっちを見てるから。

「……イリスさまが……あたしの……はずかしいとこ……見てる……ですぅ……はぅっ」

　はぅはぅ、って、ラフィリアの息が荒くなっていく。

「あ、あたしのぜんぶが、ますたーにしてもらったときのことを、おもいだしちゃってます……あう。あたし、作られたもの、ですけど、いいですよね？　ますたーのもので、いいんですよね？」

「当たり前だろ。ラフィリアは僕の奴隷なんだから」

「う、うれしい。ますたぁ、すき。すきすき×かける１２００、です」

　ラフィリアの目がうつろになってきてる。

　僕は『能力再構築ＬＶ４』を起動。ラフィリアのスキルを表示させる。




『旋風防壁ＬＶ５』

『竜巻』を『まわり』に『作り出す』魔法




　僕の方は『御者ＬＶ２』を使う。

　イリスの『竜種超越共感ドラゴニツク・エクス・シンパシー』を作るときに使った『操船ＬＶ７』は『概念』不足になったせいで、溶けて消えてしまった。高かったのに……。

『４概念チートスキル』の弱点だ。概念不足になったスキルは、数日経たつと消えるらしい。

　今度は、無駄にしないようにしないと。




『御者ＬＶ２』

『馬車』を『自由』に『操る』スキル




　概念に魔力の糸を繫つないでいく。

　僕は『能力再構築ＬＶ４』のウィンドウに表示された『概念レベル：３』の数字に触れる。

　指を、上にずらしてレベルをひとつ、上げる。




『概念レベル：４』




　ウィンドウが、伸びた。

　僕はラフィリアのスキルに、概念をひとつ、繫いだ。

「実行！　『高速再構築クイツクストラクチヤー』!!」

「────────────────────っ!!」

　びくん、びくびくん。

　ラフィリアの耳が真っ赤になる。身体からだから力が抜けて、ずるり、と崩れ落ちそうになる。

　僕はラフィリアを抱き留めて、再構築したスキルを確認した。




『竜りゆう種しゆ旋せん風ぷうＬＶ１』（ＵＲウルトラレア・概念レベル４・ラフィリア）

『竜巻』を『自由』に『作り出し』『操る』魔法

　自分の周囲に竜巻を作り出す。

　サイズと威力は、注いだ魔力に比例する（全力で注げば、ＬＶ８クラスの風魔法と同等）。

　最大発生数はＬＶ＋１。

　発生させた竜巻の回転方向は自由。また、使用者の意志で移動させることができる。




　すさまじいな。これ。

　セシルの古代語魔法には及ばないけど、ＬＶ８クラスの威力がある。

　３つ目の概念『作り出す』は、あとの概念に合わせて『作り出し』に変化してる。便利だ。

　そして、もうひとつのスキルは。




『馬車』を『まわり』に──




『未結晶化スキル』

　概念不足により、スキルとしての使用は不可。一定時間ののちに消滅。




　自分の胸からスキルクリスタルを取り出すと──不安定なやわらかいかたまりになってる。

　もったいないから、消える前に使い道を考えることにしよう。

「今回はイリスにも仕事があるよ。いいかな？」

「はい、お兄ちゃん！」

　イリスは満面の笑顔で、僕の腕にちっちゃな身体をくっつけた。

「予想はついております。ライジカさんから教えていただいた『霧の谷』の『魔力回線』でしょう？」

「うん。イリスなら『霧の谷』の機能を利用できるはずだ」

　そのへんは、ミイラ飛竜のライジカに確認した。

　谷を崩す回路のほかは、自由に使っていいって言われてる。

　イリスが支配してるのは、霧を操る回路と風を操る回路だ。空気の流れを操れるから、声を伝えることだってできる。

「イリスの記憶力をなめないでくださいませ。谷の入り口のどのあたりに魔力の流れがあるか、ひとつ残らず記録しております」

「頼もしいな」

「鍵かぎになるのは『天竜』でしょう？」

「ああ。この世界の守り神──もういないなら、いることにしてみよう。谷と『天竜の遺産』を守るために」

　それくらい、構わないだろ。

　ここは天竜の墓所で、ラフィリアのお姉さんの墓所だ。

　でもって、イリスは竜の関係者で、ラフィリアはお姉さんの同族。

　そして僕は、ミイラ飛竜のライジカにこの場所を荒らされないように、って頼まれてる。

「じゃあ、名前を借りるよ。卵さん」

　僕は袋に入ったままの『天竜の卵』に触れた。

　応えるみたいに山の上から風が吹いてきた。

　ざざざ、と、木々が揺れて、すごい音を立てていったから。




『………………いぃ…………よ………………』




　そのとき、かすかな声が響いていたことを僕たちが知るのは、ずっと先のことになるのだった。








第10話「天竜の代行者、貴族の作戦と心をへし折る」






『霧の谷』に向かって、兵士たちの行列が進んでいた。

　その中央にいるのは白銀の胸当てをつけた少女。

　彼女の名前はカルミナ＝リギルタ。伯爵家の一人娘だ。

「がんばってください奴隷のみなさん。命を賭かけて、自由を手に入れてくださいね」

　カルミナは深紅のマントをひるがえし、告げた。

　行列の先頭を歩くのは、買い集めた奴隷たち。

　その行列の後ろには槍やりを構えた兵士たちが、にらみをきかせている。

　カルミナは満足そうにうなずき、叫ぶ。

「『惑わしの霧』の中で敵を討ち果たしたら、主従契約をその場で解除し、自由を差し上げます。そういう『契約』しましたよね？　自由が欲しければ働いてくださいね。みなさん」

「カルミナさま。本当に谷に、奴隷たちを送り込むつもりですか？」

　横を歩くヒゲの兵士が聞いてくる。

　小さい頃からのお目付役だ。カルミナは「じいや」と呼んでいる。

「その進言をした参謀は新参者です。信じすぎるのはどうかと」

「ええ、わかってます。だからあの人がいないときに来たんですよ？」

「しかし……こんな策を取ったことが他の貴族に知られたら……」

「どこがおかしいの？」

　理解できない、とばかりに、カルミナは肩をすくめた。

「じいやも聞いてたでしょ？　奴隷たちには『霧の中で魔物を倒せば、主従契約を解消できるだけの報酬と自由を与える』と『契約』したのを。誰も文句なんて言わなかったでしょ？」

「実際の戦場は想像通りには進まないものですよ、お嬢様」

「だって王子さまと結婚したいんだもん」

　無邪気な笑顔で、カルミナは宣言した。

「失敗してもいいの。努力した、がんばったって、王家のひとたちに言えるから」

　やがて、獣道が開けていく。左右は切り立った崖がけになる。

　カルミナは、谷の少し手前で隊列を止めた。

「それじゃ奴隷のみなさんに準備をさせて。ちゃんと武器は持たせてあげてね」

「偵察の兵が戻ってこないことが気になります。お嬢様」

「わかってるけど……恐がってるうちに、他の貴族に先を越されるのもくやしいでしょ？」

　カルミナは、王家主催の茶会で出会った貴族たちの顔を思い浮かべていた。

　王家との婚姻を望んでいるのは、みんな同じだ。

　それをできるだけ有利に進めるには、遺跡や竜に関わるものを手に入れる必要がある。情報でも、遺物でもいい。献上すれば、王家との婚姻の優先権を与えるというお触れが出ているのだ。

「……クラヴィス＝リーグナダル王子さまは、素敵な方ですものね」

　カルミナは、赤くなる頰を押さえた。

「さあ、谷へ入ってください、奴隷のみなさん。できるだけ情報を持ち帰ってくださいね。殴り合うときは、致命傷を避けてね。死ぬのは谷を出て、話をしてからにしてね？」

　カルミナの声に応じるように、先頭の兵士が奴隷たちの背中を押した。

　奴隷の年齢は十代前半。男女はばらばらだ。時間がなかったから、健康さだけで選んだ。

「……はい。カルミナさま」

　奴隷たちが谷の入り口に向かって、歩き出す。早足になる──駆け出す。

　その足が、不意に、止まった。




「おお、恐れを知らぬおろかものよ。まもなくこの谷が崩れるのを知らぬか」




　声がした。




「ここは天竜が眠る場所であり、天竜は眠りをさまたげられるのを嫌う。ゆえに、この谷を崩すこととした。警告する。すぐにこの場を離れよ。この場所にお前たちが望むものは、なにもない」







『霧の谷』の入り口に人影が立っていた。

　設置した、鉄の柵さくの向こうにいる。数は４人。霧のせいで、顔が見えない。

「なんで冒険者がいるの？　ここは我々が攻略するってわかるでしょ？　冒険者ギルドのひとたち、空気読まなかったの？　もう！」

　カルミナは、だん、だだん、と足を踏みならす。

「こうなったら命令です！　奴隷のみなさん！　戦ってください！」

　カルミナが叫ぶと同時に、隊列の中にいた魔法使いが、奴隷たちが持つ棒に強化魔法をかける。

　続いて発射された攻撃魔法が、谷への道を遮る鉄の柵を破壊する。

「あの敵と戦い、私にその正体を教えてください！　本気で、死ぬ気で、がんばってください!!」

　こういう方法を教えてくれたのは、最近雇った参謀だ。

　捨て石をもって情報を得る、ということらしい。

　カルミナの知識でも、なんとなく有効だってわかる。やってみる価値はある。

「奴隷のみなさんが流す血が、私たちの楽しい未来に繫つながっていきます！　あ、でも、死ぬ時は役目を果たしてからですよ！　私に奉仕してから死んでくださいね!!」




「それが人を雇やとう者の言うことか──？」




　谷の向こうで、霧が動いた。

　ぼんやりとした白い煙のようなものだったのが、集まり、固まっていく。

　それがひとつの姿を作り出す。

　長い首を持つ──竜の。

　神々しいまでに美しい──霧が凝り固まって作り出された、純白の竜。両目の位置には魔法のような輝きがあり、カルミナたちを見下ろしている。

　片翼を広げたその姿は──




「──天竜──ブランシャルカ──」




　霧が凝り固まってできた、巨大な竜のかたち──いや、天竜とは、そもそも真っ白な姿をしていたはずだ。あれは本当に影？

　まさか──天竜が生まれようとしているの!?

「兵士たちは矢を射うって！　あの得体の知れない人影だけを狙ってね！」

　言われて兵士たちは、弓に矢をつがえる。放つ。

　数十本の矢が、谷の入り口にいる影に向かって飛んでいく。




「部下に汚れ仕事をやらせて、安全な場所から動かぬとは」

『純白の竜』が言った。

「恥を知れ」




　真っ白な牙きばを剝むきだして、叫ぶ。

　風が震える。声が谷を、震わせる。




「他人に仕事を押しつけるなら、自分がそれをできると証明してからにするがいい！」




　ごぅ、と、風が鳴った。

　谷の入り口に、小さな竜巻が生まれた。

「魔法『旋風防壁』です。お嬢様」

「え？　別に警戒しなくても平気ですよ？　あんな低レベルの魔法で、この数の矢を防げるはず────え？　あ？　ええええええええっ────────!?」




　ぶぉ

　ごぉぉぉぉぉ

　ぐぉおおおおおおおあああああああああ──────────────────っ!!




　谷の入り口に発生した竜巻が、巨大化していく。

　人間サイズだったものが、ゴーレムくらいのサイズに、さらに谷の入り口を覆うほどに。

「なんだこれは──!?」「て、天竜の怒り!?」「これほどの魔法は、宮廷魔術師でなければ──!?」

　顔を叩たたく強烈な向かい風に、兵士たちが声をあげる。

　放った矢は跳ね返される。魔法さえあの風を突破できずに消滅する。まわりの木々がきしみをあげる。葉っぱが飛び散る。枝が折れる。まさに天竜の権威にふさわしい暴風だ。

「す、進んでください、どれいのみなさん──っ！　『命令』です！」

　すさまじい向かい風で、前に進めない。自分も、兵士も。

　それでも、指輪の強制力なら──

「がんばって！　負けないで！　命がけでがんばった人たちには、ちゃんとお礼を言いますから！　カルミナが心から感謝しますから！　だから進んでください！　私が王子さまと結婚するために、邪魔する怪しいひとたちをやっつけて！　情報を持ち帰って──っ!!」

　カルミナは契約の指輪を握りしめ、奴隷たちに向かって叫んだ。

　予想外の出来事を見るのが怖くて、両目は固く閉じていたのだけれど。










「これで帰ってくれれば楽だったんだけどな」

　伯爵令嬢と兵士たちは、谷の手前でがんばってる。

　奴隷たちは必死でこっちに向かってきてるけど、かなり無理してる。恐怖で顔がひきつってる。

「どうしてああいうことさせるのかな……」

「人の使い方がまちがっています。まったく」

　岩壁に手を当てたイリスも、怒ってた。

　彼女の指先が青白く光ってる。それに共鳴するみたいに、壁に青白いラインが走る。

　ミイラ飛竜のライジカが教えてくれた『魔力回線』だ。

　この谷には『竜の眷けん属ぞく』にしか扱えないシステムが、いたるところに張り巡らされてる。構造は複雑だったけど、『記憶術ＬＶ６』を持つイリスは、それを数分で覚えた。

　あとは、そこに手を触れて『竜種超越共感ドラゴニツク・エクス・シンパシーＬＶ１』で『竜の血』を起動すればよかった。

「……人を使い捨てにするなど、イリスは、このような理不尽は許せません」

　その怒りが、霧の竜を作り出した。

　谷を埋め尽くす霧を集めて、固めて、本物そっくりにした『偽の天竜』──眼球だけはセシルの通常版『灯りライト』で演出した。

「『ああ、貴族とはなんと愚かなものになったのか!!』」

　谷を埋め尽くす霧に干渉し、空気までも震わせて、イリスは巨大な叫び声を生み出してる。

　彼女だって、巫女みことして閉じ込められていて、無理矢理働かされてた。

　そのせいで、強制的に送り込まれてくる奴隷を見て、無茶苦茶怒ってるみたいだ。

「『よかろう！　我の眠りをさまたげるものに、呪いと報いを与えてくれる────！』」

　イリスは腕を振り上げてジャンプ。

　負担がかかるのか、全身汗だくだけど、ノリノリだ。

　霧でできた天竜モドキは、僕たちの頭上に覆いかぶさるみたいにして、声をあげてる。

　この『霧天竜』には、攻撃力も防御力もない。

　僕たちを守ってるのは、ラフィリアの『竜りゆう種しゆ旋せん風ぷうＬＶ１』だ。

　大きさは８階建てのビルくらい。谷の外で、周囲の空気を巻き上げながら回ってる。

　術者のラフィリアと、ご主人様の僕は影響を受けてない。

　だから僕らはイリスとセシルをかばうみたいに、ぴったりとくっついてる。
















「これで魔力消費量４割です。もっと増やすですか？」

「このままで十分だよ」

「魔力消費量を８割まで増やせば、兵士さんたちを範囲内に巻き込むこともできますよぅ」

「いい。目的は、あいつらを殺すことじゃないから」

　殺したって、貴族のやり方は変わらない。

　だから、恐怖を与える。

　誰かに「ブラック労働」させようとしたら、即座に今回のことを思い出すようなトラウマを。

　その恐怖が他の貴族にも伝われば、ちょっとはこの世界も変わるかもしれない。

「じゃあセシル、力を貸して」

「は、はい。ナギさま」

　僕が言うと、セシルは、はぅ、って、真っ赤な顔でつぶやいて、目を閉じた。

「わたしと……『がったい』してください」

「それはこっちがお願いすることだと思うんだけど」

「……わたしにとって……ナギさまに触れていただくのは『ごほうび』、ですから」

　セシルは恥ずかしそうに、両手で顔を押さえてる。

「うん。わかった。じゃあ、言ってくれればいつでもするから」

「──わ、わたしからお願いするのは、その……ひゃぅっ！」

　僕はセシルの胸に手を当てた。

「はぅ……あ」

「ちょっとだけ我慢して、セシル」

　僕はセシルに魔力供給を行う。今回使うのは新しい古代語魔法だ。

　鍵かぎになるのは、伯爵令嬢の「霧の中で敵を倒せば奴隷を自由にする」っていう『契約』だ。それを利用させてもらおう。

「魔法のコントロールは僕がやる。セシルは魔法の詠唱と維持に集中して」

「わかりました。ナギさま……行きます！」

　セシルが「すぅ」と息を吸い込む。小さな唇が、詠唱を始める。

「『それは精霊界から呼び出す、無双の兵士』」

　きれいな声が、古代語の魔法をつむぎだす。

「『──炎をまといし、緋ひ色いろの獣。我が汝なんじ等らを使役する。声を聞け。我と我が主人の声を。そこに道があり、すべては主人が使役する。それは我と主人との絆きずなによりて──』」

　僕の目の前にウィンドウが開いた。

　今回は、見てるだけじゃない。僕も魔法の展開に参加しなきゃいけない。

　セシルが詠唱してる古代語『火精召喚サモニング・エレメンタル』は、そういう魔法だ。

　ウィンドウには火精サラマンダーをかたどった18個のアイコンがあって、その下にパラメーターが表示されてる。さらに魔力注入量を選択するメーターがあり、１体につきどれくらいの魔力を注ぐか、選べるようになってる。

「『汝等は我が軍。汝等は我が兵士。古いにしえの契約により、来たれ、来たれ、来たれ！』」

　セシルのきれいな銀色の髪が、汗で褐色の肌に張り付いてる。息も荒い。

　できるだけ負担にならないように、手早く片付けないと。

　それには……そうだな。元の世界のゲームでも禁じ手だった、あれを使おう。

　やったら確実にクソゲー認定される手だ。それで貴族さまに思い知らせることにしよう。

「『下級なれど、汝等は古代の言の葉により最強となれり──いきます！　火精召喚サモニング・エレメンタル』!!」

　そしてセシルの詠唱が完成し──

　僕たちのまわりに18体の、翼を持つ火トカゲ──『火精サラマンダー』が現れた。










　迫り来るサラマンダーの群れを見て、奴隷たちは青ざめた。

　彼女たちは『霧の谷』の探索のために買われた奴隷だ。霧の中で魔物を一匹でも倒したら、自由にしてあげるって『契約』させられた。

　その心の中には──絶望しかなかった。

　五感が狂わされ、人やデミヒューマンが魔物に見える谷で戦うってことは、同士討ちしろっていうことだ。『契約』のせいで逆らえない彼らには、他に選択肢などなかった。

『オ、オオオオオオオ──!!』

　翼を持つ火トカゲが迫ってくる。

　木の棒を手にした奴隷の少女は、考えることをやめた。

　棒を振り上げ、炎をまとったサラマンダーの頭めがけて振り下ろす。

　もちろん、こんなものが効くわけが──

「ヤラレター」

　ぷしゅ、って音がして、殴られたサラマンダーが消滅した。

「…………え？」

　ちゃりん。

　涼しげな音がして、少女の身体からだから『契約の首輪』が外れた。

　ご主人様は『霧の中で魔物を倒したら、主従契約を解除できるだけの報酬を与える』と言った。それが無条件で実行されたのだ。

　いつの間にか足下には霧がたちこめてる。条件が満たされたのはこのせいだ。

「霧が汝らを包み込む前に、ゆけ」

　顔を上げると『純白の竜』が少女を見ていた。

「お前は与えられた仕事を果たした。残業は必要ない。好きなところへ行くがよい」

「……天竜さま」

　少女は、思わず手を合わせた。

　まわりでは、他の奴隷たちがサラマンダーと戦っている。みんな、同じだ。サラマンダーは、ぽかり、と殴られただけで消滅し、奴隷たちの主従契約は解除されていく。

「このご恩は忘れません、天竜さま！」

　少女は、伯爵令嬢と兵士たちの列に向かって走り出す。

「──え？　ちょ!?」

　伯爵令嬢さまは、なにが起こってるのかよくわかってなかったみたいだけど。

　少女と他の奴隷たちは、山のふもとに向かって駆けていくのだった。










「なんだ、サラマンダーなどただのこけおどしではないかギャーっ!?」

　サラマンダーに切りかかった兵士が、剣をつかまれて叫んだ。

　そのままサラマンダーはスライディング。今度は兵士の脚に抱きつく。鉄製のすねあてをほどよくあぶられて、兵士は地面を転げ回る。

　僕はウィンドウで、サラマンダーのパラメーターを再確認する。

　悪い。そっちは速度重視で設定した奴だ。

　谷の前にいる僕たちからも、兵士たちが大混乱になってるのがわかる。

　兵士たちの列から、魔法使いが現れた。魔法でサラマンダーを消すつもりか。

「詠唱──『氷の矢』！」

　ばしゅん！

　後衛の魔法使いが放つ矢が、別のサラマンダーの身体に当たった。

　身体が欠けたサラマンダーは、それでも活動をやめない。まっすぐ、敵に向かって突き進む。

　そっちは防御力最大で設定した奴だからね。

「……やっぱり禁じ手だよな。『全く同じ姿かたちで、能力がぜんぜん違う敵』って」

　自作ゲームで試したときは、ディスプレイを殴りつけたくなったから。

　基本、ゲームって同じタイプで能力が違う敵は、名前が違ったり色違いだったりする。

　そのお約束を打ち破ろうとして、全く同じ姿で能力だけがむちゃくちゃ違う敵を作ってみたら──お約束の大切さがよくわかった。自分でも区別がつかなかったから。

　今回はそれを、セシルが召喚した『火精サラマンダー』に使ってみたんだ。







『古代語魔法　火精召喚サモニング・エレメンタル』

　サラマンダーを最大18体まで召喚することができる。

　能力と行動パターンは、魔力を供給している者が自由に設定できる。




　セシルは、強力だけどコントロールが難しい魔法だって言ってた。

　それは魔法の詠唱と維持、それとサラマンダーの操作を同時にやらなきゃいけないから。

　だから、後の方は僕が引き受けることにした。

　18体のサラマンダーを４種類に分けて、個別に戦闘ルーチンを与えてみたんだ。




（１）ＨＰヒツトポイント１。奴隷解放用。やられやく12体。

　奴隷に倒されるために呼び出した奴だ。

『霧の中で敵を倒せば奴隷解放』だから、ＨＰを１にしてある。具体的には、小石をぶつけられても消えるくらいの弱さに。

　ＨＰがなくなれば火精は召喚解除される。倒されたことになるって思ったけど、成功みたいだ。

　弱い分だけ割り当てる魔力を減らせたから、残りは他の３種類に注ぎ込んだ。




（２）速度重視型３体。

　魔力で速度を限界まで上げてる。

　こいつらへの命令は『ひたすら攻撃を避けてヒットアンドアウェイ』だ。




（３）壁。体力。防御力重視型２体。

　ＨＰと防御力を上げて、壁になるように設定してある。




（４）攻撃力重視。殲せん滅めつ型１体。

　強い剣士がいたときの対策。壁の後ろから一撃必殺で敵をダウンさせるための奴だ。

　攻撃力だけを限界まで上げてある。




　そして、この４種類のサラマンダーは、全員まったく同じ姿をしている。

　ウィンドウを見なければ、僕でも見分けがつかない。

　だから敵は、戦ってみるまでわからない。

　しかも僕の指示で、サラマンダーは隊列を入れ替えながら戦うようになってる。

　なので──

「こちらは魔法で剣を強化してるはずなのに、固い!?」

「固いんじゃない、速いんだ。追いつけない──」

「違うだろ!?　近づくな。鎧よろいを一撃で焼かれ──がああああああ」

　兵士たちは焼けた剣を落として、熱くなった鎧を脱いで、地面を転がってる。多少あらっぽくても武装解除しておかないと、ここからが危険だから。

「じゃあ、そろそろ仕上げに行こうか」

　敵の戦闘能力は奪った。十分だ。

　そろそろあいつらのまわりを、霧が包み始めてるし。










「──帰れ」

『純白の竜』が叫んでいる。

「帰れ！　この谷の主は、静かなる眠りを望んでいる」

「カエレ」「カエレ」「カエレ！」「カエレ！」

　サラマンダーたちも声を揃そろえてる。

「カルミナさま、撤退を！」

「じいや」が叫ぶ。

「え？　あれ？　あれ？　え？　ええっ!?」

　カルミナの口からは、まともな言葉が出てこない。

　頭の中が真っ白だった。なにが起きているのか、わからなかった。

「なんなのこれ!?　え？　え？　なにこれ!?　なんなのぉ────っ!?」

　今すぐ逃げたい。だけど、動けない。

　細い山道で、契約解除された奴隷たちと兵士たちがぶつかり合い、大混乱になっている。身軽な奴隷たちは兵士の身体を乗り越え、山のふもとへと逃げていく。

「のんびりしている時間はないのに……ああ、霧が！」

　伯爵令嬢のまわりが白く染まり始めていた。

　あの竜巻のせいだった。

　谷の入り口に配置されたそれらは、谷から『惑わしの霧』を吸い出す役目をしていたのだ。

　それに合わせて『純白の竜』も消えていく。

　まるで竜そのものが霧と化し、カルミナたちに襲いかかってきたかのように──




「──霧に巻かれた」




　いつの間にか『惑わしの霧』は、カルミナと兵士たちを完全に包み込んでいた。








第11話「異世界の労働環境について、ちょっとだけ文句を言ってみた」






「そろそろいいかな」

　僕はラフィリアの『竜種旋風ＬＶ１』を解除させた。

　谷からあふれ出した霧は、伯爵令嬢と兵士たちを包み込んでる。もう十分だ。

　もともと伯爵令嬢は谷を攻略するつもりだったんだし、霧に巻かれても文句はないだろ。

「逃げるように警告したんだけどな」

　やっぱり僕じゃ無理があったか。威厳とかないもんなぁ。

　ごめん『天竜の卵』。名前と、天竜っぽい姿は借りたけど、あんまり効果はなかったよ……。

「しょうがない。直接おどしに行こう。悪いけど付き合って」

「はい。ナギさま」「しょうちいたしました」「ですぅ」

　僕たちは『惑わしの霧』の中へ入っていく。でも、五感は影響を受けない。

『天竜の卵』の効果は、霧の無効化。僕たちには兵士たちの様子がはっきり見える。

　さて、と。仕上げだ。

　奴隷にブラック労働をさせてた奴を、ちょっとだけ注意しに行きますか。










「ひぃ────────────────────っ！」

　伯爵令嬢カルミナは悲鳴を上げた。

　頭を抱え、うずくまる。それでもまわりの景色から目が離せない。

　視界はぐちゃぐちゃ。足は地面を踏んでいるはずなのに、その感触さえもぼやけてる。

　歩くのも、体勢を変えるのも怖い。

　知らなかった。気づかなかった。五感が狂うとは、こういうことなのだ。

「ＧＩＧＩＧＡＡＡＡＡＡＡＡっ！」

　彼女の隣で、巨大なオーガが剣を振っている。

　あれは「じいや」？

　じゃあ、その向こうにいるリザードマンは？　サラマンダー？　人間？

　誰が敵で誰が味方なのかも、もうわからなくなっている。聞こえるのは獣のような雄お叫たけびだけ。

「誰か────っ！　だれか────っ！　たすけて────!!」

　涙でぐしゃぐしゃになりながら、カルミナは叫んだ。

「じいや！　あなたはじいやでしょ！　お願い、今すぐここから連れ出して────っ!!」

「ＧＵＧＯＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！」

　オーガの剣が誰かに、ぐるん、と、受け流されるのが見えた。さらにべたべたしたものが、オーガの顔面に張り付く。オーガは顔をかきむしりながら転げ回る。

　オーガを倒したのは、ねじれた角を持つ化け物──魔神だった。

　背中には緑色の翼がある。お腹なかのあたりが銀色に膨らんでいる。左腕が奇妙に太いのは、それだけ筋肉がついているからだろうか。

「ＨＩＩＩＡ、ＡＡＡ」

　魔神が手の中からなにかを差し出してくる。カルミナは思わず手を伸ばした。

　柔らかいもの。見た目は違うけど。干し肉？　人の世界の食べ物？

　五感が狂っていたせいだろう。カルミナは思わず、干し肉をかじってしまっていた。

「──発動『生命交渉フード・ネゴシエーシヨンＬＶ１』

　…………伯爵令嬢カルミナ＝リギルタさまでいらっしゃいますか？」

　カルミナが干し肉を受け取ると、人の声がした。

『惑わしの霧』のせいで、魔神のような姿をしているけれど、この人は人間──味方だ。

「は、はい。私がカルミナ＝リギルタです。よく見つけてくれました」

「お嬢様で間違いありませんか？　本当に？」

「しつこいですね！　話なんかしてる場合じゃないでしょう!?　今すぐ私をここから連れ出してください！　それと、ここで起きたことは内密に。そしたら、心より感謝しますから──」

「──あんたを助けたりしない」

　恐ろしく冷たい声で、魔神の姿をした誰かは言った。

　ぴた、と、剣のようなものが、カルミナの首に触れた。

「あんたは今ここで、二度と奴隷や部下を迫はく害がいしないと誓え。そうすればここから逃げることを許す。さもなくば、ここで終わりだ」

　カルミナの顔が真っ青になる。

　目の前にいる魔神は、谷の入り口にいた、あの人影。カルミナの敵だ。

「どうして？」

　気がつくとカルミナは口走っていた。

「私は、王子さまと結婚したかっただけなのに！　そ、そうよ。この計画を考えたのは私じゃない！　新しく来た参謀が進言したの。私はそれに従っただけ！　悪くない!!」

「奴隷を使い捨てにしようとしたのはあんただろう？」

　魔神の腕が、カルミナの肌に食い込んだ。

「作戦を誰が考えたかなんて関係ない。あんたは、その作戦に賛成して実行した。こっちの警告を無視するって決めたのもあんただ。すべての責任は、あんたにある。違うか？」

「知らないっ!!　私は、奴隷にお仕事をあげただけじゃない！」

「まわりを見ろ。カルミナ＝リギルタ」

　魔神は言った。

　カルミナは言われるままに、霧が満ちた空間を見回した。

　いつの間にか、戦闘音が小さくなっている。動いている者も、ほとんどいない。

　その理由に思い当たって、カルミナは思わず悲鳴を上げる。

「……みんな、死んだの？」

「さぁな」

　魔神はまた、カルミナの首に、武器のようなものを突きつけた。

「これが、あんたが奴隷にやろうとしていたことだ。異常な空間に人を投げ込み、無理矢理に戦わせようとしていた。あんたが望んだ仕事が、あんたに回ってきただけだ。文句はないだろ？」

「……あ、ああ」

「そして、今、あんたの相手をしているのは天竜の代わりにこの谷を守っている者──この谷のラスボスだ。貴族さまの相手としては申し分ないだろう？　さあ、戦えよ。カルミナ＝リギルタ」

「ああ、ああああ、あああああ──────っ!!」

　カルミナは頭を抱えてうずくまる。

　知らなかった。なにもわかっていなかった。

　これが戦場で、これが現実。自分は天竜の代行者にケンカを売り、罰を受けている。そして死ぬ。誰にもその最期を看取られることもなく。それが望んだことで、したことの結果──

「いや──っ！　死にたくない！　あああああああ────っ!!」

「あんたが生き延びる方法が、ひとつだけある」

　魔神がかすかに、ため息をつく気配がした。

「『契約』しろ。カルミナ＝リギルタ」

「……『契約』を？」

「お前の命と引き替えにするには安すぎる『契約』だがな」

　魔神は大きく裂けた口で、笑ったようだった。

　カルミナの足が、がくがくと震え出す。

　下着が濡ぬれているように感じるのは、きっと霧のせいだ。そうに違いない。

「契約の条件は次の通りだ。『お前はここから立ち去り、二度と奴隷や部下を迫害しないと誓う。そして、解放した奴隷たちにも、危険手当として適切な報酬を支払う。そうすればこちらは、この場でお前を見逃す』」

「……それだけで、いいのですか？」

「もうひとつある。『もしこの契約に違反した時、お前は即座に今の恐怖を思い出す』だ」

「わ、わかりました。『契約』します」

　カルミナはうなずいた。迷っている暇はなかった。

「私は、奴隷を苦しめたりなんかしません。ちゃんと仕事をさせてあげます！」

「では『契約』だ。私はお前をこの場で見逃してやる」

「わ、私は部下や奴隷を傷つけること、迫害することはしない。報酬も払う！　払いますから！」

「「『契約コントラクト』」」

　少女と魔神は、かちん、とメダリオンを打ち鳴らした。

「そういえば……お前は、干し肉を食べたな」

　言われてはじめて、カルミナは口の中に残る塩味に気づいた。

　恐怖でお腹が空すいていたのだろう。

　魔神が差し出した干し肉を、いつの間にか食べてしまっていた。

「ならば『生命交渉』が成立する。ついでに聞こう。お前は『天竜を名乗る者』に攻撃をした。それは我々が偽物だと思ったからか、それとも、本物でもかまわないと考えていたのか？」

「そ、それは……」

「海竜も天竜も、人間やデミヒューマンの味方だ。だが、それを排除しようとする者がいるようだ。お前なら、なにか知っているのではないか？」

「……」

「答えよ！」

「……そ、それが王家の方針だからですっ！」

　カルミナは、絞り出すような声で言った。

「この国を正しく運営していくためには、竜の遺産や遺物は邪魔だと。私が知っているのはそれだけ──それだけなの。本当！　ほんとうです信じて────っ!!」

　伯爵令嬢カルミナは、喉のどを押さえて絶叫した。

「……よかろう。お前には生き残る機会を与える。だが、今後同じようなことをした場合、即座に死の罰が待っていると知れ」

　霧が、薄まってきている。

　地面の鳴動が激しくなってる。

「もうひとつ教えてやる。『霧の谷』はもうすぐ崩れる。死にたくなければ今すぐ離れろ」

「ど、どうして。そんなことを……私に？」

「情報料代わりだ。あと、あんたはもう自分より身分が下の相手を迫害できないから、生きてても問題ない。せいぜい他の貴族と潰つぶし合ってくれればいい……」

「まって、まって……あ、あああああああああっ！」

　恐怖と、尊敬、そして畏い怖ふ。

　今まで味わったことのない感覚がうずまき、カルミナの身体が震え出す。

　魔神の姿はすぐに見えなくなる。五感はまだ狂っている。動けない。

「…………王家に……このことを……」

　話してどうする？

　抜けがけして谷を攻略しようとして、天竜の使者の怒りを呼んでしまったと？

「言えない……そんなこと、言えるはずがない……」

　カルミナのまわりで徐々に、霧が薄まっていく。兵士たちの姿が普通に見えるようになる。

　彼らは全員、武器を取り落としていた。

　手足にやけどをしているものがいるが、軽傷だ。死者どころか、重傷者さえいない。

　そして──




　ごごごごごごああああああごごごごおごががががががががが！




　轟ごう音おんを立てて、谷が崩れた。

　谷の間にあった細い道が埋まり、人の頭ほどもある岩が足下まで転がってくる。耳をふさぎたくなるほどの音がしばらく続いて、楯たてを岩が叩たたく衝撃がカルミナの足を震わせる。

　しばらくして、音が消えると──『霧の谷』は完全に、崩れた岩にうずもれていた。

　魔神が足止めしてくれなければ、カルミナたちは潰されていただろう。

「……あの魔神は、いつでも私たちを殺せた…………」

　考えただけで、しびれるような恐怖が、カルミナの身体を駆け巡る。

　器うつわが違いすぎる。あの魔神には……勝てない。

「帰りましょうみなさん！　全力でふもとを目指しますよ！」

　カルミナは『霧の谷』に背中を向けた。

　振り返っても魔神の姿はない。追ってくるつもりはないのだろう。

「歩けない者は放っておいて！　死んじゃった人には、私が心からの感謝を──」

　ぞくん。

　カルミナの背中に寒気が走った。

　息が思わず止まる。あの魔神が、背後からのぞき込んでいるような感覚。

　とろけかけた意識を、カルミナはなんとか繫つなぎ止めながら、兵士たちを見回した。

「──感謝を……死んだ人にしても、意味はないですよね？　歩けない人たちには、手を貸してあげてください。全員無事に、町に戻りましょう。ちゃんと報酬は、差し上げますから……」

　不思議なくらい熱い吐息とともに、彼女は言葉を口にしたのだった。










　僕たちは離れた場所から、『霧の谷』が崩れるのを見ていた。

「クエストは達成したよ。お疲れさま。ミイラ飛竜のライジカ」

　崩れた谷を見下ろしながら、僕はライジカに向かって手を合わせた。

　僕たちは『惑わしの霧』が消える前に兵士たちの列を抜けて、獣道に入った。山の上に向かったのは、下山すると伯爵令嬢とでくわす可能性があったからだ。

「確か、山の上の方に、古い洞どう窟くつがあるですよ」

　ラフィリアは教えてくれた。

　そこは『古代エルフ』と魔族が、泊まり込みで『霧の谷』を作ってたときのものだそうだ。今日は、そこに泊まることにしよう。

「お疲れさま、みんな」

　イリスは僕の背中でぐったりしてる。セシルはリタにおんぶされて、ぐっすりと眠ってる。背負ってるリタはにやにやしてるし、元気そうだ。アイネは『動体観察』でみんなの状態をチェック。問題ないってわかったのか、指で丸を作って笑ってる。ラフィリアはほわほわしてるから、疲れてるのかどうかわからない。大丈夫かな。

「『天竜の卵』も……お疲れさま」

　腰の袋に入れた卵は、あれから全く反応がないけど……大丈夫だよな。

　そんなわけで、僕たちはラフィリアの指示のもと、隠された道を進み──

　しばらくしてから、山の頂上近くにある、隠れ家のような洞窟を見つけたのだった。








第12話「『４概念チートスキル』には、安全装置がかかってた」






　洞窟の入り口は、背の高い木々に隠れてた。

　ラフィリアの（うろ覚えの）記憶によると、この洞窟も「霧の谷プロジェクト」のひとつとして作られたものらしい。目的は、谷を作るのに関わった古代エルフと魔族の「福利厚生」のため。周囲の魔力を吸収して、清浄な状態を保つようになってる休憩室だ、とか。

　あとは付属施設として、山のもうちょっと上の方に、お風ふ呂ろ専用の洞窟があるそうだ。

「じゃあ、しばらく休憩して、それから野営の準備をしよう」

　洞窟の入り口で荷物を下ろした僕たちは、それぞれの仕事を決めた。

　リタは洞窟のまわりの見回り。

　アイネは食事の支度。

　セシルは洞窟の入り口で見張り。サポートとして魔剣のレギィを置いていく。

　そして僕の仕事は──




「そ、それじゃ、あたしを……マスターの好きなようにしてください……です」

「はい……イリスは、見学させていただきます」

　僕の仕事は洞窟の奥の部屋で、ラフィリアを『再調整』することなんだけど……。『奴隷召喚サモニング・スレイブ』を使ったからか、イリスはまだ、僕から離れられないみたいだ。

　なので、イリスが見てる前でラフィリアのスキルを安定化させなきゃいけない。

　ラフィリアにはきちんと説明して、納得してもらった。

　まだちっちゃなイリスの教育上いいかどうかってのは、わからないけど。

「……マ、マスターと一緒にいると……はじめてのこと……ばかりです」

　恥ずかしそうに胸を押さえて、ラフィリアは言った。

　鎧よろいは外して服も脱いで、下着だけの──奴隷の状態がわかりやすい姿になってる。

「……ああ、あたしこれから、イリスさまに見られながら『再調整』をしていただくことになるの……ですねぇ……」

「ま、学ばせていただきます。い、いずれはイリスもしていただくことですから」

　僕の背中に抱きつくみたいにして、イリスは、ぐっ、と拳こぶしを握りしめた。

「まばたきひとつしませんとも。ええ、いたしませんっ！」

　でも、イリスが気合いを入れてどうするの。

　今の状態を具体的に説明すると、ラフィリアが部屋の壁に寄りかかって、僕が触れるのを待ってる状態。

　イリスは僕の背中に寄りかかってるけど、なぜか息が熱い。

『再構築』も『高速再構築クイツクストラクチヤー』もしてないから、これは『竜の血』を覚かく醒せいさせたことによるものだろう。さっきから「熱い」って言い続けて、結局、ラフィリアと同じ下着姿になってる。

　ラフィリアさまが恥ずかしくないように、ってことらしいけど……こっちは、結構恥ずかしいんだけどな。

「それじゃ、始めるよ。ラフィリア……イリスも」

「……ひゃい……してください……ますたぁ……んっ」

「……どきどき、いたします……おにいちゃん」

　ふたりの返事を待って、僕はラフィリアの胸に手を当てた。

　大きくてやわらかな胸に、指が飲み込まれそうになる。

　僕はその状態で、スキルの開示を宣言した。

「…………んっ。あふぅ。おむね……ぴりぴり……するです」

　ラフィリアの背中が、びくん、と、震えて──『能力再構築』のウィンドウに『竜種旋風』の状態が表示される。







『竜種旋風ＬＶ１』




『『『竜竜竜巻巻巻』』』を『『『自自自由由由』』』に　　　　　『操る』


『『『作作作りりり出出出ししし』』』　　　魔法









「……かなりフリーダムな状態になってるな」

『高速再構築』してから時間が経たってるせいか、『概念』の不安定化が始まってる。

　ラフィリアは汗びっしょりだ。身体からだは湯気が出そうなくらい熱い。きれいな唇をぱくぱくと開いて、「ますたぁ……ますたぁ……」って繰り返してる。

『竜種旋風』の『概念』は振動を繰り返してて、こつん、と『概念』が触れ合うたびに、ラフィリアは「はぅっ」って、白い背中を反らしてる。

　彼女の胸はそのたびに揺れて、堅くなった先端が僕の手のひらを押し返してくる。

「ラフィリア……大丈夫？」

「だいじょうぶ…………です……むしろ……しあわせ……」

　ラフィリアはぼんやりとつぶやいた。

「…………すごい……ふれていただいてるだけで…………あたし……ますたぁがつっついてくれるみたいに……かんじるのです」

「どのように、ですか、ラフィリアさま？」

「そ、そんなの……恥ずかしいですぅ……」

「イリスの勉強のためにも、教えてくださいませ」

　僕の肩越しにイリスが顔を出して、ラフィリアに問いかけてる。

　当のイリスも身体が熱くて、小刻みに僕の後ろで身体を動かしてる状態なんだけど。

「…………ますたぁが……おむねを……いじってくださってる……みたい……」

　真っ赤になった顔を逸そらして、ラフィリアは言った。

「そのたびに……あたしのおなかの……ふかいところが……つっつかれてるみたいで……あたまのなか……ぴりぴりするのです……はぅっ」
















「わかります」

「わかってくださいますかぁ」

「イリスも『海竜の聖地』でお兄ちゃんにしていただきましたから」

　そのときのことを思い出してるのか、イリスはとろけそうな顔でつぶやいた。

「あのときは……あたまのなかがまっしろで……はしたない声をいっぱい出してしまいました……そうですか……そうなるのはイリスだけではなかったのですね……」

「マスターにしていただく奴隷は、みんなそうだと思います」

「お兄ちゃんに触れていただくだけで、身も心も幸せになってしまうのでしょう？」

「はい……あたし……しあわせ……」

　とろん、とした目で、ラフィリアは僕を見た。

「ますたぁ……してください」

「うん。わかった」

「あたしの……ふかいとこ…………いじって……くりくり……ぐにぐに……してくださいぃ……はしたないあたしを……マスターのすきにしてくださいぃ……」

「どうぞイリスのことはお構いなく」

　イリスは僕の背中に隠れて、はぅ、と、熱い息を吐いた。

　ときどき、肩から顔を出して、ラフィリアの様子を見てるけど。

「……ラフィリアさまには……いろいろ教えていただくことになります。どうか、師匠と呼ばせてくださいませ……」

「……いいですよぅ。イリスさまには、恥ずかしいとこ、見られちゃいますから……でもですねぇ」

　ラフィリアはせつなそうに眉まゆを寄せながら、つぶやく。

「かわりに……そのうちイリスさまの可愛かわいいところも、見せてくださいねぇ」

「……うぅ。や、約束いたします」

　僕の肩を、ぎゅ、と、つかんで、イリスは言った。

　話がまとまったところで。

「いくよ。ラフィリア」

「はい……おねがいしますぅ。ますたぁにしていただくの、すき、すきすきすき……あぅっ!!」

　僕がスキルに触れると、ラフィリアの背中が、びくん、と硬直した。

　一番不安定になってるのは、新しく増やした『自由』と『操る』だ。

　そこに指を這はわせて、揺れる『概念』を押さえていく。

「…………やっ。ちから、つよ……。しんどう……あたしのなか……すご……」

　びくびく、びくんっ！

　ラフィリアのつま先が、嫌々をするみたいに震えてる。

　真っ白なつま先が、伸びて──それから、かくん、と脱力する。

　僕が『概念』、『操る』に触れると──

「やっ！　また……また……くるです……じんじん……はう……ぁ」

「どんな感じなのでしょうか……ラフィリアさま」

「…………う……うぅ」

　ラフィリアは横を向いたまま、涙目で、イリスの問いに答える。

「…………あしを……ますたーに、いじられてるみたい……ですぅ……」

「脚を、でしょうか？」

　ラフィリアは、こくん、とうなずいた。

「マスターが、がいねん……さわるたび……あしのゆび、ひとつひとつ、みえないしょくしゅが……はいりこんでくるみたい……あたし…………こんなので────きも……ちぃ、おんなのこになっちゃってますよぅ……うぅ」

「…………おおー」

　イリスは感心して見てるけど──脚って？

　今まではこんなことなかった。僕は一番下の概念『操る』に触れてるだけだ。

　ということは……もしかしてそれが、ラフィリアの身体の一部に対応してるのか？

　じゃあたとえば、上から２番目の概念『自由』に触れると──？

「ひゃんっ!?」

　ラフィリアの上半身が、びくん、と跳ねた。

「そこ……ますたぁ……あたしの……おむね……」

「……そうなの？」

「そうです。やんっ！　いま、すごくじんじんしてるところなのですよぅ！　はっ。やん。あっ！　ああああんっ!?」

　身体に電流を流されたみたいに、ラフィリアの身体は何度も跳ねる。大きな胸がはずんで、汗で湿った下着がよじれていく。上気した肌を目のあたりにして、イリスが「……ラフィリアさま……きれい」ってつぶやく。

「イリスも……ラフィリアさまのような……立派な方になれるでしょうか……」

「あふぅ。あんまり見ないでくださいぃ……あたし……おかしくなっちゃいます……ますたぁの手と、しせん……だけで…………すごいの、きちゃぅ。あたし……おかしなおんなのこになっちゃいますよぅ」

「大丈夫。僕は気にしないから」

　そもそも、ラフィリアがこんな状態になってるのは、僕たちを守ってくれたからだし。

　ご主人様としてはどんなラフィリアだって受け入れるし、望むならなんだってするつもりだ。

「……続けるよ、ラフィリア」

　僕はまた、スキルに指を這わせていく。

　不安定化した『概念』に引っ張られて揺れてるやつだ。こっちはすぐに安定化させられそうだから、少し強めに──ちゅぷ、と。

「────────っ!!」

「もうちょっと強くても平気？」

「は、はい。そのほうが……ごほうび……あたし……へんなこ……ですから……あたし……」

　ラフィリアは小刻みに息を吐いて、途切れ途切れに声を出してる。

　僕は彼女が落ち着いて、次の言葉をつぶやくのを待った。

「ますたぁ……あたし、つくられたものですよ？　古代エルフの、レプリカなんですよ……？」

『概念』の振動に合わせて腰を揺らしながら、ラフィリアは言った。

「そんなの気にしないって、さっきも言っただろ？」

「はい。ますたぁはそう言ってくださいます。みなさんも……でも、でもでも、ますたぁ」

　ラフィリアは大きな目に涙を浮かべて、僕を見た。

「あたし、家族を、知りません。子どもがちゃんと作れるかどうか、わかりません」

「……ラフィリア」

「……ラフィリア、さま」

「ますたぁと……イリスさまや、みなさんに子ども……できて、おっきな家族になったとき……あたし、そこにいてもいいのか、不安なんです。『天竜の卵』を見てから、ずっと、そうなんです。家族を知らないあたしが、つくられたものの、あたしが、卵さんに変な影響を与えないか……本当の家族になったみなさんに…………めいわく、かけるんじゃないか……って」

　ラフィリアは、震えてた。

　僕が注ぎ込む魔力に……だけじゃない。

　見たこともないくらい、はかなげで、さみしそうで。

　今にも目の前から消えちゃうんじゃないかってくらい、小さく見えた。

「あのさ、ラフィリア」

　僕は、彼女のピンク色の髪に手を乗せた。

「僕だって、まともな家族なんか知らないよ？」

「……え？」

「言ってなかったっけ。僕は元の世界で両親に捨てられて、親しん戚せきをたらい回しにされてたんだ。でもって、一人暮らしをするようになってからはバイトばっかりで、家族どころか友だちと付き合う暇もなかった。だから、まともな家族がどういうものかなんて、全然知らないんだ」

「そう……なんですか？」

「うん。あと、僕たちのパーティで、普通の家族生活を知ってるのは……セシルと……アイネくらいじゃないかな？　でも、ふたりだって子どもの頃に両親を亡くしてるからね」

「イリスも、普通の家族がどういうものかなんて、まったく存じませんよ？」

　イリスはラフィリアの手を取って、優しくつぶやいた。

「ちなみに、子どもが作れるかどうかも、試したことがないのでわかりません」

「でも……あたし……あたし」

「じゃあ僕が『ソウマ＝ナギは異世界人だから、ちゃんと家族になれるかどうかわからない。そんな自分が、みんなと一緒にいていいのか？』って言ったら？」

「抱きしめて『いいに決まってます』って、わかっていただけるまで言い続けるです！」

「イリスもです。お兄ちゃんはなにをふざけたことをおっしゃっているのでしょうか！」

「な？」

　僕はラフィリアの頭を撫なでた。ついでに、イリスのも。

「ラフィリアはここにいる。あったかい。僕の魔力に反応してる。作られたものでも、関係ない。子どもが作れるかどうかは……それは、まだ先の話だからね」

「ますたぁ……」

「そもそも成り行きとはいえ、僕はみんなを奴隷にしちゃってるんだから『普通の家族』なんか目指してもしょうがないだろ？　『天竜の卵』なんてワールドアイテムまでもらっちゃったんだから……できるだけのんびり、家族っぽいパーティをやっていけばいいんじゃないかな？」

「……あたしは、そこにいても、いいんですかぁ？」

「うん。いてほしい」

「イリスも、ラフィリアさまと一緒にいたいです」

「…………ますたぁ……イリスさまぁ」

　ラフィリアの青い瞳ひとみから、涙の粒がこぼれた。

　イリスも、つられたのか僕の背中にしがみついて、しゃくりあげてる。

「それに、ラフィリアはもう『過去に作られたもの』じゃない。僕がスキルを書き換えてる。だから、もう『作られたもの』とかこだわらなくていい。そういうこと」

　ラフィリアを作った古代エルフがなにを考えてたのかなんて知らない。

　だけど、そいつらが作った『不運招来スキル』は破壊した。ここにいるラフィリアはもう別のものだ。自分の意思で考えて動いてる。ブラックな使命から解放された、新しいラフィリアだ。

「ますたぁ……ありがとう……ございます」

「どういたしまして」

　僕は再び、ラフィリアの胸に手を這わせた。

　さっきよりも鼓動が早くなってる。それに、熱い。

　でも、ラフィリアは、ふっきれたみたいに笑ってる。

「あたしは……ますたぁに作り替えていただいた……あたらしいラフィリア＝グレイスです……ますたぁの望むままに……して」

　ラフィリアは僕の首に腕を回して、ささやいた。

「……もう、このままどうなっちゃっても……いいです。まっしろになって……ただ……ますたぁとつながってきもちよくなるだけのいきもので……いいですからぁ……ますたぁの……すきに」

「それじゃ、僕がラフィリアを作り替えた意味がないだろ？」

　僕はラフィリアのおでこを、つん、と突っついた。

　軽く突いたつもりだったけど、まるで深いところに触れられたみたいに、ラフィリアは「はぅっ」ってのけぞる。

「せっかく、ラフィリアが自由に生きられるようにスキルを書き換えたのに」

「でも、でもでもー」

「そんなふうに言うならやめるけど？　不安定化したスキルは廃棄してさ」

　あんまりラフィリアがこだわるから、ふと、僕は言ってみた。

　そしたらラフィリアは真っ赤になって──

「……や…………それ…………きゅうきょくのいじわるですよぅ！」

　脚の付け根を両手で押さえながら、僕の胸に顔をくっつけた。

「……やめないで……くださいです……おねがい……さいごまでして……ください……ますたぁ」

「お兄ちゃん、それはさすがに……おんなのことしてゆるせないおことばです」

　後ろで、イリスがむくれたみたいに言った。

「ラフィリアが変なこと言うからだって」

「ラフィリアさまは、お兄ちゃんにスキルをいじってほしいだけなのでしょう？」

　イリスは僕の肩にあごをのせて、ラフィリアを見た。

　触れてる部分が妙にあたたかくて、息も熱い。イリスの身体も、かすかに震えてる。

「そうして……お兄ちゃんとの繫つながりを感じたい、そうなのでしょう？」

「はいぃ……イリスさまのおっしゃるとおりなのです……」

　ラフィリアは切なそうに胸を押さえてる。

　真っ白だった肌は、どこも桜色に上気してる。首筋から胸の谷間まで汗びっしょりで、僕の右手ごしに、どくん、どくんって鼓動が伝わってくる。

　ラフィリアはこらえきれなくなったように僕の手に自分の手を重ねた。目を閉じて、それを少しずつ動かしはじめてる。魔力の通りやすい場所を探してるようだけど、そのたびに手の当たる場所がずれて、大きな胸が、びくん、と反応を始める。

「ラフィリアさま、お兄ちゃんにちゃんとお願いした方がいいでしょう？」

　イリスの言葉に、ラフィリアは、小さくうなずいた。

「…………ますたぁ……『概念』に……さわってください」

「もう少し具体的に」

「…………あたしの……ここと…………ここに…………たいおうするところ……しずめて。あたし……ますたぁが…………ここに…………ほしいで……す」

「理由もつけた方が」

「…………こども……ちゃんとできるか……わからないですからぁ……ここ……おんなのこ……きもちよくなるのは……あかちゃん……つくるため……だから……あたしも……おんなじかどうか……しりたい……」

「ありがとうございます。イリスの時に参考にさせていただきます」

　別に君に学習させたいわけじゃないんだけど……。

　どうして満足そうにラフィリアを見つめてるのかな、イリス。なんかすごく教育に悪いことをした気がして胸が痛いよ……？

「……ますたぁ……」

　ラフィリアはうるんだ目で僕を見つめながら、身体の何カ所かを指さしてる。

　具体的には、２つ目と３つ目の『概念』が対応するところ。

　だから僕には『４概念チートスキル』の秘密がわかった。

『４概念チートスキル』を構成する４つの概念は、それぞれ奴隷の頭、上半身、下半身、両足に対応してる。触れたり、魔力を注いだりすると、奴隷のその箇所に刺激がいくらしい。

　まるで『４概念チートスキル』が、奴隷の分身になっているみたいに。

　つまりそれは上う手まく使えば、奴隷そのものを完全支配できるってことだ。たぶん、強力すぎるスキルを手に入れた奴隷を暴走させないための、安全装置みたいなものなんだろうな。

　だけど、僕たちにはそんなもの必要ない。

　主従関係を結んでるのは生き残るためで、実際は家族みたいなものだし。

　僕は奴隷のみんなを信頼してる。たぶん、みんなが僕を信頼してるくらいには。

「わかった。じゃあ続けるよ、ラフィリア」

「………………うれし……ぃ……」

　身体の全部を僕に預けて、ラフィリアは言った。

　イリスはもう完全観察モードで、僕の隣で正座してる。暑いのか、汗びっしょりだ。透けかけた下着を押さえて、まじまじと僕とラフィリアを見つめている。

「まずは不安定化してる『概念』を鎮める。時間がかかるときつくなるから、早めにいくよ」

「はい…………ますたぁ……きて…………あ、あ、ああああああああああっ!!」

　ラフィリアの細い身体が弓なりになる。

　めいっぱいに目を見開いた彼女は、酸欠の金魚みたいに、口をぱくぱくさせてる。

　だけど、その手は、僕の服の胸元を、ぎゅ、とつかんで、引き寄せて。

　だから僕は、ラフィリアの概念に『魔力の糸』を繫いで、魔力をめいっぱい注ぎ込んだ。

「あ、ああんっ！　やっ。ちかちか……するです……ますたぁが、あたしのおく…………つっついてる…………あうっ」

　ラフィリアの身体が上下に揺れ始める。

　大きな胸が、僕と胸の上でつぶれて、こすれてる。

「ひゃぅっ……あ、ああ。なかと……そと…………びくびく……くるです…………ひゃ……あう……ふぁ……あ、あん…………あたしの……なか……くちゅくちゅ……ゆって……」

　落ち着きはじめた『概念』を、下から突いて──

「んくっ！　や……また…………あぅ。まっしろが……」

『概念』の隙間に指を差し込んで、押さえて──

「……とまらない……です…………あたし…………ちかちか……とまんない……あたし……どこまでいっちゃう……ですかぁ…………は、あんっ。あんあんあん……あ────っ!!」

　少し膨らんでる『概念』をつまんで、強めに力を入れて──

「……そ、そこはぁ……あたしのはずかしいところ……です……きもち……い……って……ことは、こども……つくれるです……ますたぁ…………すき…………すきすきすきすきすきすき──」

　涙目で必死に首を振るラフィリアの声は、もう言葉になってない。

　僕をまるごと受け入れたラフィリアの身体は、どこも熱くて──

　身体を隠す役目を果たしてない下着が、ぴちゃ、ぴちゃ、と水音を立ててて──

「あああああああっ。だめ……してください…………こわい…………きて…………ますたぁ…………すき……すきすき……だいすきなますたぁ…………やだ…………みられてるです。ぜんぶ……あたしの…………きもち……いいとこ……はずかしいとこ…………やだ……すき、すきすきすきすきすき……あああああああ────っ!!」

　必死に僕の魔力を受け止めてるラフィリアの中のスキルは──




『竜巻』を『自由』に『作り出し』『操る』魔法




　不安定化してた『概念』が、元の位置に戻ってる。今だ──

「ラフィリア、仕上げだ。もう少しだけ我慢して──」

「あふ……ひゃ、ひゃい、ますたぁ……すきすきすきすきすき…………」

　小刻みに揺れるラフィリアの身体を支えながら、僕は『能力再構築』のウィンドウに手を伸ばす。




「チートスキルを『再調整』する。実行『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ４』!!」

「──ああああああああああああああああああああっ!!」




　限界だって思ってたラフィリアの身体が、びくんびくん、って硬直して。

　それから、湯気が出そうなほど上気した身体を、ふわり、と僕に預けてきた。

「……よくがんばったね。ラフィリア」

「……あらたなじぶんをみつけてしまいました…………」

　ラフィリアは汗で髪が張り付いたほっぺたを、僕の肩に乗せながら。

「…………いろんないみで」

「……できればいい話のままで終わらせようよ。ねぇ」

「…………ふにぃ」

　聞いちゃいない。

　僕は地面に毛布を敷いて、ラフィリアを寝かせた。やわらかい身体を覆う下着は、湿って、ねじれて、紐ひもみたいになっちゃってる。とりあえずスキルは安定したから、しばらくはこのまま休ませておこう。

「…………はふぅ」

　で、どうして君まで熱い息を吐いてるのかな、イリス？

「…………お、おにいちゃん。えっと、えとえと？」

　僕の視線に気づいたのか、イリスは珍しく慌てた顔で、

「ラ、ラフィリアさまはイリスが見ています。お兄ちゃんは休んでください。ぜひ」

「いいけど、イリスもなんだか顔が赤いよ？　大丈夫？」

「それはなんといいますか。イリスも、新しい世界を覗のぞいてしまったといいますか……」

　なぜかイリスは気まずそうに顔を逸らした。

『海竜の聖地』では裸でも平気だったのに、どうして今は身体を隠してるんだろう。

「で、でもでも。やはり、『４概念チートスキル』を作り出すのは大変なのですね……イリスも……経験しましたけれど…………あれは────」

　言いかけたイリスの顔が、ぼっ、と真っ赤になった。

「だから、イリス大丈夫？」

「だ、だいじょうぶと申しております！　イリスは『４概念チートスキル』作成さえも乗り越えたおとなです。今日もいろいろ経験したからすっかりおとなです！　ラフィリアさまよりも先に『４概念チートスキル』をしてもらっておりますから」

「いや、ラフィリアの場合は『高速再構築』してるから、もっと刺激が強かったと思うよ」

「…………え？」

　イリスが、目を見開いた。

「…………イリスが経験したあれよりも…………もっと、先があるのですか!?」

「うん。だからなるべくイリスには負担がかからないように──」

「いえいえいえいえ、いえいえっ!!」

　だからなんでそんな必死な顔してるのさ。

「必要とあれば、イリスはいつでも受け入れましょう！　そうですか……イリスは、大人になったつもりでしたけれど……まだまだでしたか……これは策の練りがいがあるというものです」

「それで、イリスも着替えた方が」

「い、いまたちあがるとイリスもいろいろすけてぬれて──いえ！　ちょっといろいろ不都合がありますので、とにかく、お兄ちゃんは休んでいてください。『奴隷召喚』の拘束も解けたようですので！　ぜひともっ！」

　まぁ、イリスがそこまで言うなら。

　すごい必死な顔してるし、涙目だし。

　イリスはラフィリアのこと心配してたし、任せても大丈夫かな。

「それじゃ、なにかあったら呼んで」

「はい。お疲れさまでした、お兄ちゃん！」

　そう言ってイリスは座ったまま、僕に向かって手を振った。

　僕が背を向けて、部屋から出たとき──

「──そうですか、イリスはまだまだ甘かったのですね。今日はいろいろ勉強してしまいましたし……次のステップに進む準備を──」

　──って、なにかまた策を練ってたのが、気になったけど。










　そして、僕が部屋を出たあと──




　ころん。




　足に、なにかが触れた。

　固くて、丸いもの──『天竜の卵』だった。

「…………お前、さっき荷物と一緒にセシルのところに置いてきたよね？　どしたの？」

　卵は答えない。

「もしかして、様子を見にきた、とか？」

　やっぱり返事はない。

　大丈夫かなぁ。これ。悪い感じはしないし、嫌われてるような気もしないんだけど。

「僕はこれから見張りをして、見回りにも行くけど、どうする？」

　歩き出すと……ついてくる。ころころ、って。

「わかったよ。でも、一緒にいるのはお前を別荘に安置するまでだからな」

　そう言って、僕は『天竜の卵』を拾い上げた。

「その代わり、お前が成長したら僕たちの味方になってくれる？」

　そう言うと『天竜の卵』は、ちょっとだけ温かくなった。

　イエスってことでいいのかな。

「こらー。主ぬしさまー。我を放っておくとはなにごとかー」

「お疲れさまです。ナギさまー」

　洞どう窟くつの入り口では、セシルと、人の姿になったレギィが見張りをしてた。

　じゃんけんをしてるのは退屈しのぎと、疲れてるから眠らないように、ってことかな。チップ代わりに、折った小枝をやりとりしてる。今のところ、セシルの圧勝みたいだ。

「さっき、リタさんが一度戻って来ました」

　僕に向かって身を乗り出して、セシルは言った。

「まわりに魔物やひとはいないそうです。念のため、もう少し遠くまで見回りするって言ってました」

「それと、巨乳エルフ娘が言っていた『お風呂がある洞窟』を見つけたそうじゃ。あとで行ってみるとよいじゃろう……というか、連れてけ、主さま」

　むー、っとうったえかけるみたいに、レギィはそんなことを言ったのだった。








第13話「リタと見回りと『完全獣化ビーストモード』」






「……このあたりなら、誰にも見られないよね」

　いったんセシルにまわりの状況を報告して、洞窟を出て──

　そこから少し離れた木の陰で、リタは足を止めた。

『気配察知』を発動──危険な反応はなし。

　感じるのは、洞窟の入り口にいるセシルとレギィの気配だけ。そして今いるこの場所は、そこからも死角になってるはず。よし、いいかな。

　リタは木に寄りかかって、深呼吸。

　日はとっくに暮れて、あたりは暗くなってる。

　鳥の声も、獣の声も聞こえない。たぶん、自分たちを警戒してるんだろうな。

　洞窟のまわりの安全は確かめた。

　でも、万が一ってこともある。大切な仲間とご主人様を守るためにも、もう少し広い範囲を調べておきたい。

「……だから、ナギがくれたスキルを使わせてもらうね」

　リタはもう一度深呼吸。

　しつこいって思うかもしれないけど、もう一回『気配察知』を発動。

　──問題なし。右見て、左見て……いいよね？　誰も見てないよね？

　どうしよう。こんなところで……裸にならないといけないなんて。

　……恥ずかしいな。ナギが見たらどう思うかな。

　獣人だから、そういう趣味があるのかって思ったりしないかな？

　嫌いには……ならないよね？　むしろ「ぐっじょぶ」って言うよね。でもでも、今度からリタは、ふたりっきりのときはその格好で……って言われたら──断らないけど断れないけど……。

「ああもう。私ってばなに考えてるのよぅ。ナギがそんなこと言うわけないじゃない！」

　ぶんぶんぶんぶんっ！

　リタは金色の髪を振り乱す。なんだろうこの一人遊び。

　もういい。覚悟決めた。みんなの安全のためだもん。

　リタは服のボタンに手をかけた。

　彼女が着ている『格闘系神官の服』は動きやすさ重視だ。背中のボタンを外して帯を解けば、すとん、と足下に全部落ちてしまう。

　そのあとはもう勢いのまま。胸を覆う下着を外す。最後の一枚をしゅる、と足から下ろして──夜の空気に肌をさらす。

　薄闇に浮かび上がる白い肌。誰も見てないのはわかってるけど、思わず胸を押さえてしまう。

「は、発動……『完全獣化ビーストモードＬＶ１』……」

　声に出した瞬間。白い肌がかすかに火照っていく。

　これは、ナギと『魂約エンゲージ』したときに生まれたスキル──いわば、自分が未み来らい永えい劫ごうナギのものになった証拠──そのときのことを思い出しているから──

「ちがうもんちがうもん！　寒いだけだもん！」

　思わず口走ったリタの姿が──変化していく。

　純白の『神聖力』が身体からだを包み込む。

　金色の尻しつ尾ぽが伸びていく。純白の『神聖力』が金色の光に変わる。

　その光の中で、まるで影絵のように、人型だったリタの姿が、四本足の獣へと変わっていく。白い身体を金色の体毛が包み込む。身体の感覚を確かめるように、影絵のリタが身を震わせる。

　やがて光が消えると、リタの姿は金色の体毛を持つ狼おおかみに変化していた。

『……成功、かな？』

　獣のリタは首をまわし、自分の姿を確かめた。

　うん。うまくいった。

　まぁ、失敗なんかするはずないけどね。ナギがくれたスキルなんだから。




『完全獣化ビーストモードＬＶ１』

　リタが完全な獣の姿に変わる。

　獣に変化している間は筋力、瞬発力、五感が上昇する。

　移動能力は通常の十数倍。

　また、この状態でも『神聖力掌握』が使えるため、身体強化効果は継続する。上半身に『神聖力』を集中することで、文字通り弾丸のような体当たりを喰くらわせることもできる。

　使用回数は１日１回。

　なお、起動する時に服を着てると破れます。ご注意を。




『……ナギ、見てないよね？』

　気配を感じる。ご主人様は、洞窟の奥にいるみたい。

　よかった……と、リタは小さくため息をついた。

　ナギはまだ『完全獣化』を使ったリタを見ていない。とっても綺き麗れいな獣のはず……とは言ってくれたけど、実際に見たらどんな反応するのか……少しだけ不安だった。

　ううん。不安というより、心の準備ができてないだけ。弱虫だなぁ、私って。

『それでは、リタ＝メルフェウスは見回りに行ってきます。ご主人様』

　心の中でそうつぶやいて、リタは走り出した。

　風が、耳元で、ごぅ、と鳴った。

　人の姿をしてるときとは、比べものにならない速度だった。

　速い。一度地面を蹴けるたびに、まわりの景色が後ろに飛んでいく。

　土の感触。草のにおい。木のにおい。

　それらすべてがリタに道を教えてくれる。どこを通ればいいのかわかる。木が生い茂る山の中でも、ぶつかるなんてありえない。走りたい──って思っただけで、身体が勝手に動き出す。すごい。本当の獣になったみたい。

　蹴る。跳ぶ。走る──じゃない。疾はしる。

　全身を覆う体毛のせいか、寒さは少しも感じない。

　獣人は、野生の獣と人の中間を生きている。ナギはたぶん、その獣の方の力をリタの中から引き出してくれたんだ。全力疾走してきたのに、息切れもしない。まだまだ余裕はありそう。

　きっと、このまま走り続ければ、どこまでも行ける。

　たとえば、あの山を越えて、どこまでも。街道を走り抜けて、地平線の向こうまで。

　もしかしたら、この国の境界線を越えて、誰も知らない土地まで──

『……なんてね』

　獣の姿のまま、リタは笑った。

　そんなの無理。わかるもん。

　ナギから少し離れただけなのに、すっごくさみしくなっちゃってる。

　まるで見えない鎖があるみたい。

　それが自分の深いところに繫つながってて、ぴん、と、伸びきってる。

　戻りたい。

　帰りたい。ナギを抱きしめたい。くっつきたい。鼻をくっつけてふにふにしたい。

　獣の姿になってるせいか、本能が優位になっちゃってる。

『でも、もうちょっとだけ。安全確認は大事だもん』

　リタはくるりときびすを返し、山の斜面を走り出す。

　しばらく進むと、獣の耳が、ぴくん、と、別の気配をとらえた。

　ほらいた。魔物発見。

『ＧＵＲＵＵＵＵＵＵＵＵ！』

　視界に入ったのは、黒い獣。ぎらぎらと燃えるみたいな赤い瞳ひとみ。

　あれは、ブラックハウンド、だっけ。




『ブラックハウンド

　犬に似た獣。サイズは３メートル弱。武器は牙きばと、高速移動による体当たり。

　初心者は戦闘を避けた方が無難』




『ＧＵＵＵＵＵＵＵＡＡＡＡＡＡ！』

　このあたりが縄張りだったのだろう。ブラックハウンドはリタに向かって走ってくる。木の間を抜けて、ジグザグに。巨大な口を開いて、金色の獣を嚙かみ裂こうとするように。

『……遅い』

　しゅん、と、リタの身体がぶれた。

　リタに食いつこうとしていた黒犬の牙が、がりん、と宙を嚙む。

　目標を見失ったブラックハウンドが左右を見回す。顔を上げる。

　金色の獣は、ブラックハウンドの頭上にいた。

　獣の姿になっても、リタの『神聖力掌握』は健在。その力を利用して木を蹴り、空中に舞い上がることくらいどうってことはない。

『ソウマ＝ナギの奴隷を、なめるんじゃないわよっ！』

『ＧＵ、ＧＵＡＡ……』

『ワゥウウウウウウウウウオオオオオオオオ──────！』

　ブラックハウンドの声を打ち消すほどの、リタの遠とお吠ぼえ。

　思わず硬直したブラックハウンドの胴体を、リタの前脚が薙ないだ。ブラックハウンドの身体が吹っ飛ぶ。ぐるぐると回転しながら、草を潰つぶし、枝を折り、木に叩たたき付けられる。

『Ａ……ＧＵ……Ａａ』

　そして口から泡を吹いて崩れ落ちた魔物は、完全に戦闘意欲を失っていた。

　ブラックハウンドは腹を見せて完全服従のポーズ。

　リタは『行け』と首を振って、無力化した魔物を追い払う。

　鼻にかすかな血のにおいを感じる。いやだな。魔物の血が身体についちゃったかな。

『……帰りたいな……』

　なんだか、すごくさみしい。

　安全は確認した。

　帰りたい。いますぐ帰って、ナギにほめてほしい。

　リタは獣の姿のまま、地面を蹴った。

　金色の獣が山の斜面を駆け上がっていく。『神聖力』を上半身に集中。向かって来る敵がいたら、問答無用で吹き飛ばす威力。だけどもう、リタに近づいてくる者はいない。さっきのブラックハウンドが、このあたりの魔物の親玉だったみたい。

　それを一瞬で倒したリタを恐れて、あっちこっちで魔物がひれ伏してる。

　でも、リタはそんなことは気にも留めない。

　考えているのは、ご主人様のことだけ。一秒でも早く、まっすぐに帰る。それだけ。

『……あれ？』

　ナギの気配を目指して走るうちに、いつの間にかリタは洞どう窟くつを通り越していた。

　おかしいな。ナギ、さっきの洞窟にいないよ？

　リタはさらに山の上の方へ走る。

　ナギのにおいが近づいてくる。

　しばらく進むと、小さな洞窟の入り口を見つけた。

　リタは、さっきラフィリアが言ってたことを思い出す。確かここは、魔族と古代エルフの『福利厚生』のためのお風ふ呂ろ、だっけ。

　かすかに水のにおいがする。あったかい、湯気のにおい。

　リタは、まっすぐに洞窟へと飛び込んでいく。

　ぼんやりと明るい穴の向こう。ご主人様がそこにいる──

「……あれ？　リタ、見回りは終わり？」

　いた。

　洞窟の奥にある泉のほとりに座って、ナギがお湯をかき回してた。

　背中には人の姿になったレギィがくっついて「まだかな、まだかなー」ってつぶやいている。

　家の廊下くらいの長さがある洞窟の奥には、小さな泉があった。

　古代の技術で岩をくりぬいて作られたらしい。まわりの壁のあちこちにはオレンジ色に光る線が走っている。ナギがそこに触れると、泉から湯気がたちのぼる。泉には壁から水が絶え間なく注いでいて、あふれた水は洞窟の隙間から流れ出るようになっている。

　魔力を利用した『沸かせる泉』だった。

『ラフィリアが言ってたっけ。この泉は、魔族と古代エルフが沐もく浴よくをするためのものだって』

　魔力を注ぐと、ちょうど人肌くらいの温かさになるらしい。

『霧の谷』は大気中の魔力が集まりやすいポイントだから、そういうものも作れてしまうそうだ。

『……ナギってば、ほんっとにお風呂好きよね』

　でも、そこがいい。

　きれい好きなのはいいことだもん。私やセシルちゃんの分も、ちゃんとお風呂を用意してくれるもん──って考えたところで、リタは自分がまだ獣の姿だということに気がついた。

　思わず身体が震え出す。

　どうしよう。ナギにこの姿を見られちゃった。

『完全獣化』で変化した、私の獣の姿。金色の獣。敵と戦ってきて、森の中走ってきて、土も木の枝もくっついてるのに。恥ずかしい。どうしよう。おかしいって、変だって言われたら──

「リタ、もふもふしていいかな？」

『……わぅ？』

「すっごくきれいだから、背中、もふもふしてみたいんだけど、駄目？」

　わきわきと手を伸ばしてくる、リタの大好きなご主人様。

　リタは思わずため息をつく。

　ばかみたい。なに心配してたんだろ……って。

　気弱な自分を振り払い、リタは『伏せ』の体勢を取る。

　ナギがどうして一目でリタだってわかったのか、それは簡単。首輪がついてるから。

『主従契約』で生まれた首輪は、リタが獣の姿になっても変わらない。自由に伸び縮みして、リタの首を飾ってる。

　ナギの手で触れられて、リタはやっとそれを思い出した。

　──ばかみたい。私はナギのもので、ナギは私のご主人様なのに。私がどんな姿でも、それは変わらないのに。なに心配してたんだろ。

　──私はナギの側そばで、こうして一緒にいればいいだけなのに。

「そっか。リタは『完全獣化ビーストモード』使って、見回りしててくれたのか。お疲れさま」

『……わうぅ』

　リタの声は言葉にならない。

　獣と人は発声器官が違うから。でも、発した言葉は甘えた音になる。

　なんか、このまま眠っちゃいそう。

「むー。我はもう我慢できーん！」

　ざぶん。

　突然、おっきな水音がした。

　びっくりして顔を上げると、裸になったレギィが泉に飛び込んだところだった。

　洞窟の中では、もくもくと湯気があがってる。

　古代の『沐浴システム』は魔力で起動して、泉をほどよくお湯にしたのだ。

「んー。くわー。たまらんっ！」

「レギィ、お前さ。僕たちが話してるのに、問答無用で飛び込むなよ」

「なにおー。主ぬしさまは『霧の谷』で、一緒にお風呂に入ってくれると約束したではないかー！」

　人型のレギィは、泉の中でばしゃばしゃとお湯を跳ね上げてる。

　状況がよくわかってないリタに、ナギは説明を始めた。

　リタが『沐浴の洞窟』を見つけたことを聞いたナギは、様子を見に来たらしい。

　セシルは魔力の使いすぎで疲れ気味。アイネは料理の準備中。イリスとラフィリアは疲れてぐったりしてたから、ナギの護衛は魔剣のレギィの役目になった。

　お風呂があるなら、疲れた奴隷を休めるために、ナギが起動しようって思うのは当然で。自分もお風呂に入りたいって考えるのも必然。ついでに『霧の谷』を攻略するときに、魔剣のレギィに「ごほうびとして一緒に買い物かお風呂」って約束してたそうで、お風呂を選んだレギィはお湯があったまるなり裸になって飛び込んだ──ってことらしい。

「まわりの安全はリタが確認してくれてるから。みんなは食後に、僕とレギィは食前にお風呂、ってことにしたんだ」

『ナギらしいなぁ……』

　ナギの手が気持ちよすぎて、リタはうとうとしそうになる。

　野生の本能はどこいったのかって思うけど、ご主人様の側にいるのが幸せすぎるからしょうがない。気持ちよさに目を閉じかけて「ほらほら、さっさと主さまも入らぬかー」ってレギィの声に目を開ける。

「心配せずともよい。疲れてる主さまに変なことしたりはせぬ。それに、一緒にお風呂に入るって言ったのは主さまじゃろう？　責任とれー！」

　裸の胸を遠慮なくさらして、レギィは、ぶんぶん、って手を振ってる。

「はいはい」

　リタの背中をもふもふしてたナギの手が離れた。

　レギィが素直に背中を向けてるから、リタだってナギの裸を見るわけにはいかなくて、獣の顔を壁の方に向ける。でも気配で、ナギがなにしてるかわかる。今、上着を脱いだ。上半身の下着を首から、しゅる、ってして、下も脱いで──じゃぽん。

「んくーっ」

「くわーっ」

　お湯の中で背伸びする、ご主人様と魔剣の二重奏。

「古いシステムだから作動するか心配だったけど、大丈夫そうだな」

「持って帰りたいぞ、これ」

「システムの構造がわかればなー」

「『お風呂を作るスキル』とか、主さまは作れぬのじゃろうか？」

　声を聞いてたら、なんだか、むずむずしてきた。

　ナギとレギィはすっかり仲良し。背中合わせで、お湯に浸つかって楽しそう。

　リタは泉に向かって踏み出しかけて、自分が獣の姿なのに気づいて、止まって。

　獣の手足には土がついてる。体毛にも、葉っぱや小枝が絡まってる。お風呂に入って洗いたいけど……恥ずかしくて言い出せない。リタは獣の姿のまま「むむむーっ」、って頭を抱えてしまう。

「…………よかったら、リタも一緒に入る？」

　ご主人様の声が、リタの迷いを断ち切った。

　というか、断ち切られたのは迷いというより理性かも。

『う、後ろ向いてて！　ナギ』

　獣の声でうなってみたけど、ナギには意味がわかったみたい。

　もう引っ込みはつかない。リタは『完全獣化』を解除。

　再び『神聖力』が、獣の身体を包み込む。ゆっくりと身体の構造が変わっていく。

　金色の体毛はどこかに消えて、白い肌が姿を現す。

　リタは桜色の瞳をぱちくり。人の身体を再確認。

　そして金色の長い髪が、リタの首と胸に絡みつく。

　レギィの「おおー」という声はどうでもいいとして、ナギはちゃんと後ろを向いてくれてる。優しい。大好き。いやいやそういう話じゃなくて──っと。

　リタは泉の縁に腰掛けて、手のひらでお湯をすくった。

　獣の姿で走り回ってきたせいで、手足に土がついちゃってる。それを洗い流してから、リタは温かい泉の中に、ちゃぷん、と、身体をしずめた。

「わぅーっ。んーっ」

　魔力で温めたお湯が、疲れた筋肉をほぐしていく。

　白い肌が火照っていく。それはたぶんお湯のせいと、ナギのせい。

　ちょっとだけ後ろに体重をかけると、肩がナギの背中に触れる。反対側の肩は、レギィの頭のあたり。そんなわけでご主人様と獣人と魔剣はお湯のなかで、背中合わせの三角形を描いて座ってる。さすがに脚を伸ばすほどの広さはないから、３人で膝ひざを抱えて。

「はぅ……」

　どうしよう。

　思い切って一緒に入っちゃったけど、緊張して言葉が出てこない。

「……『ごほうび』もらっちゃった」

「単純じゃのぅ、獣人娘よ。お主のそういうところ、我は気に入っておるがな」

　首のあたりまでお湯に浸かったレギィが、くっくっくっ、って笑ってる。

「なによー、このえっち魔剣めー」

「ふっ。ほめ言葉として受け取っておこう！」

　むん、と、後ろでレギィが胸を張る気配。

「それより主さまよ。明日からの予定はどうなっておるのじゃ？　山を下ったあとは、イルガファ領主の別荘に戻るのじゃろう？」

「うん。今度こそ、本格的なお休みだ」

　ぱしゃ、と、水音をさせて、ナギがうなずいた。

「することは、イリスに手紙を書いてもらって、領主さんに別荘をしばらく借り切るって伝えるくらいだよ。あんまり使われてない建物だから、２、３年くらいは誰も近づかないようにできるみたいだ。『天竜の卵』は人目につかないところに祭壇を作って隠しておくつもりだ」
















「卵のことを知ってるのは、ミイラ飛竜さんだけだものね」

「セシルの『魔力探知』にも引っかからないからな。問題なく隠せるはずだ。孵ふ化かしたあとは野生的に生きていけるって言ってたから、僕たちにできることはそこまでだよ」

「そうよね」

「じゃよなぁ」

　そしてご主人様と獣人と魔剣は、揃そろってゆったりと息を吐き出した。

　リタはいつの間にかお湯の中でナギの手を握ってる。反対側の手には、レギィが触れてる。というか、背中をすりすりしてきたから捕まえて拘束した。じゃあレギィの反対側の手はなにしてるの？　って思うけど、ナギが怒らないのを見ると、なんにもしてないみたい。意外とこの子は、ナギには素直。まぁ、魔剣と一緒にお風呂に入ってくれるご主人様なんて、他にいないもんね。

　もちろん、こんなふうに奴隷と肩を並べてお風呂に入ってくれるご主人様も、珍しいんだけどね。

「……気持ちいいなぁ。ナギが沸かしてくれたお風呂……」

「うん、僕もだ。家族と一緒にお風呂って、元の世界でのあこがれだったからね……」

　湯気の中、ぽつり、とナギは言葉をこぼした。

　──ナギの「家族」……。

　リタの胸が、きゅん、と切なくなる。言わなきゃ。大切なこと。今がチャンスだから。

　自分にとってナギは「ご主人様」で「大好きな人」で、そして──

「はぁ」「ふぅ」「ふわぁ」

　でも、３人がいるのはあったかいお湯の中。

　身体も心もゆるみはじめて、頭があんまり回らない。今日は結構働いたから、難しいことは明日考えよう。なんとなく３人うなずいて、それからまた、お風呂でふわふわしはじめる。

「……あったかいなぁ」

「だよねぇ」

「じゃよなぁ」

　ふわふわ。ほわほわ。

　ずっとこうしていたいけど、リタもそろそろ頭がぼーっとしてきた。

「そろそろ戻ろう。みんな待ってる」

「ど、どうぞお先に」

「うん」「じゃあ遠慮なく──」

「レギィはナギが服を着てからでしょ！」

　さりげなく一緒に上がろうとするちびっこを、リタは両腕で抱きしめる。

　そんなわけでナギが服を着るのを気配で確認してから、人型のレギィを解放。

　レギィは素直に布で身体を拭ふいて、いつもの服に着替えてる。

　さて、次は自分の番。

「そういえばリタ、服は？」

　お風呂の縁に手を当てたリタに、ふとナギが聞いてくる。

「だいじょうぶ。また『完全獣化』で獣の姿になるから……」

　リタはスキルを起動しようとして──




『完全獣化ビーストモードＬＶ１』

　使用回数は１日１回まで。




「あ──────────────────っ!!」










「…………ナギぃ。こっち見ちゃやだよぅ…………」

「見ないからゆっくりついてきて」

　──さっきまでかっこよく決めてたのに、どうしてこうなっちゃうのよぅ。

　リタは半泣きで、ナギのあとをついていく。

　洞窟までは歩いて10分くらい。月明かりのおかげで、足下ははっきり見える。でも、はっきり見えるのが大問題。リタは涙目で、腰に巻いた布を押さえた。

『完全獣化』が使えるのは１日１回。今日はもう使えない。

　そして、服はスキルを起動したとき、洞窟の近くに置いてきた。

　だから今のリタが着てるのは、ナギから借りたぶかぶか下着（上）だけ。でも長さが足りないから、腰にはナギとレギィが身体を拭くのに使った布を巻き付けてある。それでぎりぎり、大事なところは隠せてる。でもすっごく歩きにくい。さっきまで山を駆け回ってたのが噓うそみたい。

「なにをいまさら恥ずかしがっておるのじゃ」

　ナギと手を繫いで歩きながら、レギィが「ふっふーん」って鼻を鳴らした。

「お主、さっきまで全裸で山を駆け回っていたのじゃろう？」

「そ、それは別の話だもん！　別の姿だもん！　おんなじだけど違うんだもん！」

　笑うレギィに、べーっと舌を出して、またおぼつかない足取りで歩き出す。

　ああもう。かっこわるいなぁ。

「もう使わないもん。ほんとに絶体絶命って時じゃない限り『完全獣化』なんかしないもん」

「えー。せっかく綺き麗れいな獣の姿だったのに」

「ナギのいじわる」

　どっちみちナギにスキル使ってってお願いされたら断るわけにはいかなくて、再び獣化するのは確定してるようなもの。今度は服のところに戻るまで、絶対獣のままでいるんだから、ってリタは自分に言い聞かせる。

　その決意がふわふわしてるのは、着てる服と、腰に巻いてる布のせい。

　どっちもさっきまでナギが使っていたもので、まだふんわりとにおいがしてる。

　獣になって走り回ってたときの「さみしさ」は、すぽーんとどっかに消えちゃったけど、代わりに物理的な圧力をもった「どきどき」に、リタは飲み込まれそうになる。顔は真っ赤。心臓はばくばく。おまけに深いところがきゅんきゅんして、歩くのも大変。

「しょうがないなぁ」

　ナギが立ち止まる。しゃがむ。

「……おんぶ？」

「恥ずかしいなら我慢──じゃなくて、見ないから」

　今、我慢って言った。絶対言った。

「それに、『完全獣化』が１日１回だって忘れてたのはお互い様だからさ」

「わぅ…………」

　リタは意を決したように、ナギの背中に身体を預けた。よっ、とナギが立ち上がる。全身が、ナギにぴったりとくっつく。思わず首筋をすんすんして「今日はナギの日だもん……」って、よくわからないことをつぶやいちゃう。

　たとえ完全な獣の姿になっても、夜の間に山を駆け抜けることができたとしても、結局リタは、ここに戻ってきてしまう。安心できる、一緒にいたいって思える人のところに。

　でも、それでいい。それがいい。

　パーティがこれからどこに向かっても、たとえ目の前で『天竜の卵』が孵化して、巨大な竜が空を覆っても、リタの居場所はここだから。

「…………あれ？」

　ふと、ナギが腰に結びつけている袋が、リタの脚に触れた。

　丸くて固いもの。あったかいもの。これは？

「ナギってば、なんで『天竜の卵』持ち歩いてるの？」

「勝手についてくるんだ。なんだか、気に入られたみたいで」

「そーなんだ……」

　リタは──拒否されてるような気がしなかったから──『天竜の卵』に触ってみた。

　孵化がいつになるかはわからないけど、生まれて来る天竜は、リタたちよりもずっと長い時間を生きるもの。強くて大きくて、はるか遠くまで飛んでいく。神話的な存在。リタとナギがここにいることなんかちっぽけで、すぐに無関係になってしまうんだろうけど──

「…………私、リタ＝メルフェウスは、ご主人様のことが大好きです」

　ちょっとだけ覚えていてほしかったから、唇を近づけて『天竜の卵』にささやいてみる。

「私がどんなに強くなっても、この忠誠はゆるがないもん。『天竜の卵』さんが、ナギのことを気に入ってたって、私の想おもいにはかなわないんだからねっ。それだけは、覚えておいてね……」

『天竜の卵』は応えない。というか、なんで卵に話しかけてるの、私。

　真っ赤になって顔を上げると、いつの間にか洞窟のすぐ近くまで来ていた。

「着いたよー」ってナギが言うから、リタはあったかい背中から降りた。

　リタは気をつけの姿勢で、自分をここまで運んでくれたご主人様をまっすぐ見つめる。なんだか照れくさいし、心臓がどきどきしてるのがわかるけど、お礼はちゃんと言わないと。

　横でにやにやしてるレギィのことは置いといて、リタは胸を押さえながら、一言。

「ありがとうございました。ご主人様」

　そして深々と一礼。

　獣耳はぴこぴこ、尻しつ尾ぽはぱたぱた。

　獣人の身体が、全身で忠誠と感謝を表してる。

「え、えっと。それから、一緒にお風呂に入ってくれてありがとう。こ、今度から『完全獣化』は気をつけて使うから。それと、それと──」

　まだまだ足りない。ずっとこうして話してたい。

　気づかないうちに尻尾の動きが加速してる。自分でも制御できないくらい。

　その勢いはすさまじく、ナギから借りてる下着（上）を、お腹なかの上まで巻き上げて、腰に巻いてた布なんか、あさっての方向に吹き飛ばして──




「「「──────あ」」」




　ナギ、リタ、レギィの声が重なった。

　最初にそれに気づいたのは誰なのか──下半身がすーすーするリタだったのか、正面に立ってるナギだったのか、隣で「なかなかやるな」って顔してるレギィだったのか……。

　気づくとリタは、身体を抱いてうずくまってた。

　ナギは「しょうがないなぁ」って、リタの大好きなセリフをつぶやいて、木の下に置いてたリタの服を差し出してくれる。

　でも、見たよね。しっかり目に焼き付けてるよね。わかるもん。

　私がどれだけご主人様の視線を目で追ってるか、気づいてないでしょ？

「わぅううううううん。もう、『完全獣化』なんか二度と使わないんだからぁあああああ！」




　どんなすごいスキルを手に入れても、『チートキャラ』になっても──

　ご主人様の側では、甘えんぼのうっかりさん。

　そんな自分を再確認した、リタなのだった。








第14話「ナギとお姉ちゃんメイドの情報収集。そしてアイネの戦い」






「明日は労働禁止にします」

　次の日。

『霧の谷』を出て、別荘に戻ったあと、僕はみんなに言った。

「休暇にするって言ったのに、ぜんぜん休めてなかったからね」

　だから、明日は強制的にお休みだ。

　僕の仲間は基本的にはたらきものだから、むりにでも休ませないと。

　ただし、僕を除く。僕自身は情報収集とか、いろいろすることがあるから。

「……で、でも、ナギさま」

「反論は許しません。ご主人様権限を発動します」

「……うぅ」

　セシルも、他のみんなも、なにか言いたそうだったけど。

　でも、この世界に「正しい休暇」を定着させるためにも、ここは譲れない。

「僕は少しだけ仕事をするけど、みんなは休暇を楽しむこと。買い物とか、観光とか。ああ、この保養地の海はきれいらしいよ。特に夕ゆう陽ひが沈むところが絶景だとか。それから、大きなサウナ施設があるって話だ。みんなで行ってみたら？」

「……ナギさまがいないと意味ないです」

「……わぅぅ（真っ赤になって目を合わせないリタ）」

「……アイネには秘策があるの」

「……みんないっしょがいいのです」

「……ならば、一緒に策を練りましょう。ラフィリアさま」

　…………なんか不穏な話をしてるな。

　僕は咳せき払ばらいして、一言。改めてご主人様権限──というか、パーティのリーダー権限で。

「みんな、いいかな？」

「「「「「……はいっ！」」」」」

　そういうわけで、明日24時間は「働いてはいけない１日」になったのだった。




「それじゃ一緒に出かけるの。なぁくん」

　でも翌日──僕とアイネは一緒に出かけることになった。

　なぜかみんなから「仕事じゃなくて、ご主人様と一緒におさんぽするなら問題ないですよね？」って論破されて、その後、全員でじゃんけんをすることになった。激しい戦いの末、勝利したのはアイネだった（ちなみに、リタは僕と目を合わせた瞬間に逃げ出したから不戦敗）。

「アイネ、今日は『働いてはいけない日』だってわかってるよね？」

「わかってるの。これは、アイネにとってはごほうびなの」

「冒険者ギルドに行って情報収集して、町を回って売れ筋商品とかを調べて、あとは周辺地理も……ってのが僕の予定なんだけど」

「心配しなくていいの」

　アイネは僕の耳元で、小さくささやく。

「今日のアイネは『すべてをかけて働かないようにする』から。ご主人様の命令は、守るの」










　僕たちが最初にやってきたのは、保養地ミシュリラの冒険者ギルド。

　だけど、たいした情報は得られなかった。

　貴族がやろうとしてた『霧の谷攻略クエスト』が中止になったこと。谷が崩壊したことと、天竜らしいものが現れた、ということくらいだ。

　そんなわけで、僕とアイネはギルドでお茶を飲みながら、冒険者たちの話に耳を澄ませてる。

　普通にクエストボードに情報は出てるけど、貴族さまのプレッシャーがなくなったせいか、仕事を求める冒険者で混み合ってる。空すいてから見に行こうと思うけど、そうするとアイネはすることがないんだよな。せっかくの休日なんだから、やっぱりアイネにも楽しみが必要だ。

　……よし。

「アイネ、水着を買いに行こう」

「……水着を？」

　アイネは顔を上げて、不思議そうに僕を見た。

「休暇中、海水浴に行くって約束をしてたよね。だったら水着が必要だろ？」

「でも、水着はイリスさんが、領主家からたくさん持って来てくれたはずなの」

　うん。確かにそうなんだけど。

　今回の旅行は海水浴前提だったから、イリスは実家に頼んで水着を用意してもらってた。数もちゃんと、人数分ある。でも、それはイリスと、領主家に潜入してるラフィリアにサイズを合わせたものだから。

「アイネに合うやつは、ないんじゃないかな？」

　イリス用は、セシルとレギィも着られる。

　ラフィリア用は、リタでもなんとか着られる。

　だけどアイネはちょうどその中間くらいの体型で──つまり、どっちも合わない。

　そういうわけで、アイネの水着は別に買わなきゃいけない。

「……あのね、なぁくん」

　僕が説明を終えると、テーブルの向こうで、アイネがじーっとこっちを見てた。

「なぁくんって、お姉ちゃんの体型を、ちゃっかり観察してるの？」

「………………………………………………あ」

　いや、だって『再構築』もしてるし、一緒にお風ふ呂ろにも入ってるし。

　それに、アイネって意外と密着してくるから、つい。

「そ、そんなじっくりは見てないよ？」

「でも、サイズがわかるくらいは見てるんだよね？」

「……うん。それは、ご主人様だから」

「そうなの……よかった」

　アイネはメイド服の胸を押さえて、ふんわりと笑った。

　それから、なぜか首をかしげて。

「あれれ？　よくないの？　ここは『なぁくんのえっち』って怒るところ？　お姉ちゃんをそんなふうに見ちゃだめって言わなきゃいけないの？　でも、アイネ……うれしい。あれ、あれれ？」

　なぜか額に汗をかいて、腕をふりまわして、あわあわしはじめるアイネ。

「ちょっと待って。時間が欲しいの。アイネはしばらくこのままで……」

　アイネは頭を抱えて、僕から顔を逸そらした。

　つられて横を見ると──クエストボードが空き始めてた。

「アイネ、ちょっと情報収集してくるけど、いいかな？」

「いいの。アイネは混乱してるから、この薄いお茶を飲んで落ち着くの……」

「わかった。すぐ戻るから」

　そう言って、僕は席を立った。

　大丈夫かな。アイネ。







「……困っちゃったの」

　アイネは長いため息をついた。そして、身体からだの力を抜いた。

　とたんに顔が赤くなる。

　さっきまではごまかせていたけど『なぁくん』が席を立ったタイミングが限界だった。

　いけないいけない。アイネは、お姉ちゃんなのに。

「……でも、なぁくん、アイネのことちゃんと見ててくれたの……」

　声に出した瞬間、心臓が、どくん、と鳴った。

　これから水着を買いに行くということは、なぁくんに水着姿を見られちゃうのに。

　なぁくん、アイネのことを考えてくれたのに、見せないなんてだめだよね。

　しっかりお姉ちゃん、できてるかな。顔、真っ赤になっちゃわないかな……。

「……だいじょうぶ。アイネはお姉ちゃん。なぁくんは弟」

　言い聞かせて、アイネは深呼吸。

　そして──気づいた。

　いつの間にか、自分にそれを言い聞かせなきゃいけなくなってる──そのことに。

　こんなふうに思うようになったのは、いつからかな。

　なぁくんとリタさんが『魂約エンゲージ』したときの声を聞いちゃったからかな……。

「…………アイネ、いつの間に、こんなに弱くなってたの……？」

　レティシアがいたら、なんて言っただろう。

『今更気づいたんですの？』って笑うかな。

　それとも『いけいけですわー』って背中を叩たたいてくれるかな。

　誰かに話を聞いてほしいな……。

「……あれ？」

　かたかた、って、なぁくんが座ってた椅子の上で、音がした。

　おさいふや小物を入れてる革袋が動いてる。

　まるでなぁくんを追いかけようとしてるみたいに。

「だめだめ、落っこちちゃうの」

　アイネは袋を手に取った。さわると、中に丸いものが入ってるのがわかる。

　──『天竜の卵』なの。

　そういえばなぁくん、卵に気に入られたみたいだって言ってたっけ。

　ついてきたがるから、こうして持ってきたのかな。

「なぁくんは、すぐ帰ってくるから、おとなしくしててね？」

　アイネがつぶやくと、言葉がわかるみたいに『天竜の卵』は動きを止めた。

　袋越しにもわかる。ほんの少しだけ温かい。安心するぬくもり。

　天竜は人の味方で、旅人の守り神。

　きっと優しい竜だったんだろうな、って、アイネは思う。

「………………アイネの話を聞いてくれますか？」

　気がつくとアイネは、革袋に唇を寄せて、声に出さずにつぶやいていた。

　卵がうなずくみたいに、かすかに震えるのがわかった。

「アイネは、なぁくんのお姉ちゃんなの。でも、それと違うものを望んでいるアイネがいるの」

　言葉にすると、はっきりとわかってしまう。

　アイネにとっての『なぁくん』は、ご主人様で、アイネたちを導いてくれるひと。どんなかたちでもいいから、ずっと一緒にいたいひと。

　その想おもいが、いつの間にか『お姉ちゃん』の枠をはみ出しそうになってる。

「……アイネは、自分がこんなにぜいたくだなんて、思わなかったの」

　なぁくんの『お姉ちゃん』であることを望んだのは、自分なのに。

　それだけで幸せだって、思ってたはずなのに。

　……いつの間にか、それだけじゃ足りないって、思ってしまってる。

　今はまだ、見ないふりもできるけど。明日は……明後日あさつては、もう、わからない。

　胸が熱い。どきどきが、止まらない。どうしよう──どうしようって思う──けど──

「……それでも、この気持ちを知らないでいるよりは、幸せなの」

　誰にも見えないように、荷物を抱きしめるふりをして。

　声に出さずに、ただ、自分に言い聞かせるみたいに。

「あなたは、きっとアイネたちより、ずっと長く生きるから。覚えてて。アイネの大好きな、ご主人様のことも。そのひとにこんな想いを寄せてる、こまった奴隷のことも……」

　騒がしい、ギルドの広間。

　それでも、なぁくんの足音はすぐにわかる。

　アイネはすぐに『お姉ちゃん』の顔になり、戻ってきたご主人様に荷物を差し出す。

「もー。だめなの。この袋、大事なものが入ってるんでしょ？」

「……なんか卵──じゃなかった、袋の中身が鼓動してるみたいだけど、アイネ、なにかした？」

　荷物を受け取ったなぁくんは、不思議そうな顔になる。

「…………アイネは、見てただけなの」

　これは本当。声に出してなかったから。

「なぁくんの手に戻ったのが、嬉うれしいの。きっと」

「それはないと思うけど」

「アイネだったら『ひゃっほー』なの」

　これも本当。なぁくんから離れたあとで戻ったら、踊り出しちゃう。

　きっと、想いがあふれ出しちゃう。

　だから、できるだけ離れないようにしないと。

　アイネがちゃんとなぁくんの『お姉ちゃん』でいられるように。

「じゃあ、水着を買いにいくの。お姉ちゃんにばっちり似合うものを、なぁくんに選んでもらおうかな？」

　どきどきする胸を押さえて、アイネは立ち上がる。

　なぁくんに荷物を渡して、空いた手を取って。

　さてさて。

　──『お姉ちゃん』だけ、どきどきしてるのは不公平だから。

　──ご主人様をどきどきさせる、とびっきりの水着を選んでもらうの。

　そんなことを考えながら、アイネはなぁくんの手を引いて歩き出す。




　お姉ちゃんメイド、アイネの休暇たたかいは、まだ始まったばかりだった。








第15話「奴隷の水着をべたぼめしたら、隣で誰かが聞いていた」






　町の散策と買い物が終わる頃には、日が暮れかけてた。

　疲れたのか、アイネの顔は少し赤くなってた。

　保養地の冒険者ギルドに寄って、市場で買い物をして、ついでに市場傾向を探って、水着を買いに行ったのは最後だった。予算を考えるとそんなに選択肢はなかったし、アイネも特にこだわりはないみたいで、水着選びはスムーズに終わった。

「アイネが水着を着たところを、見てみたかったけど」

「だめなの……それは……うん。今はだめ」

　海沿いの道を並んで歩きながら、アイネは荷物を抱きしめた。

「お姉ちゃんは後回しでいいの。アイネの水着は、みんなの後に……ね」

　アイネは満足そうにうなずいた。いつもの、おだやかな笑顔で。

　そして、僕たちが別荘に戻ると──




　屋根裏部屋に『天竜の卵』用の祭壇ができてた。




「……趣味です」

「……仕事なんかじゃないもん」

「暇つぶしでしかありません」

「遊びなのですよー」

　いや、そんな言い訳しなくても。

　祭壇を作ったのはセシル、リタ、イリス、ラフィリア。

　イルガファ領主家の別荘は、石造りの２階建てで、廊下にハシゴをかけると、屋根裏部屋に上がれるようになっている。

　高さは、人がぎりぎり立って歩けるくらいで、壁には小さな窓がついている。

　セシルたちはそこに『天竜の卵』を置くための祭壇を作ってた。

　もちろん、そんな立派なものじゃなくて、『霧の谷』から回収してきた小さな宝箱の中に柔らかい布を敷いて、卵が転がらないようにしただけ。

　あとは花瓶に、海の近くで摘んできた花を生けて、宝箱の前には『あなたを歓迎します』って書いた板が置いてある。この世界で子どもが生まれたときに、最初にかける言葉らしい。

「どうでしょうか……ナギさま」

　僕と天井裏に上がってきたのは、セシル。

　リタたちはそれぞれの部屋に戻っていった。これから水着の見せあいっこをするらしい。できれば僕が戻るまで続けててほしいところだけど──『天竜の卵』のことは、ミイラ飛竜のライジカに頼まれた仕事だからね。できることはしておかないと。

　僕は祭壇のまわりをチェックしていく。

　箱はしっかりしてる。蓋ふたは軽くて、中から開けられるようになってる。

　布の束はしっかりと『天竜の卵』が転がらないようにしている。

「そういえば孵ふ化かした天竜って、人間の子どもくらいのサイズだったっけ？」

「はい。それから魔力を吸ってどんどん大きくなるって、ラフィリアさんは言ってました」

　布の位置を調整しながら、セシルは答えた。

「ですから、孵化したら自分で蓋を開けて、外に飛んでいけるそうです」

「そっか」

　ぱふ、と、僕はセシルの頭に手を置いた。

「よくできてる。今は、これでいいと思うよ」

「……よかったです」

　僕が髪を撫なでると、セシルは安心したような息を吐いた。

『天竜の卵』が孵化するまでには、数週間から１年くらいかかるってミイラ飛竜は言っていた。

　だから、一時的な置き場としては、これでいい。

　できれば侵入者避よけのトラップを仕掛けておきたいけど、それはもらった宝石を換金して、専用のスキルを作ってからだ。

　床下に卵を隠すためのスペースを作るって手もあるな。誰にも気づかれず、かつ、孵化した天竜が簡単に地上に出てこられるように。屋根裏部屋とどっちがいいか、検討してみよう。

　というわけで。

「じゃあ、しばらくはここで大人しくしてて」

　僕は布の上に『天竜の卵』を置いた。

「それでは、わたしはしばらくここで、『天竜の卵』さんを見てます」

「休んでていいよ。セシルだって水着の試着をしたいだろ？」

「…………そ、それは大丈夫です。ぬかりはありません！」

　そう言ってセシルは、奴隷服の裾すそを握りしめた。

　上目づかいで、僕を見て。唇をぐっと結んで。

　それから目を閉じて、服を一気に持ち上げ、頭の上からすぽーんと抜いて──

「こ、こんなこともあろうかと、わたしは水着を試着済みです！」

　褐色の肌と、白い布地が視界に飛び込んできた。

　銀色の髪が、翼のように広がり、細い身体からだに絡みつく。

　セシルが着ていたのは──白ビキニだった。

　正確には、白ビキニ風の異世界水着だった。

　勢いにまかせてすぽーん、と服を脱ぎ捨てたセシルは、恥ずかしそうに胸を押さえ──かけて、覚悟を決めたように、気をつけの姿勢になった。

「……あ、あの……ナギさま。どう、ですか……？」

　うん……いい。すごくいい。

　むちゃくちゃ似合ってる。

　前から思ってたけど、セシルの褐色の肌には白がよく似合う。無む垢くな色が、セシルの可愛かわいさを引き立ててる。神秘的な雰囲気が普段よりも５割増しになってる。これはすごい。

「……やっぱり……似合いませんか？　わたし、水着なんて初めてですから…………？」

　セシルは恥ずかしそうに顔を押さえてる。

　でも、恥ずかしいのは僕の方だ。

　まったく、どうかしてる。自分の想像力のなさに今頃気づくなんて。

　元の世界では可愛いゲームキャラをデザインしてきたつもりだけど、目の前のセシルにはまったく敵わない。認めよう。僕の想像力はまだまだだ。

　それより重要なのは……水着を着たセシルを、外に出してもいいのかなってことだ。それに他のみんなもそうだ。水着姿のみんなを、人目にさらすのは可愛くて目立ちすぎる。いっそ水着を着てる間は外出禁止で……いや、それじゃ意味がない。

　だったら……人気のない時間を選ぶべきか。セシルたちが、誰にも見られないように。

「…………ナ、ナギさま。なにかおっしゃってください……」

「『最高』以外のなにを言えと？」

「────っ!?」

「一言で言うなら『純白の衣をまとった妖よう精せい』──かな。『魔族』って名前の意味がやっとわかったよ。その魅力おそるべしって意味で『魔』の『一族』なのか。よーくわかった。その末まつ裔えいのセシルには、すべての魅力が凝縮してるのか。正直、ここまでとは思わなかった」

「ナギさま……あの。ちょっと」

「万が一、元の世界に戻らなきゃいけなくなったら、セシルも連れていくつもりだったけど……考え直さないと駄目かな。この姿のセシルは破壊力が大きすぎる。外で水着姿になったら、局地的なパニックが起こるかもしれない。だけど、セシルを一生海水浴禁止にするわけにもいかないし……難問だな。どうすればいいんだろう……？」

「ナギさま……そんな……待って、待ってくださいっ！」

「この世界にスマホって持ち込めなかったんだよなぁ。服以外は身一つだったし。もったいない……本当にもったいない。スマホがあったらこの姿のセシルを壁紙にして持ち歩けたのに……」

「…………ごめんなさいナギさまぁ……もう限界です。許してください……」

　…………あれ？

　いつの間にかセシルは、顔を押さえてうずくまってた。

　開いた指の隙間で、真っ赤な目をうるうるさせて、恨めしそうに僕を見てる。

「…………ナギさま、いじわるです」

　そう言ってセシルは、脱いだばかりの奴隷服を、ぎゅ、と抱きしめた。

「別に隠さなくてもいいのに」

「ナギさまが変なことおっしゃるから、恥ずかしくなっちゃったんです……」

「思ったことそのまま口に出してただけだけど」

「……もーっ。知りません。もーっ！」

　ぷい、と、セシルは横を向いて、ほっぺたを膨らませた。

「わたし程度でそんなこと言っちゃってたら、みなさんの水着姿を見たらびっくりしちゃいますよ？　ナギさまってば……もー……」

　セシルは抱きしめた奴隷服で、胸と顔を押さえてる。

「あんまりそういうことばかり言うと『天竜』さんが生まれたときに、言いつけますよ？」

「超ちよう越えつ存在になにを直訴するつもり？」

「だ、だって、ナギさまと出会ってから、幸せなことばっかりなんです。わたしは魔族の最後のひとりで、わかりあえる人なんていないと思ってたのに……いつの間にか大好きな人ができて、家族みたいな仲間ができて……本当に、毎日が夢みたいです。わたしはその幸せを『天竜』さんにも教えてあげたいんです。ナギさまと繫つながることは、本当に幸せなことなんです、って」

　そう言ってセシルは、喉のどを飾る首輪を撫でた。

「わたしが奴隷屋さんにいたのって、まだほんの少し前のことなんですよね……なんだか、思い出せないくらい昔のことのような気がします」

　そういえばそうだった。

　僕だって、ずっと長い間、みんなと旅してるような気になってるけど、実際はこっちの世界に来てから２ヶ月も経たってないんだよな。

　王都を飛び出した頃には、別荘でのんびりできるなんて思いもしなかったよ。

「わたしはずっと、世界って怖いところだって思ってました」

　ちょっとだけ泣きそうな目をして、セシルは言った。

「こうしてナギさまや、リタさんたちと一緒に暮らして、旅をして……ナギさまと出会ってから、毎日が楽しいことであふれてます。たぶん、今、ナギさまのために死んでも後悔なんかしません」

「セシルを死なせたら僕が後悔するから、それは駄目」

「はい。だから、わたしは生きてナギさまのおそばにいますね」

　そう言って、セシルは、笑った。

「天竜さんにも教えてあげたいくらいです。世界は怖くないです。ナギさまがいるから、なにがあっても大丈夫です──って」




『……ほんとう？』




「はい。本当です。わたしはナギさまのおかげで、世界がこわくなくなりました」




『……そとのせかい、こわくない……？』




「はい。わたしが怖いのは、ナギさまと離ればなれになることだけです──って、あれ？」

「セシル！」

　僕はセシルの腕を引いた。

『天竜の卵』との間に割り込むみたいにして、細い身体を抱きしめる。

　なんだこれ。

　おかしい。『天竜の卵』が、鼓動しはじめてる。

　どくん、どくん、って、揺れてる。

　震えて、揺れて、僕でもわかるくらいの魔力を漂わせてる。




『こわくない？』




　ちっちゃな子どもみたいな声が、聞こえる。




『ひどいこと、しない？』

『うまれても……だいじょうぶ？』




　卵から、光があふれ出す。視界が真っ白に染まっていく。

　ずるり、と、なにかが出てくるような音がする。

　……早すぎる。

『天竜の卵』は、前の天竜が死んだ土地から、魔力を吸収して孵化するはずだ。

　だけど僕たちはまだ、ここに卵を置いたばかりだ。

　そんなすぐに孵化するなんて…………そんなことになったら。

　…………あれ？　別に困らないのかな……？

　むしろ、楽でいい。

　このまま生まれて飛んでいってくれれば、僕たちの仕事は完全終了だよね？




　光が消えて、僕たちの目の前に、その生き物が姿を現した。

　濡ぬれた音を立てて、ゆっくりと起き上がる。

「……白しろ？」

　最初の印象はそれだった。

　真っ白。

　顔も、首筋も、背中も、手足も。

　孵化した天竜が、人間の子どもくらいのサイズって情報は正しかった。

　あの小さな卵から、こんなサイズの生き物が生まれるのか──すごい。さすが異世界だ。僕の想像なんか、あっさりと超越していく。

　生まれたばかりの天竜は、空色の瞳ひとみで僕を見て──




「…………しろ？　それ、なまえ？」




　プラチナブロンドの髪を揺らして、たよりなさそうな顔で、ほほえんだ。

　身を包む鱗うろこも、翼もない。

　あるのは耳の後ろにある、人差し指くらいの角だけ。

　99％くらいは──ひとの姿をしてた。

　翼のある町『シャルカ』で見た白い人の幻影を、そのまま幼女にした感じだった。

「…………ほんとだ。いたくない……こわくないよ？」

　ちっちゃな人型天竜は、僕とセシルに向かって、手を伸ばした。

　反射的にそれに触れると、彼女はしっかりと、僕の手を握った。

「ふれても…………へいき……やさしいかんじ」
















　真っ白な手。丸みを帯びた、五本の指。

　ひとの、子どもの手のひらだった。

「ちょっと待った。君は本当に……天竜なのか？」

「シロは、シロだよ？」

　そう言ってちっちゃな少女は、僕の手にほっぺたをこすりつけた。

「あなたが、そう呼んだから」

　………………………………………………はい？

「みんなが、シロに『ごしゅじんさま好き好き』って想おもいを注いでくれたから……ここにいるひとたちはこわくないって思えたから……シロは生まれることにしたよ？」

　ちょっと待って話が見えない。

　想いを注いだって、誰が？

「……世界は怖くないって、シロに教えて」

　シロと名乗った真っ白な少女、僕を見ながら──

「むりやりはたらかなくてもいいって、教えて？　先代天竜の魔力なんかいらないから……」

　涙声で、そんなことを言ったのだった。








第16話「超越存在があいさつに来た。そしてそのまま戻って行った」






「さ、さきほどは取り乱してごめんね。天竜の幼生体、シロだよ」

　さっきとはうってかわって大人びた口調で、シロは言った。

　なぜか僕の膝ひざの上に横座りしながら。

　あれから僕はセシルと一緒に、彼女を屋根裏部屋から下ろして、服を着せた。

　僕たちがいるのは、別荘のリビング。

　セシル、リタ、イリス、ラフィリアはそれぞれの椅子に座り、興味しんしんで僕たちを見てた。

　ちなみにアイネは、みんなにお茶を淹いれてくれてる。

「これ……お茶？　いいにおい。あったかい……」

　シロはカップを撫なでて──指をつっこもうとしたから慌てて止めた。

　不満そうに「むー」って顔してるけど、危ないからね。

「うまれたてのシロの『こうきしん』をじゃまするのは、よくないかと？」

　そう言って、シロはまったいらな胸を張った。

「もちろん、そっちの好奇心を、シロで満たすのもありですが？」

「じゃあ聞くけど。シロは天竜なんだよね」

「いかにも。幼生体ではありますが」

「どうして天竜が人の姿で生まれてきたんだ？」

「なんて言ったらいいのかなぁ。シロは、生まれてるけど本物じゃないからだよ」

「本物じゃない？」

「シロの身体からだは『天竜の卵』に問題が起こったときに目覚める、かりそめのもの」

　細い手を僕の前で開いて、閉じて、シロは言う。

　かりそめのもの、って言うけど、実体はある。

「つまり、触れる幽霊、みたいなもの？」

「それそれ。この身体は緊急時のもので、魔力がつきると卵に戻るの！」

　言って、自分の口調が子どもっぽくなってたことに気づいたのか、シロは慌てて首を振る。

「シロは天竜の『ぎじけいたい』で、この身体が『まりょくしょうひ』が少ないので、それで」

「無理に大人っぽい口調にしなくていいから」

「ひ、ひとさまの前で、ちっちゃいこみたいな口調では、て、天竜の権威がー」

「それ、いまさらだから」

　すっぱだかで卵から出てきて、甘えて抱きついてきた時点で、権威とかないから。

「ってことは、シロの本体はまだ卵の中にいて、今のシロは魔力で作った仮の姿ってこと？」

「その通り。おみごと」

　正解らしい。

　シロの腰に鎖が巻き付いてて、そこに『天竜の卵』がぶらさがってるのはそういうわけか。

「シロが現れたのは、目覚めさせてくれたみんなにあいさつをするため」

　彼女はセシル、リタ、アイネ、イリス、ラフィリアを順番に見回して、ていねいにお辞儀。

「改めて、シロだよ。みんなのおかげでシロは外に出ることができたよ」

　真面目にお礼を言うちっちゃな子に、みんなでお辞儀を返す。

「シロはそのうち卵の姿に戻るから、迷惑はかけません。だから、一緒にいさせて」

「あのね、シロちゃん。私も聞きたいことはいっぱいあるんだけど……」

　リタが椅子から立ち上がり、僕たちの方に歩いてくる。

「……とりあえず、なでなでしていい？」

「してもいいと思うけど、はぁはぁすんな、リタ」

　リタは両手をわきわきさせて、ついでに獣耳をぴくぴくさせて、シロを見てる。

　シロはそんなリタに向かって、お日様みたいな笑顔で、

「構わないかと。リタさんは、シロの『おかーさん』みたいなものだから」

「おかーさんっ!?」

「シロはみんなの『ご主人様好き好き』って想おもいに反応して生まれたんだよ？　だから、あなたは言うならば『リタおかーさん』」

「はぅっ！」

　リタは胸を押さえてのけぞった。

「な、なんなの。この破壊力。ちっちゃい子が私を『おかーさん』って呼んでるだけなのに……」

「シロ、卵になってたとき、ちゃんと聞いたよ？」

「聞いた、って……なにを？」

「どんなに強くなっても、リタおかーさんの忠誠はゆるがなくて、シロがナギおとーさんのことを気に入ってたって、リタおかーさんの想いには敵かなわないんだよね!?」

「わぅうううううううう！」

　あ、逃げた。

　そっか、リタは『天竜の卵』に話しかけてたのか……。

　で、どうしてアイネも静かに遠ざかっていくの？　ふたりとも『卵シロ』になにを言ってたの？

「それで、天竜の緊急事態ってのはなんなんだ。シロ？」

「魔力不足、かな？」

　シロは僕の胸に背中を預けた。

　手足は細くて、真っ白。プラチナブロンドの髪は、腰まで届きそうなほど長いから、セシルが軽くお団子に結んでる。見た目はイリスよりちょっと幼いくらい。

　竜っぽいのはただひとつ、耳の後ろにある短い角だけ。

「天竜は生まれたあと、先代の天竜から魔力を引き継ぐの。でも、今はその魔力が入ってこないんだよ。だからシロはこの身体で生まれたの」

　シロの話だと、天竜は死んだあと、次の世代にすべての能力を引き継ぐらしい。

　まず、死期を悟った天竜は、ちょうどいい土地を選んで、そこで死ぬ。

　死んだあと、魔力や力はまわりの地面に溶けて、次の天竜が生まれて来るのを待つ。

　そして卵は、土地から魔力をゆっくりと吸収して、竜の姿で孵ふ化かする。

　そうやって次の天竜になって、人や竜の守り神になる。

　でも、今は先代天竜の魔力が、自分シロの中に入ってこないそうだ。

「つまり、こういうことです、ナギさま」

　僕と、イリス、ラフィリアのために、セシルが説明してくれる。

「天竜にとって、竜の身体を維持するためには先代天竜の魔力が必要。でも、今は、なにかの理由でそれを得ることができない。だから、シロさんは魔力消費の少ない、今の姿で生まれた、ということです」

「今の姿の方が燃費がいいってことか」

「『ねんぴ』ってよくわからないですけど、そういうことだと思います」

　確かに、あの巨体を維持するには、かなりのエネルギーが必要になるだろうし。

「ラフィリアの記憶の中には、こういう事態は想定されてる？」

「ないですねぇ」

「だよねぇ」

「そもそも天竜は神様みたいなものですから、神様が『ちゃんと生まれない』って想定外ですよぅ」

「イリスの『竜種超越共感ドラゴニツク・エクス・シンパシー』に、シロは反応してるの？」

　僕はイリスに向き直る。

「はい。このお方が竜の一族であることは間違いありません」

「そっか」

「こうしてると、お仲間だって感じます。むしろ友だちになりたいです」

「イリスは海竜の末まつ裔えいだからね。天竜とは親しん戚せきみたいなものか」

　シロの方も、イリスをちらちらと見てる。なにか感じるものがあるみたいだ。

「シロ。もうひとつ聞いても、いいかな」

「はい。『おとーさん』！」

　シロは両手を広げて、僕を見た。

　うん。確かに破壊力あるね。『おとーさん』って。

「……『おとーさん』ってのはおいといて、シロは生まれたとき『外がこわい』『無理して働かされる』って言ってたよな。あれは……ごめん無理に思い出さなくていいから！」

　僕が聞いた瞬間、シロの目からぽろぽろと涙がこぼれはじめた。

　白い手の平で目をぬぐって、ひっく、ひっくってしゃくりあげながら、シロは必死で言葉を探そうとしてる。

「あのねあのね」

「うん」

「こわいから、さわってもらうの、了りよう承しよう？」

「いいよ」

　僕は震えるシロの背中をさすってみた。

「シロは生まれる前に、夢をみたかと」

「……夢？」

「まっしろな竜の身体に大きな杭くいが打ち込まれて、動けなくなってるの。怖い人が言うの、『人の守り神であるなら、より効率よく働けるようにしてやる。さあ働け』って。先代の魔力を取り戻そうとすると、その夢を見るの。怖いものが、シロの中に入って来ようとするの」

　それは『封印』のようなものかもしれないって、シロは言った。

「本当はシロも、先代の魔力をちゃんと吸収したいよ？　だけど、うかつに近づいたら、シロまで封印されるようでこわくて……そんなものがある世界がこわくて…………」

「シロ？」

「……でも、リタおかーさんやアイネおかーさんの『好き好き』って言葉を聞いたら、ちょっとだけこわくなくなった。一緒にいれば、こわいの、だいじょうぶみたいだ……から」

　ちっちゃな身体が揺れはじめてる。

「シロは、その『怖いの』をなんとかできたら、魔力を取り戻したい？」

「…………うん」

　シロは小さくうなずいた。

「……シロを産んでくれたお母さんの魔力だから……使命とか関係なく……取り戻したいよ……」

　シロは目を閉じて、眠ってしまった。

　細い身体を白い光が包んで──それが消えると、シロは卵に戻っていた。

　人の姿になったのは、僕たちにあいさつをするため。

　そして「一緒にいさせて」ってお願いをするため、ってことか。

「幼生体さんは魔力が足りなくなると卵に戻るんですね……」

　セシルが教えてくれる。

　僕の知識で翻訳すると、今のシロは基本ＯＳが動いてないセーフモードで、おまけに電力不足。

　このままじゃ天竜の力は得られないし、完全に生まれることもできない。

「おまけに悪い夢を見たから、怖がってる、か」

『効率よく働けるようにしてやる』って。どんな夢だよ。

　そういえば僕も見てたな、元の世界で。

　ブラックバイトでくたくたになった日の夜に。

　そのせいで夜になっても夢の中で電話応対と接客と、クレーム対応をやってたっけ。おかげで次の日に起きたときは、ぜんぜん寝た気がしなかったし、寝言で喋しやべってたせいか声も嗄かれてた。

　シロは卵の状態でそういう夢を見てるのか。

　えぐいな。いやだなー。

　それに、シロが見てる夢の内容も気になる。

『効率よく働け』って声と『封印』が、ラフィリアにかかってた『不運招来』のスキルとかぶるんだ。あれもラフィリアに使命を果たさせるための呪いみたいなものだったし。

　シロの夢についても、詳しいことがわかれば対処できるかもしれない。

「みんなに相談がある。リタもアイネも、こっち来て」

　僕はリビングにみんなを集めた。

　リタとアイネは、まだ赤い顔してたけど、椅子に座ってくれた。

「僕はチートスキルを使って、天竜にかけられてる封印について調べてみたい。みんなにも力を貸してほしいんだ」

「なるほど、考えましたね、お兄ちゃん」

　イリスは、にやり、と笑みを浮かべた。

「悪夢を見ているシロさんを助けることで、天竜を完全な味方にするつもりですね？」

「え？」

「……え？」

　あ……そうだった。

『霧の谷』で、天竜を味方につけて貴族を抑えるって、みんなに言ったんだっけ。

　うん、そうそう。シロを助けるのは僕たちの目的のためだ。

　危ないところだった。

　ブラックな夢を見てるシロが──小さい頃、親戚をたらい回しにされて、落ち着かなくて、怖くて──悪夢ばっかり見てた自分と重なったなんてばれたら……恥ずかしいからな。危ない危ない。

「うん。そう。天竜を味方にするの大事。すごくだいじ」

「あ、あの、お兄ちゃん？」

「イリスの言う通りだよ。天竜の幼生体を助ければ、僕たちが竜の遺産を手に入れることができるかもしれない。そうなれば『働かないで生きる』助けにもなるはずだ。みんなはお休みだから、今回の件は僕がメインでやるけど、ちょっとだけ力を貸して……って」

　あれ？　なんでみんなそんな温かい目でこっちを見てるの？

　セシルとリタは顔を見合わせてうなずいてるし、アイネは黙って僕の前にお茶を置いてる。イリスとラフィリアは『天竜の卵』を撫でて、なんか優しい顔してる。

「わかりました。古き血を持つ魔族として、わたしも協力します」

「このリタ＝メルフェウスが、ちっちゃいこの危機を見逃すなんてできないもん」

「シロさんの面倒を見るのは、アイネにとって将来の予行練習にもなるの」

「イリスは竜の眷けん属ぞくとして、手伝います」

「あたしの知識もお役に立つです！」

　全会一致。

　今回は僕がみんなに依頼するクエストってことにする。

　目的は、天竜のトラウマ解消と、原因の特定だ。




『天竜の幼生体　救済クエスト

　目的：シロの悪い夢の原因究明。

　期限：「天竜の卵」と一緒にいる間。

　担当：なにか対策を思いついたときに、対応するスキルを持ってるひと。

　報酬：ソウマ＝ナギにお願いを聞いてもらえる権（奴隷１人につき１回ずつ）』




「さっそくだけどイリス、明日から手伝ってくれる？」

「はいっ！　わかりましたお兄ちゃん！」

　ばっ、と立ち上がってイリスが手を挙げる。

「それで、イリスはなにをすればいいのでしょう？」

「僕と一緒に寝て」

「はい、よろこんでー…………え？」

「これは、イリスにしかできない仕事だ。僕と抱き合って、くっついて、眠ってほしい」

　シロの夢が、イリスにどういう影響を与えるかわからないから、できるだけ僕との接触面積を大きくした方がいい。抱き合って眠るのがベストだ。

　イリスには、竜と意思を通じ合わせる能力があるから、それを借りよう。

「しょ、承知いたしました。イリスは『海竜の勇者』のお言葉に従います」

　イリスは覚悟を決めたように、ぐっ、と天井に向かって拳こぶしを突き上げた。

　なんだか悪いな。イリス、ちっちゃいのに。あんまり身体がつらくならないようにしないと。

　僕のご主人様としての器うつわが試されるな。

「もちろん『天竜の幼生体　救済クエスト』とお休みは両立させる。繰り返しになるけど、今回のクエストは僕がメインでやる。みんなはちょっとだけ手伝ってくれればいいから」








第17話「『天竜の卵』を助けるために、巫女みこにキスして抱きしめて一緒に眠った」






「ふ、ふつつかものですが、よろしくお願いいたします。お兄ちゃん」

　イリスは床に正座して、深々と頭を下げた。

　ここは、僕の部屋。

　今は、あれから１日経たった日の夜。

　白い寝間着姿のイリスは床に座り、緊張した顔で僕を見てる。

　別荘にあった寝間着は元の世界の浴衣に似たものだ。

　すっきりした体型のイリスにはよく似合ってる。でも、きゅうくつなのが嫌いなのか、ちょっと帯をゆるめにしてる。そのせいか、鎖骨の下、ひろびろしたあたりまで見えちゃってるけど。

「これから、僕とイリスで『天竜の卵』に干渉して、シロの悪夢の原因を探ってみる」

　僕はベッドの枕元に置いた、『天竜の卵』に触れた。

「やりかたは、さっき説明した通りだけど、いいかな」

「はいっ。イリスが、お兄ちゃんとく、口づけして、抱き合って眠って……あとは、お兄ちゃんにすべてをお任せすればよいのでしょう？」

「具体的にはイリスの『竜種超越共感ドラゴニツク・エクス・シンパシー』と、僕の『意識共有マインド・リンケージ』を使うんだけど」

「表現が事務的すぎるとイリスの中の乙女が泣きますよ？」

　イリスは不満そうに、両手の指をつんつんとつきあわせた。

　それから寝間着の帯を結び直して、襟元を整えて、準備完了、ってうなずく。

　僕はイリスの細い腕を引っ張って、立たせた。

　緊張してるイリスを洗い立てほわほわ（アイネのいい仕事）のシーツの上に横にする。

　イリスは、もうどうにでもしてください、って感じで、腕と脚を伸ばしてたけど、じーっと見られてるのが恥ずかしくなったのか、寝間着の襟元を握って横を向いた。

「……これは、イリスにしかできない仕事、なのでしょう？」

　耳たぶまで真っ赤にして、イリスはぽつり、とつぶやいた。

「イリスは、自分だけが竜の血を引くことを、恥ずかしい……って思ってました。でも、そのおかげで、お兄ちゃんのものになれました。だから、この力も、お兄ちゃんが使うためのもの……」

「ありがと、イリス」

「それは他人行儀でしょう？　イルガファのことわざにもあります。『同じ船で荒波を越えるものは……も、もっとも近しいものであり、あいしあう家族にもひとしい……もの……で』」

　ばっ。

　限界だったのか、イリスは向こうを向いたまま、顔を覆ってしまった。

「まぁ、僕たちのパーティは家族みたいなものだから」

「うぅ。お兄ちゃん……」

「そんなわけで、無理させるつもりはない。限界だって思ったら遠慮しないで言うこと」

　僕の問いに、イリスはこくん、とうなずいた。

　これから僕たちは『竜種超越共感』を使って、卵状態のシロとリンクする。

　そのイリスと僕が『意識共有』で繫つながって、シロの悪夢の原因を確かめる、という手順だ。

『天竜の卵』はベッドの枕元。

　ふたりぶんの頭が乗せられそうな枕の向こうで、クッションに乗っかってる。

「それじゃイリス、この状態のシロとリンクできるかどうか、やってみて」

「はい。起動いたします『竜種超越共感ドラゴニツク・エクス・シンパシー』」

　イリスは『天竜の卵』に触れて、スキルを発動させる。

「感じます。シロさん、この中で夢を見てます。ここまで接近するとわかります。一緒に眠れば、同じ夢を見られそうです」

「わかった。僕も夢が見られるように『意識共有』をお願い」

「は、はい」

　イリスは寝間着の胸を、ぎゅ、と握って、目を閉じた。




「発動『意識共有マインドリンケージＬＶ１』」




「……はぅ。はー、あふ、はふ」

　お互いの唇が離れた瞬間、ずっと息を止めてたイリスが、胸を押さえて息をついた。

「こ、これであとはお兄ちゃんと一緒に眠るだけ、ですね」

「眠るのはイリスだけだよ。僕はイリスの夢を観察しないとだから」

「……え？」

　イリスが、ぽかん、って感じで目を見開いた。

　あれ？　説明しなかったっけ？

「お兄ちゃんは、起きてるんですか？」

「うん。僕は夢を観察する方だから」

「眠るのは、イリスだけ？」

「一緒だと落ち着かない？」

「そういうことじゃありません──っ！　おにいちゃああああん！」

　ぱん、ぱぱん。

　小さな手のひらで枕を叩たたくイリス。

「イリスは寝顔も、夢も、全部、お兄ちゃんに一方的に見られちゃうだけなのでしょうか？」

「そう」

「お、思ってたのと違います──っ!!」

　イリスは涙目になってるけど、でも。

「僕が眠っちゃったら、シロの夢に干渉する人間がいなくなるだろ？」

　みんなで無意識状態になるわけにはいかないからね。

「……うぅ」

「変なことはしないから」

「それは別にいいのですけれど……お兄ちゃん」

　起きあがったイリスが、ぐっ、と、僕の肩をつかんだ。

「イリスがどんなに恥ずかしい寝言を口にしても、どんな寝顔を見せても、どんな夢を見ていたとしても、実際のイリスとは無関係であり、すべて架空のものだと思ってくれますか？」

　無茶言うな。

　……でもまぁ、しょうがないか。

　今回の『天竜の幼生体　救済クエスト』は僕の依頼だから。

　イリスの希望は、できるだけ叶かなえよう。

「わかったよ、イリス」

「しょうがないのでしょう。イリスも眠った方が、シロさんの夢を共有しやすくなるのですから」

　今回は『竜に話しかける』じゃなくて『竜と一緒に夢を見る』のが目的だ。

　なので、イリスも眠った方が、意識をリンクさせやすくなるらしい。イリスもそれは納得してくれてたんだけど。

　あっちを向いて黙っちゃったってことは、抵抗があるみたいだ。

『──────でもでも、どうしましょう』

　イリスは、ぎゅ、とシーツを握りしめてる。

『──イリスの寝相が悪いとこ、お兄ちゃんに見られてしまいます。汗で鱗うろこが浮き出ると、寝間着がこすれるのが嫌ではだけちゃうことも。もしかして、枕に「ナギおにいちゃん」って名前をつけて抱きしめてることも!?』

　……うん、やっぱり。抵抗はあるみたいだ。

『あ、あとあと。イリスが子どものころ、お母さんにしてもらったように、頭をなでなでされると落ち着いて眠れることも……』

「はい」

　なでなで。

「お、お兄ちゃん？」

　なでなで、なでなで。

「はっ、しまった！　い、今は『意識共有』してました。だ、だめですお兄ちゃん。イリスは、お兄ちゃんの前で恥ずかしい姿をさらすわけには──だ、だめぇ……」

　なでなで、なでなでなでなでなでなで……。

「…………すぅ」

　イリスはそのまま、ぱたん、と眠ってしまった。

　これで第一段階は完了。

『天竜の卵』をイリスの身体からだに近づけて、と。

　あとは念のためイリスと手を繫いで、僕も横になって目を閉じれば──きっとイリスとシロが見てる、夢の中に──




『────グガアアアアアアアア────────っ！』




　見えた。

　イメージが、頭に直接流れ込んでくる。

　薄暗い世界だった。空は黒い雲に覆われてて、遠くで雷が鳴ってる。

「お、お兄ちゃあああああん！」

　先に夢に入ってたイリスが抱きついてくる。

「大丈夫、イリス？」

「イリスはお兄ちゃんがいるから大丈夫です。でも、これが『天竜の卵』が見てる夢……？」

　地面に横たわってもがく真っ白な竜に、巨大な杭くいが刺さっている。

　長い首と、角と、巨大な翼。真珠色の角は、シロの耳の後ろに生えてるのと同じ色。

　これが『天竜ブランシャルカ』──いや、先代天竜の魔力か。

　魔法使いじゃない僕にも、強大な魔力がびりびりと伝わって来る。まさに、超越存在だ。

「……シロは？」

　いた。白い竜から離れたところで、膝ひざを抱えて眠ってる。

　まわりは岩に囲まれてる。それが竜の声と魔力を遮ってるみたいだ。

「イリスは伝説とかに詳しかったよね。この夢には、どういう意味があると思う？」

「は、はい」

　イリスは僕の胸に抱きついたまま、顔を上げた。

「以前、同じような伝説を聞いたことがあります。夢の中で、神さまと繫がったひとの話です。そのひとは、魔力で超越存在と繫がってて、力を借りてたそうです。それと似たものだと考えると、シロさまは現実でも先代天竜の魔力と繫がっていて、この夢は繫がってる先代天竜の魔力と繫がっていて、この夢はその意識……残留思念のようなものが、流れ込んでいるのでしょう」
















「……それと、ミイラ飛竜ライジカの意見を合わせると……」

　卵は天地の魔力を吸収して孵ふ化かする。

　僕たちが決められた場所に『天竜の卵』を運んだから、先代天竜の魔力と繫がった。

　そして、それがはっきりした夢になって出てきたってことか。

　でも、おかしい。天竜は人や竜の守り神だったはずなのに……これじゃ、悪竜が封印されてるみたいじゃないか。




『お前は天竜』『人間の味方』『ならば、永遠に魔力の供給源となれ』




　声が聞こえる。

　天竜に刺さってる杭からだ。

　そこからうねうねとした黒い蛇が現れて、天竜からなにかを吸い上げてる。




『お前は天竜』『人間の味方』

『ただの道具となれ』『すべてを差し出せ』『効率よく、働けるように』




　耳をふさぎたくなるような声が。

　僕はイリスと、イリスはシロと繫がってるから、ブラックな思念がダイレクトに伝わって来る。

　僕は、抱きついてくるイリスの背中に手を回し、さすった。

　無理だと思ったら『救心抱擁ハートヒーリング・ハグＬＶ１』で『睡眠状態解除』する準備はしてる。

　でも、イリスは「海竜の巫女みことして、天竜とシロさんを放っておけません」って言ってくれる。




「天竜ブランシャルカに告げる！」




　だから、僕は倒れた天竜に向かって叫んだ。

「こちらは海竜の勇者と、海竜の末まつ裔えいである巫女だ！　縁あって飛竜のライジカより『天竜の卵』を預かることとなった！」

　ぎぎ、と、天竜が目を開けた。

　空色の瞳ひとみ。シロと同じだ。

「そして幼生体よりこの悪夢のことを聞き、救済のために夢に入った。話を聞かせてほしい！」

『…………海竜…………あの小蛇の縁者…………ですか』

　気づいてくれた。

　というか、海竜ケルカトルが小蛇って。

『……我が子を…………古き血の者が……預かってくれた……とは』

「あなたが、天竜ブランシャルカで間違いないのか？」

『……私は天竜の魔力に宿った、残留思念でしかない。天竜はとうにほろび、地に還かえった』

「でも、あなたはまだここに存在して、苦しんでる」

『私が死んだあと、魔力を宿した地に、誰かが封印を施したのです』

　それが、身体に刺さってる杭の正体らしい。

　天竜は数百年前、翼をもぎとられた状態で地上に落ちた。翼は『シャルカの町』に、胴体は現在『魔法実験都市』という町があるところに。肉体が滅んだあと、その残存魔力はそのまま卵に受け継がれるはずだった。

　だけど、そうはならなかった。

　天竜は超越存在だけど、死んだあとは隙ができる。

　その隙をついて、誰かが天竜の魔力に封印を施した。

　それが、シロに流れ込むはずの『先代天竜の魔力』を固定して、動かないようにしてる。

　現実では、それはモノリスとかオブジェになっているはずで。

　封印した魔力は、誰かが勝手に使ってるんじゃないか、って話だった。

「その誰か……って？」

『わかりません』

　無理もないよな。天竜、死んでるもんな。

『天竜は、予定していたのとは違う場所で死にました。腹心であるライジカに卵を託し、最後に世界を見て回るために飛び立ったあと……翼が断ち切られたのは覚えています。その後、なにがあったのかまでは……わかりません』

「どうしましょう……お兄ちゃん」

　イリスが僕の手を握った。

「イリスは、竜の仲間がこんな目に遭ってるところを、見たくありません」

「同感だよ」

　死んだあとも他人を働かせようとするんじゃねぇよ。

　天竜は人間の味方をしようとしてるのに、なんで効率まで考えなきゃいけないんだよ。

『……なんでこんなことに。私はひとが可愛かわいくて助けただけなのに……』

　天竜はぼやいた。

『ひとはちっちゃくて、可愛くて、ほっとけなくて、だから守り神をやってただけなのに。なんで死んだあとも効率よく働けなんて言われてるのでしょうか……次世代の天竜は……守りたければひとを守るでしょうし、守りたくなければ放っておくでしょう。それなのに魔力として使うとか、強制するとか……意味がわかりません』

「僕もそう思う」

『特に……この黒蛇が……気持ち悪い』

　天竜は首を上げて、杭から漏れ出す黒い蛇をにらみ付けた。

『これは竜に寄生する生物「アズルガの黒蛇」を模したものです。それが私の魔力を吸い上げています。一番嫌いな生物を模した封印など……悪趣味な』

　……竜に寄生する生物をモチーフにした封印か。本当に悪趣味だな。

　これが、この世界の守り神にすることなのかよ。

『私は……できるだけ怒らないようにしています。ですが、限界はあります……少しは怒りが現実にも漏れ出しているでしょう……それが周囲に影響を与えていなければいいのですが……』

「影響が出ると、どうなるんですか？」

『魔物が凶暴化バーサークします』

「……凶暴化」

『私自身も、こんな状態が長く続けば……正気を失うかもしれない……それが次代の天竜にも移れば、人を襲う魔竜となってしまう可能性も……あなたが竜の味方なら、助けてほしい……』

　天竜の目は、とても優しくて、どこか泣きそうな顔をしてるようにも見えた。

　誰が作った『封印』かは知らないけど、死んだあともこんなことされたら、天竜が頭に来るのは当然だよな。超越存在の怒りなら、まわりに影響を及ぼすだろうし。最悪、シロにもその怒りが乗り移る可能性がある、ってことか。

　……嫌だな。

　シロが凶暴化して、人を襲うところなんか見たくない。というか、なんで生まれてすぐにそんな目に遭わなきゃいけないんだよ。

『封印』──誰かが施したもの。天竜の残留魔力の中にあるもの。

　そして、残留魔力とシロは繫がって、そのシロとイリスと僕も繫がってる。

　できるか……？　この状態なら。僕が封印に干渉することが。

「いくつか質問があるんだけど、いいかな」

『いくらでも……それが、我が子を救済する手がかりとなるなら』

　天竜のかたちをしたものは、僕を見て、ゆっくりとうなずいた。

「まず第一の質問。あなた──『天竜の残留魔力』は、卵と繫がってるってことでいいんだよな」

『はい』

　首をもたげた天竜は、軽くうなずいた。

『私が死んだ地に近づくことで、卵との繫がりが強くなっています。本当ならそれを通して魔力が流れ込んでいくはずでした』

　よし、第一条件はクリア。

「第二の質問だ。あなたと天竜の幼生体が繫がってるってことは『封印』も、幼生体と繫がってるって考えてもいいのか？」

『その問いにも「はい」と答えます。そうでなければ、卵が影響を受けることもありません』

「第三の質問。あなたに刺さってる封印は、あなたの魔力に干渉するもの。つまり『ロックスキル』のようなものなのか？」

『正確なところは不明ですが……言われてみれば……それに近いものではあります』

　だと思った。

　リタも以前『神聖力封印』を受けてる。

　それにラフィリアにかかってた『不運招来』も同じようなものだった。

「だったらなんとかなるかな？」

『あなたは、海竜の縁者なのですよね？』

「『来訪者』でもあるけどね」

『腹心であったライジカが卵を託したのなら、信じられることはわかります。それに……』

　天竜の魔力は、そばで眠るシロを見た。

『幼生体が、安らいでいるのを感じます。あなたのそばで……』

「成り行きだけどね。できることはするよ」

『海竜の血縁者も、あなたを信じているようです』

「はい。もちろん！」

　イリスは、しゅた、と手を挙げた。

「このイリス＝ハフェウメアはお兄ちゃんに人生を切り開いていただきました。イリスの望みは、終生、お兄ちゃんと共にあることです。そのお兄ちゃんが助けたいと思っているなら、イリスだってシロさんを救うのに手を尽くします」

『シロ……それが幼生体の名前……ですか』

　天竜は、片方だけになった翼で、軽くはばたいた。

『いいでしょう。天竜ブランシャルカの残留思念は、あなたを信じます。他に訊ききたいことは？』

「うん。もうひとつだけ、教えてほしいことがあるんだ」

　これが最後の質問だ。

　緊張する……下手をしたら、天竜の魔力を怒らせる可能性だってあるから。

　僕はイリスに耳打ちする。

　天竜が怒ったら、すぐに『竜種超越共感』を解除するように。

　こっちもイリスの背中に手を回して『救心抱擁ＬＶ１』をすぐに発動できるようにしておく。

　深呼吸して……よし。

「天竜の残留魔力に問う」

　僕は言った。




「あなたの幼生体こどもを、僕の奴隷にしてもいいかな？」








第18話「次の世代の天竜とは、ずっと一緒にいることになった」






『…………なんだと』

　天竜の声が変わった。

　空色の目が、つり上がる。巨大な喉のどが、ぐるる、と鳴る。

『奴隷……と、言ったか。次世代の天竜を、お前の奴隷と』

「僕は奴隷のスキルに干渉する力を持っている」

　早口で告げる。

「その『干渉する力』を使って、僕は奴隷の『封印用ロックスキル』や『不運招来スキル』を、本人のためになるスキルに書き換えてきた！　あなたの封印が『ロックスキル』のようなものなら、僕の力で作り替えることができるかもしれない！」

「…………っ！」

　イリスが僕の胸にしがみついてくる。

「だけど、そのためには天竜の幼生体シロを、僕の奴隷にする必要がある。奴隷にする代償は『天竜の封印を解除するために力を使うこと』、契約解除の条件は『天竜となって孵ふ化かすること』だ！　あなたの力を悪用するつもりもない！　それは『契約』してもいい！」

　夢の中を、魔力の風がうずまいてる。

　シロがかすかにうなされてる。僕たちはその側そばに寄って、彼女の背中に触れる。

　そうするとシロの呼吸が安定して、すぅ、と寝息を立て始める。

　シロの腰には卵がぶらさがってて、それと一緒に『契約のメダリオン』もある。『主従契約』はできるはずなんだ。

「……ナギおとーさん。いるの？」

　シロの声が聞こえた。

『…………？』

　天竜の残留魔力の反応が変わった。

　吹き荒れてた魔力が止まる。

　天竜は首をもたげて、眠るシロの顔をのぞき込んでる。

「すき。シロを抱っこしてくれた手、すき。リタおかーさんも、アイネおかーさんも、おとーさんのこと、すき。シロ、みんなと一緒にいたい……」

『……それが「奴隷」であっても？』

「みんなと一緒がいい」

　シロの寝言だった。

　短い間だけど、僕たちはずっと『天竜の卵』の側にいたから。

　シロは僕たちが味方だってことを、わかってくれてるみたいだ。

『幼生体……いいえ、シロ。目覚めなさい』

「…………ほえ？」

　ぱちん、と、シロが目を開けた。

「あれ？　ここ、夢の中だよ？　でも怖くないよ？　ナギおとーさんとイリスさんがいるよ？」

「シロさんは、イリスたちのこと、好きですか？」

　イリスは、目を覚ましたシロに手を伸ばした。

　シロはその手を握って、にぱー、と笑って、

「すきー」

「聞いていただけますか、シロさん」

　イリスは自分の首を飾る、鱗うろこのついたチョーカーに触れた。

「イリスはお兄ちゃんの奴隷です。シロさんも、同じものになりますか？」

「なるー」

「お兄ちゃんとずっと、寄り添って生きるものとなります。よろしいですか？」

「いいー。みんなと一緒がいい」

「だ、そうです」

　イリスはうなずいて、天竜の方を見た。

『我が幼生体よ。お前が彼らと、同じ時間を過ごすことはないかもしれない。それでも？』

　天竜は言った。

『私の魔力はほとんど奪い去られている。この「封印」が解けたら、前の天竜の魔力はばらばらに飛び散ることになる。この場所で、再び封印されるわけにはいかないから』

「いいよー」

『次代の天竜が先代と同じ力を持つことはない。卵がこの土地に縛られることもない。だが、孵化するまでには、長い長い年月がかかるでしょう。それでも？』

「シロは、卵の状態でも、みんなと一緒にいたいかと」

　そう言って、シロは自分の母親の魔力を見返した。

「シロは卵の状態で、世界をずっと感じてたよ。そして、ね、ナギおとーさんたちにもらわれてから、ひとを信じてみることにしたの。シロはね、ほんとはね、みんなの想おもいに触れるまでは、こんな怖い世界に生まれたくなかったんだよ？」

　小さく首をかしげて、シロは言葉を続ける。

「でもね、ナギおとーさんはシロを受け入れてくれて、助けてくれようとしてる。リタおかーさんとアイネおかーさんは、好きって気持ちを教えてくれた。イリスさんも、ここでシロを助けようとしてくれてる。だから、一緒にいたいよ？　卵のままでも、一緒にいたい」

　そして顔を上げて、シロは宣言する。

「シロは、ナギおとーさんとみんなと一緒にいる『天竜の卵』ってアイテムになるよ！」

『ならば……天竜の残留魔力にして、天竜の幼生体と繫つながっている者が、告げる』

　天竜の魔力は口を開いた。

『幼生体シロは、ナギおとーさんと「主従契約」を交わす。奴隷化の代償は「天竜の封印を解除するために力を使うこと」、契約解除の条件は「シロが天竜として孵化すること」』

　天竜が告げるのに合わせて、僕は現実世界で、枕元に手を伸ばした。

　手のひらを卵に当てる。

『──契約コントラクト？』

「「契約」」

　しゅる、と、幼生体シロの首に、首輪が巻き付いた。

　イリスとは色違いの、白い鱗がついたチョーカーだ。

「えへへー」

「えへへーじゃないよ、シロ。ここからだ」

　僕は、杭で地面に繫がれた天竜の前脚に、触れた。

　今回はシロを通して、天竜の残留魔力に干渉することになる。

　目的は天竜のなかにある『封印』に干渉して、それを書き換えることだ。

「発動！　『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ４』！」

　意識を凝らす。天竜の魔力の中にある『封印』を手探りする。




『もっと効率よく働け』『力を尽くせ』『お前はもっとがんばれるはず』『その力は評価して』




　うるさい。

　そういうのは、元の世界で飽き飽きしてるんだ。

　姿を現せ『封印』。お前の正体を──




「……見つけた」




『竜魔力封印』

『竜』の『魔力』を『固定化する』封印




『能力再構築ＬＶ４』が、竜の封印を概念化した。

　さすがは天竜の魔力だけあって、空間を越えてシロの卵と繫がってる。

　封印の『概念』は不気味な色をしていて、触れても動かない。

　でも『概念』の間に、隙間がある。だったら、大丈夫だ。

　僕の手元には『４概念チートスキル』を作ったときの、余りが残ってる。これを使おう。




『未結晶化スキル』

『馬車』を『まわり』に




『高速再構築』で、一気に片付ける。

『概念』の間に隙間さえあれば『魔力の糸』を繫げる。そして、書き換えた封印とスキルを維持する必要もない。概念を入れ替えれば、それでクリアだ。

　誰が作ったのか知らないけど、こんなブラックな封印は、さっさと消し去ってやる！

「実行！　『高速再構築クイツクストラクチヤー』！」




『オオオオオオオオオオオオ──!?』




　天竜の魔力が震え出した。

　竜の身体からだに食い込んでいた巨大な杭くいが、くだけていく。

　成功だ。封印の『概念』は一瞬で書き換えられた。




『竜車封印』

『竜』の『馬車』を『固定化する』封印




『封印』は『竜の魔力』じゃなくて『竜の馬車』を固定するものに書き換わった。

『竜の馬車』があったら効果を発揮するかもしれないけど──いや、意味はないか。

　天竜の魔力が解放されていくと同時に『封印』も居場所をなくして消えていくから。

　僕の手元に残ったのは、未結晶化スキルがひとつだけ。




『未結晶化スキル』

『魔力』を『まわり』に




　汎はん用よう性がありそうな概念が残った。

「……すごいです。お兄ちゃん……。神話レベルの封印を変えてしまうなんて……」

「まだだ。中からなにか出てくる」

　消えかかった『封印』の中から、声がする。




『天竜の封印の消滅を確認』『計画は失敗』




　ラフィリアの『不運招来』を書き換えた時と同じだ。

　ざらざらした、ガラスを爪でこするような声。




『いや、それでも百年以上は保った。超越存在の魔力固定による効果は未知数。今後同じ計画を実行するかどうかは……今後の……経過を…………』




『グオオアオオオオオアアアアアアア────！』

　天竜が吠ほえると──声は小さくなって……消えた。

　解放された竜の魔力から、逃げだすみたいに。

　あの『封印』がラフィリアの『不運招来』と同じものだとすると、あれも古代エルフが作ったってことになる。でも、それだと矛盾する。

　古代エルフは『霧の谷』を作って、『天竜の卵』を守ってきた。ラフィリアと同型のレプリカもあの場所にいた。そいつらが『天竜の魔力』を封印する理由がない。

　……情報不足だな。

　というか関わりたくない、ってのが大きいんだけど。

『ありがとうございました。海竜の眷けん属ぞくたち』

　解放された天竜の、長い長い咆ほう哮こうが消えて──

　気がつくと天竜の代わりに『翼の町シャルカ』で見た、白い人が姿を現していた。

『お別れです』

　半透明の女性は、僕たちにぺこりと、頭を下げた。

『…………私の魔力は粉々になって、世界のあちこちに散るでしょう。卵がそれを吸収して、生まれて、新たな天竜になるには時が必要でしょう。どれくらいかは、わかりませんが……』

「残念だよ。せっかく、天竜に守ってもらって楽な人生を送ろうと思ってたのに」

『まぁ』

　白い人は、笑いながら口を押さえた。

『そうですね。海の向こうに、私が人型になって休むための島があります。お礼としてそれを差し上げましょう。「天竜の卵」があれば、たどりつけますから』

「そこって、遠い？」

『大海の中央ですから』

「他におすすめは」

『ないですねぇ。私は特に、宝物などに興味はありませんでしたから』

「人の守り神だもんな」

『次世代の天竜には、もう少し私利私欲のために生きるように、あなたが教えてあげてください』

「それは任せて。島も、ありがたくもらっておきます」

　いざというときの逃げ場にはなるから。

　もしも大陸に居場所がなくなったら、みんなでそこに移住してのんきに暮らすことにしよう。

『次世代の天竜──シロ』

　白い人は、ちっちゃなシロの手を握った。

『私はひとと交わる中で、あなたのような想いを知った。でも、あなたはもう人の優しさを知っていますね』

「うん。シロは人間もデミヒューマンも好きだよ？　だって、ナギおとーさんや、リタおかーさん、アイネおかーさんと同じ種族のひとたちだもん」

『あなたは人に育てられる初めての天竜になります』

　前世代の天竜は、小さい子どもにそうするように、シロの頰に頰を寄せた。

『それがどんな効果をもたらすかはわからない。でも、あなたは人の優しさを信じることを選びました。それが祝福であることを、私は祈ります』

「大丈夫かと。だって、おとーさん、おかーさんがいるんだもん。同じ時間を生きられなくても、シロは、みんながシロが生まれるのを待っててくれることを、知ってるもん」

　シロは、前世代の天竜に頰をこすりつけて、笑った。

「『霧の谷』にいた時は、生まれるのが怖かったけど、今はすごく楽しみだよ？」

『それでいいの。どうか、幸せに』

　白い人の姿が、ぼやけていく。

『最後に……伝えておきます。私の魔力は固定化され、えぐりだされて、様々なものに利用されました。魔法の武器……防具……他にも……それがどれほどあるかはわかりませんが、あなたたちの脅威になる可能性があります。その時は、シロの卵を使いなさい……』

「シロの卵を？」

『「霧の谷」へ行きなさい。あそこは天地あめつちの魔力が集いやすいところ。飛び散った私の魔力の一部も、確実に流れ込むでしょう。それを卵が回収すれば──スキルの一部が使えるようになるはず──ただし、寄生する蛇に気をつけて──封印があれを模したものなら──誰かがその力を──シロを──まもって』

　ふわり、と、

　最後に、天竜の手が、シロの頭を撫でた。

『さようなら、私の娘──シロ』

「さよなら、昔の……天竜さん……おかあさん」

　シロは、ちょっとだけ涙を浮かべて、前世代の天竜の手を握りしめた。

『ありがとう──「古き血」の者たち──海竜の縁者──たち──』

　そう言って、天竜の残留魔力は──消えた。

　しばらくシロは、自分の母親が消えた空を眺めていたけど──

「ありがとう。ナギおとーさん、イリスさん。みんなにも、お礼を伝えて？」

　シロは、小さな首に絡みついた首輪に触れて、笑った。

「卵のままでも、シロはずっとみんなの側にいるから、忘れないでね？」

「うん。もちろん。約束する」

「シロが生まれるとき……どれくらい時間が経たってるのかなぁ」

　ぼんやりとつぶやいたシロは、なんだか、さみしそうだった。

　シロが生まれる時、僕がまだ生きてるかどうかはわからない。

　人の寿命は、竜の寿命よりもずっと短いから。

　でも、僕たちは家族として生きることを決めてる。もしもシロが生まれたとき、僕がいなくなっていても、シロをひとりぼっちにはしない。

　未来に血を繫ぐ方法はあるし、みんなにも話は通してあるから。

「大丈夫だよ……そのへんは、覚悟を決めてる」

「はい！　間違った意味での『ぶれいこう』ですよね？　お兄ちゃん！」

　イリスはいたずらっぽく笑った。

　……それをここで持ち出すのは反則じゃないかな。

「うん。じゃあ、楽しみにしてるね」

　僕とイリスを抱きしめてから、シロが目を閉じた。

　夢が、終わっていく。

　空を覆っていた雲が晴れて、まわりが明るくなっていく。

「イリスに言いたいことがあったら教えてください。『竜種超越共感ドラゴニツク・エクス・シンパシー』なら、わかりますから」

「もうちょっとシロが魔力を吸収したらね。今は、すごく眠いから」

「あのさ、シロ」

　こういうとき、なんて言ったらいいんだろ。

　シロは再び卵の状態に戻って、しばらくは会えなくなる。

　こんなときの気の利いた言葉なんか、僕は知らないけど──

「……またね」

「うん、またね。ナギおとーさん。イリスおかーさん」

　いつの間にかイリスも『おかーさん』になってる。

　シロの姿が、消えていく。

　夢がぼやけていく。僕たちの目が覚めるんだ。




「シロが生まれたとき、みんなの子どもと会えたらいいかと……」




　そう言って、天竜の幼生体シロは、卵に戻った。










「……おはようございます。お兄ちゃん」

「おはよう、イリス」

　僕たちが目覚めたのは、明け方だった。

　一階では、お湯の沸く音がする。アイネはもう起きてるのかな。

　ドアの向こうで寝息を立ててるのは、セシルとリタかな。ふたりとも心配してたから。

「お疲れさま、イリス。『天竜の幼生体　救済クエスト』は完了だ」

「はい……お兄ちゃん」

　シロの悪夢を消すのは成功した。封印されてた天竜の魔力も解放した。

　だけど、シロが次にいつ生まれるかは、わからない。

　もしかしたら百年以上経って、僕たちが死んだあとってことも──

「もしかしたら明日、再びシロさんは生まれるかもしれません！」

「ポジティブだなイリスは！」

「『陸に着くことを確信しながら、目の前の荒波を越えよ』──イルガファのことわざです。イリスはシロさんの『おかーさん』になったのです。子どもを信じるのはおかーさんの役目です」

　イリスはきっぱりと宣言した。

「もしもイリスが会えなくても、イリスの次の世代が会えるようにしておきます。それが竜の眷属であり『おかーさん』と呼ばれた者の役目でしょう。シロさんをひとりぼっちにしないためにも」

「イリス……ちゃんと考えてるんだな」

「当たり前です。イリスはこういうことを考えさせたら、天下無敵ですよ？」

　むん、とイリスはガッツポーズ。

　それから、照れくさくなったのか、真っ赤になって横を向いた。

　視線の先にあるのは──枕元に置いておいた『天竜の卵』。

　でも、形がかなり変わってる。

　卵は小さな宝石のようになり、まわりには金属製の装飾がついてる。

　装飾はちょうど、腕輪のかたちになっていた。




『天竜シロの腕輪』（ＵＳＭＡＸＲウルトラスーパーマツクスレア）

　中央に『天竜の卵（シロ入り）』が埋め込まれた腕輪。

　魔力を吸収する能力を持つ。

　卵の部分を破壊するのは、基本的には不可能。

　一時的に魔力で円形の楯ラウンドシールドを発生させることができる。

　装備できるのは、シロの「おとーさん」「おかーさん」のみ。




「シロさん。イリスおかーさんはここにいますよ。聞こえますか？」

　イリスは『天竜の腕輪』に話しかけてる。

　でも、シロからの返事はないみたいだ。また眠ってるんだろうな。

「そういえばお兄ちゃん。天竜の残留魔力って、結局どこにあったんでしょうね？」

「魔法実験都市か、それに関係する施設だろうな。百年以上も封印を維持できて、それを秘密にしておける場所は他に思いつかない。ここからでもなにか起こればわかるはず──」

　って、僕が言ったら──




『──オオオオオオオオオオオオオオ────ッ！』




　北西の方角から、竜の咆ほう哮こうが響いた。

　夢の中で聞いたのと同じ声だ。

　窓を開けて外を見ると、遠くに、巨大な光の柱が立ってて──

　僕たちが見てる前で、それは翼を持つ竜の姿に変わって、消えた。

　あれが『天竜の残留魔力』か。

　よかった。現実でもちゃんと解放されてたんだ。

「お、おい。あれは魔法実験都市の方角じゃねぇか!?」

　まわりの家から声がした。

「研究者どもめ……なにやらかした」

　……ほんっとに、なにやらかしてたんだよ。

「シロは……起きないか」

　これで一気に覚かく醒せいするかって期待してたんだけど。

　天竜の魔力が言ってた通り、次に生まれるまでは時間がかかるみたいだ。

　僕が生きてる間だといいなぁ。

　天竜なら『飛行』スキルを持ってるはず。だから、さっきもらった島に行って、そこで自給自足できるかどうか試してみたい。いいよね。南の島でのんきに生活って。

「……行ってみような、『霧の谷』」

　ミイラ飛竜ライジカと、ラフィリアのお姉さんのお墓参りも兼ねて。

　ふたりに「終わったよ」って報告もしたいから。

「さすがに……疲れましたね、お兄ちゃん」

　こてん、と、イリスが僕の膝ひざの上に頭を乗せた。

「せっかくお兄ちゃんと一緒に寝たのに、ぜんぜん眠った気がいたしません」

「イリスは、このまま寝てていいよ」

「お兄ちゃんは？」

「せっかくイリスの側で眠ったのに、ぜんぜん寝顔を見られなかったし、夢を観察することもできなかったから、再チャレンジだ」

「ちょ、お兄ちゃん。それ、ずるい！　頭をなでなでするの、ずるいでしょう？」

　なでなでなで。

「イリスのよわいところ……ばれちゃったからって……おにいちゃ……」

　なでなで、なでなで。

「イルガファのことわざにも……『膝の上で眠るのは、しんらいの……あか……し』……」

　そう言ってイリスは、眠ってしまった。

　シロの夢に入ってる間、僕たちはベッドの上で転がったりもがいたりしてたから、寝間着の帯がほどけてすごいことになってる。イリスなんか裸と変わらない。

　でも、眠ってるところを起こすのも悪いから、このまま見守ることにしよう。

　せっかくのお休みなんだから。

　そのうちアイネが「ごはんできたのー」って、呼びに来てくれるまで──




『パーティに新メンバーが入りました』

　名前：シロ＝ブランシャルカ（ナギ命名）

　種族：天竜（現在は卵）

　性別：女性

　状態：腕輪型のマジックアイテム（次に生まれるまで、半分、眠った状態）

　天竜としてのスキル：不明

　腕輪としてのスキル：「障壁発生」「魔力吸収」「自己再生」

　年齢：０歳（卵状態では数百歳）

　加入時のコメント：「おとーさんすきー。おかーさんすきー。みんなすきー」








第19話「大事なひとの墓参りに行ったら、邪悪な蛇が暴れてた」






『「魔力ポイント」で魔力を回収して、おとーさんの役に立ちたい』

　数日後。

　朝、目を覚ましたら『天竜の腕輪』から、そんな声が聞こえた。

『魔力ポイント』というのは、この世界の魔力が集まりやすい場所のこと。

『霧の谷』はそれを利用して、霧を操るシステムを作り上げてる。だから、解放された『天竜の残留魔力』の一部も『霧の谷』に流れ着くかもしれない、ということだった。

『それに──シロの卵を守っててくれたひとに、お礼言い──たい──』

「わかったよ。シロ。付き合うよ」

　シロは、この世界に知り合いが、ほとんどいない。

　数百年も卵の状態で眠ってたから、知り合いはミイラ飛竜のライジカと、前の世代の天竜の残留思念だけ。あとは、家族の僕たち。

　知り合いのお墓参りがしたいって気持ちもわかるんだ。

　それに『天竜の残留魔力』を手に入れたシロのスキルがどうなるかも気になるし。







　そんなわけで、僕たちは再び『霧の谷』に向かった。

　ただし今回は、前の時とは違う。

『霧の谷』が崩壊した話は、近くの町の冒険者ギルドにも広まってる。霧が消えて安全になったからか、探索に来てる人間もいるって話だ。目立たないように、少人数で動いた方がいい。

　だから、僕たちはパーティを分けることにした。

　僕、セシル、イリス。リタ、アイネ、ラフィリア。その２組に。

　僕たちは『お墓参り組』で、リタたちが『お墓参り支援組』だ。

　まぁ……なにもないとは思うんだけど。







「──人がいますね……」

　セシルの言葉に、僕たちは山道で立ち止まった。

　僕たちがいるのは、ラフィリアが教えてくれた裏道だ。ここからなら、谷に向かう通りを見下ろせる。ちなみにリタたちは、通りを挟んだ反対側の斜面を移動してるはずだ。

「……やっぱり、谷の調査に来てるひとがいたか」

　通りには、十数人の人たちが集まってた。銀色の鎧よろいを着た剣士や、ローブを着た魔法使いっぽい人たち。みんなここの調査に来た冒険者たちだ。

　この様子じゃ、人目につかずに谷の近くに行くのは無理だな。

「シロ。ここからでも『天竜の残留魔力』は回収できる？」

　僕は右腕にはめた『天竜の腕輪』に触れた。

『……ぎりぎり……ちょっと時間……かかる…………かと』

　腕輪から、眠そうな声が返ってくる。

「了解。じゃあ僕たちは物陰でのんびりしよう。シロの魔力回収が終わったら離脱だ」

「「はーい」」

　リタたちには『意識共有マインド・リンケージ』でそのことを伝えて、僕とセシル、イリスは物陰に移動した。

　ここなら、通りからは見えない。シロの魔力回収終了まではひそんでいられるだろう。

　木の枝の隙間からは、道を行く人の姿が見える。

　動いてるのは──え？

　いつの間にか、動いてるのが１人だけになってる。

　そのまわりを、冒険者たちが遠巻きにしてる。

　動いてる人物の顔は──フードをかぶっているからわからない。

　そのまわりにいるのは……蛇か？

　黒い皮で作られたような蛇が数匹、その人を取り囲むようにうごめいてる。蛇の頭には赤い結晶体がついてる。そのすべてが、岩で埋もれた『霧の谷』に向かって、まっすぐに進んでいる。

「おおっ!?」「な、なんだお前は──？」「や、やめ……」

　蛇にまとわりつかれた冒険者たちが……倒れていく。ちょっと待て。なんだよあれ。

　こっちが手を出す暇もない。十数人いた冒険者たちは、全員、地面に倒れてる。死んではいない。でも、顔色が真っ青だ。身体からだがぴくぴくしてるけど……動けないみたいだ。

「……魔力を吸われたみたいです」

　僕の隣で、セシルが言った。

「あの蛇が魔力を吸収して、冒険者さんたちを『魔力切れ』で倒してるんです。人造の生物だと思います。ゴーレムさんたちと同じ……」

「でも、お兄ちゃん……あれって」

　イリスが震える声でつぶやく。

「夢の中で見た『アズルガの黒蛇』でしょうか……？」

「うん。天竜の魔力を吸ってた、封印と同じ奴だ」

　あの蛇は元々、天竜の魔力を喰くらう寄生虫で、それをモチーフにしたのが、あの封印だった。

　谷の跡地でうごめいてるのは、同じ姿の使い魔だ。それが冒険者の魔力を喰らってる。

「……規格外の力でこの世界の人たちを問答無用でぶちのめす、そのやり方。相手を対等の人間とも思っていない、その態度。『偽魔族』やエテリナ＝ハースブルクにそっくりだ」

　ってことは『来訪者』か……やだなぁ。

　出会う可能性は考えてたけど、一番嫌なタイミングで的中した。

「シロ、魔力の吸収に変化は？」

『……人造生物なんかで、天竜の魔力は奪えないかと』

『天竜の腕輪』から声が返ってくる。

『でも……きもちわるい。みんなで魔力に嚙かみついて、たかってるみたい……吐きそう』

　そう言ってシロの声は消えた。

　街道の方では、蛇の群れが谷に向かって進んでる。

　谷そのものはライジカが封じたから、今は崩れた岩でうずもれてる。蛇たちはそこに身体をおしつけて、頭の結晶体を光らせてる。残った魔力をなめ回してるみたいだ。正直、見てて気持ち悪い。

『リタ。まわりに他の人間の気配は？』

　僕は頭の中で、リタにメッセージを送った。

『う……うぅ。頭の中でナギの声がするよぅ……恥ずかしいよぅ』

『おーいリタ。落ち着いて。はい、深呼吸』

『は、はい。すーは、すーはっ』

　向こうでリタが深呼吸する気配。

『も、申し訳ありませんご主人様』

『リタは「意識共有」するの初めてだからしょうがないよ。それで、目の前のローブの人間は見えてるよね。そいつ以外に、人の気配は？』

『ないわ。たぶん、単独行動ね。それと、ラフィリアの方で情報があるみたい』

『古代エルフの知識か？』

『うん。あの黒い蛇は「アズルガの黒蛇」って言うんだって。「竜にたかって、鱗うろこを囓かじり取る邪悪な蛇」よ。もしくはそれを模したもの』

　僕とイリスの意見と、ラフィリアの知識が一致した。

　ってことは、あれを操ってる奴は──

『竜の関係者を潰つぶそうとしてるってことか』

『うん。私と、アイネとラフィリアも同じ意見よ』

　そう言って、リタからの通信は切れた。

　僕は、この谷を攻略に来てた、カルミナ＝リギルタの言葉を思い出す。

　彼女は依頼されて『竜の遺物』を探しに来ていた。それを王家に献上するか、あるいは、歴史の闇に葬るために。だけど天竜はもともと、人間とデミヒューマンの保護者だ。それを今の王家が潰そうとする理由がわからない。

『天竜の残留魔力』の封印だってそうだ。

　まともに考えるなら、魔王がいる現在、天竜には転生してもらった方がずっといいはずだ。封印する理由なんかどこにもないのに。

「……考えてても仕方ないか」

　あの蛇のことを、シロうちの子が気持ち悪がってる。

　そしてここはミイラ飛竜の墓所で、ラフィリアのお姉さんの棺があるところ。

　最後に、こっちは天竜に依頼されて、その残留魔力を回収中。

　優先権は、僕たちにあるはずだ。

「あの蛇たちを止める。少なくとも、シロの魔力回収が終わるまで」

「「はいっ」」

　僕の言葉に、セシルとイリスが勢いよくうなずいた。

　それから、少しでも情報を得られるかどうか試してみよう。

　貴族が竜と、その遺産に関わりたがる理由と、奴らの本当の目的を。








第20話「仲良しチートの奴隷少女たちは『パーティ名』にこだわりがあった」






「完かん璧ぺきだ」

　純白のフードの中で、彼女は笑った。

　使命はとても簡単。『霧の谷』に行き、その場にいる者の魔力を食い尽くし、倒すだけ。

『白いギルド』は、いつも彼女に完璧な使命をくれる。

　自分が重大な存在だということを、肌で感じさせてくれる。

「さぁ、いらっしゃい、天竜の代行者」

　竜とはプライドの高いもの。そして、愚かな者だ。

　自分たちの領域を荒らされて、黙っていられるわけがない。

　カルミナ＝リギルタのしたことは、失敗だったが重要だった。貴重な情報を得ることができたのだから。『白いギルド』は貴族を殺すことはできないが、強引に情報を得るくらいなら許されてる。

　だからもう、彼女の付き人などという、つまらない仕事は終わりだ。

　言うことを聞かない貴族など、相手にしていられない。自分の目を盗んで、谷を攻略しようなどとするから、敵にやられてしまうのだ。まぁ、情報を得られたことだけには感謝しよう。

「……貴様……は、なぜ……こんなこと……を」

「眠っていなさい」

　彼女は、起き上がろうとしている冒険者の胸に手を当てた。

　手のひらから、青白い炎が噴き上がった。

「ぐっ。ぐああああああああっ!!」

「目を覚ましたとき、あなたは忘れているでしょう。このことも。自分のスキルのことも」

　胸を押さえて転げ回る冒険者を尻しり目めに、彼女はまた歩き出す。

　谷の奥へ。

　彼女の使い魔をもって、『霧の谷』にあるものを、砂粒の一片にいたるまで舐なめ回し、魔力の欠片かけらにいたるまでも吸い尽くすために。

「行きなさい。『アズルガの黒蛇』！」

　ざわり。

　倒れた冒険者たちに絡みついていた蛇たちが、動き出す。

　額を飾る赤い結晶体を光らせて、魔力を求めて、谷の奥へ。

「おや……？　なにかあったのか？」

　彼女は戻って来た蛇の顔を見た。

　岩の隙間に潜り込んでいた者だ。なにかを見つけて、戻って来たようだ。

「くだらない……飛竜ワイバーンのミイラか」

　彼女は吐き捨てた。

　蛇がくわえていたのは、ひからびた皮に包まれた、飛竜の頭ず蓋がい骨こつだった。もう完全に機能は停止しているのだろう。眼がん窩かはうつろで、なんの光も灯ともっていない。

「こんなもの『ギルドマスター』に見せる価値もない」

　彼女は尖とがったブーツで、飛竜の頭部を踏みつけた。

「もっと他になにかあるでしょう？　こんなミイラなどではなく！」

　そうでなければいけない。崇拝する『ギルドマスター』は、ここが天竜の墓所だと言ったのだから。異世界から召喚された勇者の中でも、特に選ばれた者の前にだけ現れる『ギルドマスター』は、彼女の使い魔を「素晴らしい」と言ってくれた。当時、パーティを組んでいたチートな仲間たちをさしおいて、彼女だけに『第８世代の能力』をくれたのだ。

　その思いには応えなければいけない。

　他の『第８世代の勇者』に負けないためにも。

「目障りなミイラめ！　うっとうしい!!」

　彼女が飛竜の頭を蹴り飛ばそうとしたとき──

　谷の右側の斜面、なにかが光った。

「ふれいむ、あろーっ！」

「蛇よ！」

　光が見えた瞬間、彼女は宣言した。

『黒蛇』が彼女をかばうように飛び出し、その皮膚に『炎の矢フレイムアロー』が炸さく裂れつする。

　が、それは蛇の皮膚に当たって散っただけ。

　愚かな。

　その程度で『第８世代の勇者』の使い魔が殺せるものか。

「見つけたぞ。『天竜の代行者』」

　滅ぼす。

　竜の関係者は、すべて消さなければならない。

「竜殺しの寄生体よ、行きなさい。あなたの好物がそこに」

　彼女は『黒蛇』に指示を出す。谷を舐めつくすように進んでいた数十体の蛇が、一斉に斜面の方を向く。駆け上がる。バラバラに動いていたものが、ひとつの生物のように。

「ふれいむあろー！　ふれいむ、うぉーるっ!!」

　再び、『炎の矢』が『黒蛇』の群れを叩たたく。

　さらに噴き上がる『炎の壁フレイムウオール』が、群れの行く手に立ちふさがる。

「──無駄だ！」

　彼女は叫んだ。

「『アズルガの黒蛇』は竜の魔力さえも喰くらう生物。そんな低レベルの魔法では殺せぬ！」

「黙れ」

　声がした。『炎の矢』が飛んできた方からだ。

「その足をどけろ『来訪者』！　その遺体は、貴様が踏みつけにしていいものではない！」

『来訪者』──その言葉を知っているということは、やはり。

「『天竜の代行者』を騙かたる者よ。貴様はやはり『闇落ち勇者』か？」

「『闇落ち勇者』？」

　返ってきたのは、笑い飛ばすような声。

「そっちの方が、よっぽど『闇落ち』だろう？　問答無用で冒険者や衛兵を倒し、天竜の影がある場所を汚した。ここを守り続けた者の遺体を踏みつけて笑う。そんな勇者がどこにいる!?」

「我々は、ただ秩序のために」

　彼女は迷わず、告げた。

「この世界は人のためだけにある」

「違う。この世界はさまざまな生物が入り交じって暮らす場所だ。天竜はその守り神だろう？」

「竜など！　そんなものがいるから人の権威が落ちるのだ！」

　彼女は思い出す。

　この世界に喚よばれてからあったことを。

　勇者として召喚され、『アズルガの黒蛇』に覚かく醒せいした。

　王さえも知らない、上位ギルドに選ばれた。そして手に入れたもうひとつのスキル。

『天竜の代行者』の声は──ギルドの方針を否定している。つまり、敵だ。

「潰す。捕らえて、スキルをすべて『焼いて』、無に返す」

「……うん。話が通じないってのはよくわかった」

　同じ口調で『天竜の代行者』は言った。

　淡々とした、女性の声で。

「じゃあ。いいかな。敵はこっちに引きつけたし。やっちゃえ！　私のかわいい妹さん!!」




「──『原初への帰還を堕と呼ぶ──』」




　声がした。

『天竜の代行者』がいるのとは逆側の斜面からだ。




「──『原初へと還かえれ。身に宿りし魔力も。物に宿りし魔力も。心に宿りし魔力も』──」




　まあいい。

　この『アズルガの黒蛇』は無敵の使い魔だ。

　竜にさえ寄生する伝説の生物を模したもので、魔法の鎧よろいに匹敵する装甲を持っている。遠距離戦はできない代わりに、触れたものの魔力を奪うことができる。集団戦と、拠点攻略においては、まさに無敵の使い魔だ。




「──『故に、ここに魔と呼ばれる流れを根源に還す』──行きます!!」

「食らいつくせ！　『アズルガの黒蛇』!!」




「古代語魔法──『堕力の────矢』!!」




　次の瞬間、巨大な黒い矢が、密集状態の『アズルガの黒蛇』をなぎ払った。

『ＫＹＵＵＵＡＡＡＡＡＡＡＡ────っ！』

　漆黒の使い魔が、悲鳴を上げる。

　勢いよく斜面を登っていた蛇すべてが、黒い矢に触れた直後に、動きを止めた。

「ばかな!?　魔力切れだと!?」

　命じても、腕を振っても、『アズルガの黒蛇』は反応しない。

　それどころか、身体からだを維持することもできずに、黒い粉になって消えていく。

「なんだ……これは。なんだこれは！　なんだこれは────!!」

　絶叫する彼女の前に──黒い布で顔を隠した少年が降りてくる。

「──お前が『来訪者』なら、聞きたいことがある」

　彼は言った。

「『白いギルド』と、貴様がここに来た理由を教えてほしい。王家と勇者は、竜に関わるものを潰つぶすことで、なにを企たくらんでいる？」

　彼女を、静かに見据えながら。










「──なにを企んでいる？」

　僕は距離をおいて『黒蛇使い』と向かい合いながら、告げた。

　作戦は単純だった。

　僕たちはパーティをふたつに分けていた。谷に通じる通りを挟んで、左右に。

　だから『意識共有マインド・リンケージ』でメッセージを飛ばして、リタに『天竜の代行者』っぽいセリフを言ってもらった。ラフィリアには敵を引きつけるために、火炎魔法を使ってもらった。

　ほどよく『アズルガの黒蛇』が集まったところで、セシルの古代語魔法を発動。

　敵の使い魔の魔力を完全にゼロにして、活動停止に追い込んだ。

『堕力の矢』は、対象の魔力を奪い取る。今回使ったのは、その古代語版だ。ゴーレムみたいな巨大な敵を相手にするときのために、セシルが開発していたそうだ。

『アズルガの黒蛇』が魔力で動いてるってのは、セシルとシロの分析でわかってた。だから、一掃するには、敵を一カ所にまとめるだけでよかった。

「あとは……情報収集だけって思ってたんだけどな」

　僕は地面に転がった『ミイラ飛竜ライジカ』の頭部を見た。

　もう、死んでる。たぶん、谷を崩したときに力を使い果たしたんだろう。僕たちと話してたときに見えた目の光は消えてるし、口が動くこともない。

　ライジカは元々、岩で自分を粉々にして、眠りにつくつもりだった。

　それが、谷を崩したとき、偶然岩の隙間に挟まって、浅いところに押し出されたんだろう。

「ごめんな。これが終わったら、もう誰もあんたに触れられないようにしてやるから」

　こんなくだらない敵なんかが、二度と手出しできないように。

「いい加減にしろよ……『来訪者』」

　久しぶりにこっちも頭に来てる。『来訪者』の前に姿をさらしたのはそのせいだ。

　谷の入り口だったこの場所が、シロにとって一番ちょうどいいってのもあるけど──ライジカの遺体が踏みつけにされてるのを見てたら、黙っていられなかった。

「今まで我らは、様々な『来訪者』と出会ってきた」

「……なに？」

「魔法の鎧を身につけた者、怪しい空間を作り出す者、人を操る者もいた。貴様も『来訪者』なら、答えよ。ここは天竜に関わる聖地。それを知って汚そうとした理由を。貴様らの本当の目的を」

　顔を隠す布を押さえて、安全距離を取って、僕は言った。

　奴らの目的がわからないと、落ち着いて有給休暇も過ごせない。

　なんか、嫌な運命でもあるみたいに、行く先々に現れるんだから、こいつら。

「それとも……貴様は語る力も持たない魔物の一種か？」

「……なんだと？」

「貴様は語ることもせず、人をただ襲っていただけだからな。『天竜の代行者』を前にしても、その目的を語ることさえもできないというなら、それはただの魔物だ。違うか？」

「──殺す」

「そうか。じゃあ冥めい土どの土産に語るがいい」

　僕のセリフを聞いて、『来訪者』は、ぎり、と歯がみした。

　怒ってるのがわかる。でも、それはこっちも同じだ。

「どうした？　あんたは僕を殺すのだろう？　殺す相手にさえも語る言葉を持たないのか？　それとも、殺すことができないから話さないのか？　異形の蛇を操って背後から襲うことはできても、正面から戦うことはできないと？　くだらねぇな。ったく！」

「貴様のような存在は、世界の秩序を乱す！」

『来訪者』はフードを跳ね上げた。

　金色の髪と青い目があらわになる。知らない顔だ。僕たちとは別に召喚された奴か。

「この世界は、王と貴族と、勇者によって支配されなければならない」

　同時に、彼女は腕を振る。足下に黒い毛虫のようなものが落ちて──それが巨大化して『アズルガの黒蛇』に変わる。数は１体だけだ。奴の魔力も限界か。

「天竜のような『人の願いを叶かなえるもの』は邪魔」

「なぜだ？」

「王と貴族以外に、人を幸せにしてくれる者がいたら、民は支配に応じなくなる！　ギルドマスターは言った。港町イルガファがそうだと。海竜などというものを崇めているから、あいつらは対等に交渉してくる。他の町がそうしたらどうすればいいのか？　って」

「対等に交渉しろよ」

「どうして支配階級の者が、庶民と交渉しなければいけない!?」

「最低の論理だな」

　結局、勇者が竜に関わるものを潰そうとしてるのは、王の支配権を強めるため、ってことか。まぁ、そりゃ他に選択肢がなければ、王様に従うしかないだろうけどさ。

　でもさぁ、それだと魔王の脅威はそのままだよな。

　なんであっちを放置して、人の味方になってくれる方の遺物を壊して回ってるんだよ。

「『天竜の代行者』を騙る者よ。貴様の正体は……『闇落ち勇者』か？」

　少女は言った。

「なんだそれは」

　聞いたことないな。『闇落ち勇者』って。

「『ギルドマスター』が討つべし、と決めた者だ」

　少女は足下の『アズルガの黒蛇』に指を這わせながら、言った。

「治安を乱す者。前に、港町を騒がせた『闇落ち勇者』は第８世代の勇者に裁かれた。そう、我々は治安を守っている。それが我が『白いギルド』の──」

「いや、侯爵令嬢エテリナ＝ハースブルクは『白いギルド』に命じられたって言ったけど」

　沈黙が落ちた。

　少女の肩が、震え出す。怒っているのか？

　でも、確かにエテリナ＝ハースブルクはそう言ってた。温泉地で襲ってきた『偽魔族』も、元々は『白いギルド』に所属していた。解雇通知を、僕も見た。

　ってことは──

『白いギルド』は、世界を乱すことと、それを治めることと、両方やってるってことか？

「……なんだそのマッチポンプ」

「ふ、ふざけるな────!!」

　あ、やっぱキレたか。

「我々『来訪者』がそんなものであるはずがない！　私たちは世界を守っている!!　世の理ことわりを乱すのは、欲に惑わされ、闇に落ちた勇者たちだけだ！　『闇落ち勇者』を『白いギルド』が操るなど、あるわけがない!!　ふざけるな────っ!!」

　ぶぉ、と、魔力が渦を巻いた。

　少女の足下にいる『アズルガの黒蛇』が巨大化していく。同時に、少女の顔が真っ青になっていく。魔力切れの兆候だ。こいつ、体内魔力を全消費して、使い魔を強化してるのか!?

「不快なる『天竜の代行者』!!　我が身をもって『白いギルド』のために、貴様を食らいつくす！　消えろ────っ!!」

「ご主人様──っ!!」

　ごすっ！

　斜面から飛んできたリタが、『巨大アズルガの黒蛇』のどてっぱらに蹴けりを飛ばす。直径数メートルの蛇がのたうち、真横に倒れる。けど、リタも『神聖力』を吸われた。後ろ向きに飛んで、そのまま膝ひざをつく。黒蛇の動きも、止まる。

「せめて、貴様の能力は焼いてくれる──」

『来訪者』は黒蛇の背中を蹴り、飛んだ。速い。さすがは『来訪者』。蛇の召喚能力の他に、運動能力系のチートスキルを持ってそうだ。

　まったく。これだから『来訪者』の相手は嫌なんだ。

　リタには「手を出さなくていいよ」って言ってたのに……無茶するから。あとで体調のチェックもしないと。

「喰らえ！　『能力寄生魔炎スキル・フレイマー』を！　これが第８世代の勇者の力だ!!」

　少女は青い目を見開いて叫んだ。

　こいつとは長々と話してたけど、結局、会話は成立しなかったな。あっちは使命に燃えてるから、しょうがないか。というか『第８世代の勇者』ってなんだよ。

　まぁいいか。

　話してたのは、時間稼ぎがしたかっただけだ。

　僕が『魔力が集まるポイント』に立つ必要があったから。シロによると、僕が立っているこの場所が、魔力溜だまりの中心だ。

　そこに『天竜の卵』があれば、谷に集まった魔力はすべて回収できる！

「──シロ」

『はい。おとーさん！　谷の「残留魔力」は全部もらったかと！』

　右腕につけた『天竜の腕輪』から答えが返ってくる。

　防げるし、理解できる、と。

「おとーさんとして命ずる」

　僕は『シロの卵』に向けて、宣言する！

「我が最初の子ども、シロよ。そのスキルを解放せよ！」

『はい。おとーさん！　発動するよ「反射の渦リフレクシヨン・メイルシユトローム」!!』

　ふぉん。

　僕の目の前に、白く輝く渦が発生した。

「────な!?」

『来訪者』が目を見開く。けど、彼女は止まらない。
















　青い炎をまとった拳こぶしを、まっすぐにこっちに向けてる。

　その拳が──シロが生み出した『白い渦』に吸い込まれた。

『ぶんせきだよー』

　シロの声が、僕の頭の中に響き渡る。

　これが『反射の渦』の能力だ。

　生前の天竜は『よくわからない謎の力』で、翼を切り落とされて死んだ。

　だけど、死の直前『理解して叩き返す』能力を作り出そうと考え、残留魔力はそれを編み上げてきた。シロがここで吸収したのは、そのスキルだ。







『反射の渦リフレクシヨン・メイルシユトローム』




『天竜シロの腕輪』の固有スキル。

　攻撃を受けると発動。

　相手のスキルを理解し、その効果をそのまま相手に返す。

　強力なスキルだが、一度使うと再チャージに十数日かかる。







「うぉおおおおおあああああああああっ!?」

　腕を渦に飲み込まれた『来訪者』が絶叫してる。

　僕の視界には、奴の能力が表示されてる。







『能力寄生魔炎スキル・フレイマー』




　相手の体内にあるスキルに、青い炎を寄生させる。

　寄生した炎はスキルの発動を封じ、それに関わる記憶へのアクセスを防ぐ。

　スキルクリスタルを取り出せば記憶は戻るが、そもそもスキルに関わる記憶さえも消えてしまうため、処理するのは非常に困難。

　射程はきわめて短く、接触するくらいの距離でないと炎が寄生しない。

　それと……すごく気持ち悪いよおとーさん。これ、たぶん、天竜とは相反する力だよ……。







「……シロが気持ち悪いって言うのもわかるな」

　人のスキルを封じて、しかもそのスキルに関わる記憶さえも消すって、最悪じゃねぇか。

『白いギルド』はこうやって『来訪者』を処理してきたのか？

　スキルを汚染できるなら、どんなチートスキルだって意味がない。王様や魔法使いが、堂々と『来訪者』を召喚してる理由がこれか。まさにこれは、勇者封じの切り札だ。

『……おとーさん……この炎……どうしよーかな……？』

「本人に返せる？」

『できるけどー、かなり派手になるかとー』

「いいよ、お願い」

『しょーちかとー』

　シロの眠そうな返事が返ってきた瞬間──




　僕の背後に、魔力で作られた『天竜の翼』が生まれた。




「あ、あ、あああああああああ────っ!!」

　目の前にいる『来訪者』が絶叫してる。シロが作り出した『翼』は『反射の渦』の余波だ。相手の能力をそのまま跳ね返すという超絶スキルを発現させるために作り出した、翼の形をした魔法陣。その巨大な魔力が、地面に転がる岩を削り、灼やいていく。

「シロ──出力を調整。人には危害を加えないように。それと、ライジカとラフィリアのお姉さんの棺を──」

『うん。わかってるよー』

『翼』が影響を与えるのは、生命を持たないものだけだ。

　かつて、人の守り神だった天竜の在り方そのままに、岩や瓦が礫れき、そして──ミイラ飛竜ライジカだったものを、『翼』は灼いて、灰にしていく。「誰も触れられないようにする」っていう僕のセリフを、シロも聞いてたのか。

　なんとなくだけど、わかる。岩の隙間に潜り込んだ『翼』は、ガブリエラ＝グレイスの棺も灼いてくれてる。天竜の墓所だったここのシステムを、もう誰にも汚されないように。

「あんたの炎は返すよ、『来訪者』」

　白い渦から、青白い炎が噴き出した。

　スキルの持ち主である『来訪者』に向かって。

「──────あががががががががががががっ!?」

　青白い炎は、『来訪者』の胸へと入り込んでいく。シロのスキルは、相手の力を掌握した上で跳ね返す。奴の『能力寄生魔炎』を狙って汚染できたはずだ。

　汚染系のスキルに、それ自身の炎をぶつけたらどうなるか──

「──はぅっ！」

　ぽんっ。

　奴の胸の中心で、音がした。

　同時に、少女を包み込んでいた青白い炎も消滅して──




『第８世代スキルの消滅を確認』

　聞いてると気分が悪くなるような声と共に、黒い影がわきあがった。

『適合因子を破壊された。再インストール、不可能』

『我々のいにしえの契約により』

『治安の維持と──支配の継続を──』




「発動『遅延闘技デイレイアーツＬＶ１』えい」

　ぶん。

　僕は魔剣レギィを振った。

　漆黒の刃が黒い影を両断して──消し去った。

「ラフィリアの『不運招来』を書き換えた時と同じか……」

　彼女のスキルは、古代エルフが作ったものだった。

　でも、そいつらは絶滅したはずだ。ということは、このスキルは誰が作っている？

「どうでもいいけど……関わりたくないなぁ」

「う……うぅ」

　倒れてた『来訪者』が目を覚ました。

『アズルガの黒蛇』は彼女の意識が消えると同時に、姿を消してる。

「……お前は、誰だ」

　頭を振って起き上がった彼女は、僕をにらみ付けた。

「私の崇拝者の敵か!?　私が心から崇めるあの──」

「あの？」

「──あれ？」

『来訪者』は首をかしげた。

「私が崇拝していたのって……誰？　私のスキル……そう、蛇のスキル。えい」

　彼女が手を振ると、小さな黒い蛇が現れた。勇者としてのスキルは残ってたみたいだ。でも、力が弱くなってる。『能力寄生魔炎』は、蛇召喚スキルも多少は灼いたのか。

　それと、シロの感触からすると、もう『能力寄生魔炎』はインストールできない。天竜の力で反射したことで、あの変なスキルへの抗体が入ったみたいだ。

　それに『白いギルド』の記憶も、もう残っていないはずだ。

「とりあえず、町に戻った方がいいんじゃないかな」

「……そう、なのかな」

　彼女はまだ、混乱してるみたいだった。

「それだけの能力があれば、冒険者もできるだろ。勇者に戻りたいのなら、王様のところに行けばいい。選ぶのはあんた次第だよ」

「わ、わかった」

　少女は首を振って立ち上がった。

　そのまま山道を降りていく。僕はその前に、適当な羊皮紙に、彼女が冒険者になにをしたのかを書き残して、彼女の服の隙間に忍ばせておいた。でないと、あとで冒険者たちにボコられるかもしれないし。

「『白いギルド』に見つからないといいけどな」

　そこまで責任は取れない。

　それにあの『能力寄生魔炎』ってギルドが与えたんだろうけど……別に強くないよな？

　接触系スキルだし、戦闘能力の高い相手にはカウンター攻撃を喰らう。今回みたいな反射系のスキルが相手だと、問答無用で使用者をバグらせられる。

　よくこんなハイリスク、ハイリターンなスキルをインストールするよな……。

『能力寄生魔炎』って、ただの初見殺しじゃねぇか。

「……よし。決めた」

　イリスにお願いして、そこいらの町の冒険者ギルドに『能力寄生魔炎』の警戒情報をばらまいてもらおう。匿名で。こいつは危険なスキルだけど、わかってれば対処法は難しくない。

　対策も含めて広めて、これ以上、被害者を出さないようにしとこう。

「よいしょ、と」

　それから、僕はふらふらしてるリタを、背中に担いだ。

「お疲れ様。リタ。だけど、無茶したら駄目だろ」

「……シロちゃんのためだもん」

　歩き始めた僕の背中で、リタがつぶやいた。

「私、シロちゃんのおかーさんだもん。シロちゃんはナギの子どもなんだもん。ほんとの子どもができるまで、シロちゃんのおかーさんとして、私が守ってあげるんだもん……」

「……ありがと、リタ」

「家族なんだから、お礼なんか……いいもん」

　そう言って、リタは眠ってしまった。

　僕の隣にはアイネとラフィリア、それとイリス。

　セシルは魔力の使いすぎで疲れたのか、アイネの背中で眠ってる。銀色の髪を撫でると、えへへ、とうれしそうに笑う。セシルも今回はがんばってくれたからな。古代語『堕力の矢』がなければ『アズルガの黒蛇』は止められなかった。

　その正体を教えてくれたのはイリスで、ここまでの道を示してくれたのはラフィリア、アイネは敵の記憶を消してくれたし、レギィもシロも助けてくれた。おかげで敵のこともわかったし、『来訪者』を撃退することもできたわけなんだけど──

「『第８世代の勇者』か……」

　わざわざ世代分けするってことは、新世代の方が強いってことだろうな。

　そいつらがみんな、勇者対策用のスキルと、集団戦用のスキルを持ってるとしたら……。

「手強そうだな。第８世代の勇者」

「ううん。全然問題ないと思うの」

　僕の隣を歩きながら、アイネが言った。

「なぁくんとアイネたちが、そんなのに負けたりなんか、絶対にありえないの」

「……アイネのその自信はどこから？」

　僕は言うと、『お姉ちゃん』は、えっへん、と胸を張って、

「だってアイネたちは『外なる九つの告死姫たちナイン・アポカリプス』なの。数がひとつ多いから、第８世代の勇者なんて楽勝なの！」

「その設定まだ覚えてたの!?」

　それは元々、僕が元の世界で作ってたゲームのタイトルだ。うっかりレティシアに『パーティ名だ』って言っちゃったせいで、彼女が敵に向かって叫んじゃったんだけど……そんなの忘れかけてたよ。まだ生きてたの、その名前!?

　むちゃくちゃ恥ずかしいんだけど……中二病まるだしで。

「マスターのパーティには、そんなかっこいい名前があったですか!?」

　ラフィリアは、ぽん、と手を叩いた。

「イリスも知りませんでした！　なるほど。確かにそれなら『第８世代の勇者』も楽勝でしょう！」

　イリスは、えいえいおー、って感じで、拳こぶしを突き上げた。

『我も初耳じゃぞ！　主ぬしさま!!』

　レギィは魔剣状態のまま、僕の背中で震えだしてる。

　まずい。このままだとパーティ名が『外なる九つの告死姫たち』で定着しそうだ。

　急いでまともな名前を考えないと。

　万が一『第８世代の勇者』と渡り合うことになったとして、「『外なる九つの告死姫たち』に勝てると思うか!?」ってみんなが言い出したら……恥ずかしすぎる。『来訪者』と対立することよりも、『能力寄生魔炎』よりも、ずっとそっちの方がピンチだ。

「あ、あのね、みんな……」

「うん。レティシアも気に入っていたの、この名前。やっぱりみんなもいいと思うよね？」

「むろんです！　マスターはやっぱり、あたしの気持ちをわかってくださっているです！」

「九つの告死姫たち……ということは、９人の仲間がいるという前提でしょうか」

『主さまがそこまで考えていたとはな……』

　なにこの羞しゆう恥ちプレイ。

　僕たちがいるのは、谷を後にした獣道。

　ピクニック気分で歩くみんなは大盛り上がりで、もはやパーティ名の改名なんか受け入れそうもない。お姉ちゃんの記憶力と、ラフィリアの『かっこいい好き』を甘く見ていた僕の失敗か。

　そのうちにイリスのセンスも加わって、数十歩歩くうちにパーティ名は完全確定。

　さらにどんな話になっているかというと──

「９人ということは、アイネたちの他にも、奴隷が増える予定ってことなの？」

「セシルさま、リタさま、アイネさま、あたし、イリスさまにシロさん、それと、レギィさま」

『ちょっと待てエルフ娘よ。我の順番をもっと先にせんか』

「待って。なぁくんは、奴隷限定とは言ってないの！」

「なるほど！　では、前にパーティに入っていたというレティシアさまも!?」

「これで８人でしょうか。では、最後の１人は!?」

『我としては純粋さとえろさの二面性を持つ娘がいいのじゃが！』

　山を出て、坂を下りて、街道に出たところで──

　アイネ、ラフィリア、イリスは、呼吸を合わせたみたいに、ぴたり、と立ち止まり。

　それから一斉に僕の方を見て──

「なぁくん」「マスター」「お兄ちゃん」『主さま』

　レギィも加わって、それぞれの呼び方で僕を呼んで、

「「「『９人目はどんな子になる（の）（ですぅ）（でしょうか）（のじゃ）!?』」」」

　なぜか目を輝かせながら聞いてきたから、僕は、

「そんな予定はないから────っ!!」

　と、空に向かって叫ぶしかなかったのだった。




　お仕事も終わり、問題も片付けて、目的を果たした昼下がり。

　有給休暇も後半戦に入りかけた、そんな一日の出来事だった。








番外編「魔剣レギィと、お似合いの水着」






　ナギとセシルが屋根裏に『天竜の卵』を隠している頃──

　人の姿になったレギィは、リビングのテーブルの下に潜んでいた。

　──ふふふ。まもなく少女たちの水着の試着が始まるはずじゃ。わくわくするのぅ。あやつらが、主ぬしさまを想おもい、はじらいながら着替えるところを想像すると……。

　今日は１日『働いてはいけない』と、ご主人様から命じられている。

　つまりそれは「趣味に走っていい」ということに違いない。

　そんな感じで拡大解釈したレギィは、本体をこっそり戸棚に隠し、分身であるちっちゃな姿でリタ、アイネ、ラフィリア、イリスの水着姿を愛めでることにしたのだった。

　──これも奴隷としての役目じゃ。あやつらが主さまの好まぬ水着を着ていたら、注意してやらねばな。あらゆる美姫を見てきた我ならば、似合いの水着を選ぶこともできよう。

　しばらく待っていると、廊下から、４人分の足音が聞こえた。

　ほくそ笑んだレギィは、リタたちの会話に耳を澄ませる。

「ナギ、私の水着、ほめてくれるかなぁ」

「ご主人様に水着を見てもらえるのは、幸せなことなの」

「いざとなったらあたしが水着の結び目を『器物劣化』して、マスターの目をみなさんに釘くぎ付づけにするです！」

「イリスも覚悟を決めました！　立派なものをお持ちの皆さまとご一緒するのは怖いですが……がんばります!!」

「「「「おー!!」」」」

　ドアの向こうでかけ声をあげる４人の声を聞いていたレギィは、ふと、首をかしげた。

　──心が浮き立たぬ……。

　さっきまでは、みんなの水着姿を愛でるのを楽しみにしてたのに。

　──おかしいのぅ。我はどうしてしまったのじゃろう……。

　レギィはテーブルの下から抜け出した。

　ここで奴隷少女たちの着替えるのを眺めるのが、とてもつまらないことのような気がした。

「……そういえば、余り物の水着があったのう……」

　レギィは物置に通じる扉に向かって歩き出した。




「というわけじゃ主さま。ここに名前を書いておくれ」

「なんでスク水!?」

　僕の目の前に現れたレギィが着ていたのは、黒いスクール水着だった。

　人の姿のレギィは白いゼッケンを手に、僕に名前を書いてと言ってる。

　なんだろう、このツッコミどころしかない状況。

「スク水なんかどこにあったんだよ」

「ちびっこ巫女みこ娘の『余り物水着袋』に入っておった」

「余り物って……」

『来訪者』は以前から来てるみたいだから、そいつら経緯で伝わったんだろうな。スク水。

　レギィが胸を張ったからわかった。このスク水、裏地にサポーターがついてない。異世界の人、そこまで再現はしてくれなかったんだね。確かに、ゼッケンは付けた方がいいな。

「でも、名前まで書くことないんじゃないか？」

「自分の持ち物には名前を書くものじゃろ？」

「いや、持ち物に書くのは自分の名前だよね」

「これはなんというか……我が完全に主さまのものになった証あかしの、署名のようなものなのじゃ」

　そう言ってレギィは、僕の手を取った。

　不思議なくらい真面目な顔でひざまずき、僕の手を両手で捧ささげ持もつ。

「我はもう、主さま以外のものになる気はないからの。魔剣と風ふ呂ろに入ったり、遊んだりする主人など、世界の終わりまで待っても、もう現れぬじゃろう。我の主人は、主さまで終わりじゃ」

「終わり……って、僕が死んだらどうするの？」

「主さまの子どもと遊ぶ」

「いいのかそれで」

「いいのじゃ」

「……そっか」

　うなずいた僕の胸に、レギィは頭をくっつけた。

　ツインテールの髪は今日はほどいて、背中までのストレートになってる。レギィは、照れくさくなったら顔を隠せるようにじゃ、って言って、照れたように笑った。

　それから僕はレギィの名前を書いた。

　この世界の文字はまだ不慣れだから、ぎざぎざな感じになっちゃったけど、レギィは「上う手まくなったらまた更新してもらうからよいのじゃ」って。

　レギィは天竜と同じように長い時を生きるものだから、色々考えちゃったかもしれない。

「うむ、次は奴隷少女たちの分じゃな」

「みんなの？」

「そうじゃ！　我の思いつきを教える代わりに、奴らが『ぶれいこう』するときに我を同席させるように約束するつもりなのじゃ。そうすれば我も楽しいし、奴らも主さまに名前を書いてもらえて嬉うれし──わぁっ。主さま！　我の本体を上下に揺さぶるでない！　こらー。目が、目がまわるぞ──主さま──っ」

　まったく。

　僕はため息をついて、レギィの本体を壁に戻した。

「油断してるとすぐにこれだからな。最近は変なことしないと思ってたのに」

「なにをー。主さまが悪いのではないかー」

「僕が？」

「主さまのせいで、奴隷少女の着替えを見るのが楽しくなくなってしまったのじゃ！」

　レギィはベッドの上で、まっすぐに僕を指さした。

「これはえろい魔剣としての誇りに関わること。ならば、着替えよりさらにすごいものを見て、我の真の心を取り戻すしかないではないか！」

「取り戻さなくていいって。そんなの」

　……でも、着替えを見ても楽しくない？　レギィが？

　だからって僕たちが──ってところを見せるわけにもいかないけど。気になるな。

「具合でも悪いのか、レギィ？」

「──んっ」

　僕が額に手を当てると、レギィは不思議な感じの息を吐いた。

　びくん、と背筋を反らして、それから薄目を開けて──

「わかったぞ、主さま！」

「なにが？」

「奴隷少女の着替えを見るだけでは駄目なのじゃ。主さまがそこにいないと、我の心は浮き立たぬのじゃ。だって、主さまが我に触れているだけで、我の心は楽しくなっておるもの！」

　レギィは真っ赤な目を、かっ、と見開いて、叫んだ。

「やはり主さまが絡まぬと我は駄目なのじゃ！　さあ行け！　今すぐ奴隷少女たちの寝所へと行けい！　風呂でもいいぞ。案ずるな。風呂場の壁にのぞき穴が空いていることは確認済みじゃ！」

「行かねぇしのぞかねぇよ！　というか風呂場にのぞき穴があるのかこの別荘!?」

　スク水姿のレギィは僕にしがみついて、別荘の秘密の場所──いや、教えなくていいから。隠し扉の場所は知っておきたいけど、のぞき専用の部屋はいいから。下手な知識を持つと危険だから！

「我は主さまを助けるものなのじゃ！　ゆえに、知っておることをすべて伝える義務がある！」

「こういう助けはいらねぇよ！」

「覚悟せよ主さま。魔剣レギィのご奉仕は、こんなものではないぞ──っ!!」

　僕の言葉なんて無視して、気合い満点の声を張り上げたレギィは、すごく楽しそう。

　なんだか、僕まで楽しくなってきた。

「まったく……変なご主人様に相応ふさわしい魔剣だよ。お前は」

「うむ。主さまも、長い時を生きた我が出会った、最高の持ち主じゃ！」

　レギィは笑いながら、僕の背中に抱きついて──

「我は誓うぞ。我が朽ちてガラクタとなるまで、我が忠誠は主さまのものであることを──っ!!」

　真夜中だってのもお構いなく、レギィは心底嬉しそうに、声を張り上げたのだった。








あとがき






　こんにちは、千せん月げつさかきです。

『異い世せ界かいでスキルを解かい体たいしたらチートな嫁よめが増ぞう殖しよくしました』５巻を手に取っていただき、ありがとうございます。

　このお話も５巻となり、やっと定住したナギたちは一段落。

　落ち着いたところで、奴隷少女嫁たちと一緒に、のんびり『社員旅行』にでかけます。




　馬車でめぐる異世界の旅──

　歴史的な遺跡と、隠された伝説──

　ナギと少女たちの『ぶれいこう』の秘密──

　そして巡り会う、真っ白な姿をした『謎の少女』。

　……その正体は、ぜひ本編で確かめてみてください。

　もちろん、今回も書き下ろしエピソードを追加してます。調子に乗って書きすぎて、気がついたら１５０００字を超えてました。校正のたびに担当さんに「あと○ページ増やしても大丈夫ですか？」って聞くのはどうなんだろう……？




　ここでお知らせです。

　なんと、この５巻と同時に、カタセミナミさまによるコミカライズ版『チート嫁』第１巻が発売になります！　異世界の風景や生活感まで描かれた、すばらしいものになってます。

　コミカライズ版ではナギとセシルのスキルも、いちゃいちゃも──もちろん、再構築シーンもたっぷりと描かれています。さらに、表紙の裏側には書き下ろしＳＳシヨートストーリーつきです。

　この書籍版５巻と合わせて、コミカライズ版もよろしくお願いします！




　それでは、最後にお礼を。

　書籍版『チート嫁』を応援してくださっている皆さま、ＷＥＢ版を読んでくださっている皆さま、本当に、ありがとうございます！　これからもよろしくお願いします！

　東とう西ざいさま、今回も最高のイラストをありがとうございます。表紙にもなっている『謎の少女』のキャラデザが可愛すぎて、気づいたらＳＳのプロットができあがっていました。

　担当のＫさま。いつも素早いレスポンスをありがとうございます。地方在住なので本当に助かってます。校正担当さま、印刷所の皆さま、各書店さま、この本に関わってくださった方すべてに、この場を借りてお礼を言わせてください。ありがとうございます。

　そして、この本を手に取ってくださった皆さまにも、最大級の感謝を。

　このお話を気に入ってくださったら、またお会いしましょう。





千月　さかき


















　魔王になったので、ダンジョン造って人外娘とほのぼのする　電子特別お試し版　（著：流優　イラスト：だぶ竜）
















　異世界転生したユキは、気付くとダンジョンの魔王になっていた。「今度は自由に生きる！」と決意した直後、覇龍と遭遇！

　戦闘……にはならず、何故かユキの出すお菓子の虜になりそのまま居候に!?　さらに、次々と人外娘を拾い……。

　チートな強さで人外娘達を助けたり、便利なカタログ通販（？）でダンジョンに凶悪な罠を仕掛けたり、日本の玩具で遊んでみたりとやりたい放題！

　自分の自由と人外娘達の平和のために、快適＆最凶ダンジョン造りを目指す!!








プロローグ　なんか翼が生えてる









「あー……」

　手鏡に映る自分の顔や姿を、色んな角度からまじまじと見詰める。

　黒髪黒眼の、今まで何度も見てきたその容よう貌ぼう。言う程特徴も無い普通の顔立ちで、若干眼めつきが鋭いのが特徴と言えばそうかもしれない。

　背丈も大して高くも無ければ低くも無く、身体からだ付きもゴツくも無ければヒョロくもない。

　まあ、ここまではいい。

　ここまでは。

　こんなじっくり自分を見ているのは、別に俺がナルシストだからという訳じゃない。とある確認を行っているのだ。

　俺は、手鏡の角度を変えて背中を確認する。

　そこに映っているのは──翼。

　俺の背中の肩甲骨辺りから、コウモリだかドラゴンだかわからない真っ黒い翼が生えている。

　慣れない感覚だったのでちょっと大変だったが、意識を集中させるとしっかりパタパタと動いたのを見るに、これはやはり俺の身体の一部ではあるらしい。

　そして──眼。

　黒眼と言ったが、実際は片方だけで、もう片方の眼は紅あかく染まっている。真っ赤っ赤である。

　どうやらこれは種族が持つ固有ユニークスキルの、いわゆる魔眼というものらしいんだが……これなんて中二よ。自分にも漏れなく訪れた黒歴史を思い出すようで、すげー恥ずかしいんだけども。

　しかも、そんなナリをしているくせに、今身に着けているのがジーパンとＴシャツというラフな恰かつ好こうをしているせいで、酷ひどくチグハグな印象を受ける。ヘタなコスプレのようだ。

　つかこれ……もしかして翼の付け根の部分のＴシャツ、破けてないか？　見えてないけど、絶対破けてるよな？

「………………ハァ、寝よ」

　もうなんか色々疲れてしまった俺は、そこで思考を放棄し、ＤＰ──ダンジョンポイントで布団を出現させ、それを玉座の間に敷いて、寝た。





◇　　　◇　　　◇






　──時間は、少々遡さかのぼる。

　何が起こったのかと言うと、話は簡単だ。

　輪りん廻ね転生である。

　何の面白みも無く事故死して、もう一度生まれ変わったらしい。

　それは、意識が戻った瞬間に理解した。自分が一度、確実に死んだ感触がまだ残っていたからだ。

　事故で撥はね飛とばされ、骨がバキバキになり、身体中が悲鳴を上げて潰つぶれていく感触。全身から力が抜け、自分の血がどんどん体内から外へと溢あふれ出していくのがわかるのに、痛みも何も感じず、目の前が徐々に真っ暗になっていく悍おぞましい感覚──。

　ぶるりと身震いし、大きく深呼吸して、嫌な記憶を頭の中から追いやる。

　とにかく、一度死んだはずが気が付くと俺はここ──『玉座の間』っぽい場所で倒れていた。

　品の良いシャンデリアに、柱と壁。窓は無く、奥行きはそこまで広くない。

　そして俺の背後に鎮座しているのは、飾りは少ないが荘厳さを十分に感じさせる、造りの良い玉座。そこから真っすぐレッドカーペットならぬブルーカーペットが対面の壁まで敷かれ、そちらにはこれまた装飾は少なめだが、一目見ただけで重厚さを感じさせる扉がある。

　何と言うか……あれだ。全体的に悪役っぽさの漂う趣の部屋だ。ゲームのラストダンジョンに出て来る魔王のいる玉座の間を、幾分と縮小した部屋、といった感じか。

　しばらく呆ほうけてから俺は、とりあえず現状を把握しようと立ち上がり──そして、目線が高くなったことにより、玉座の裏にソレがあることに気が付いた。

「何だ、これ……？」

　そこにあったのは、丸い、バスケットボールを一回り小さくしたぐらいの、虹にじ色いろに光る宝玉。

　俺は、何とはなしにそれに向かって手を伸ばし──。

「ッ!?　がああアああアアアッッ──!?」

　宝玉を触れた瞬間、突如襲い掛かる、強烈な頭痛。

　まるで脳みそを直接弄いじられるかのような、不快な感覚が全身を襲う。

　思わず膝ひざから崩れ落ち、床に両手を突く。

　眼の端から涙が滲にじみ、あまりの痛みから視界がぐらつき、吐き気がこみ上げる。

　そのまま俺は、絶叫を迸ほとばしらせ、床の上をのたうち回り続けた。




「──ハァ……ハァ……なるほどな……」

　その地獄のような頭痛が、やがて波が引くようにして消えていった後。

　荒く息を吐き出しながら、俺は──その語句を、唱えた。

「……メニュー」

　すると同時、目の前に透明なガラス板のような──要するにゲームのメニュー画面のようなものが、突如として目の前に出現する。

　これは、唱えた者が一番使いやすい形で現れる。

　例えばこの世界にもいるゴブリンなどの原始的な種族が『メニュー』を唱えると石版が出て来るし、他の人間に近い生態の種族の場合は、大抵が本の形で出現する。

　俺の場合は、ゲームをよくしていたせいか、この形が一番使いやすいと判断されたようだ。

　そんな知識が、まるで脳内に辞書があるかのように、俺の頭にポンと浮かぶ。

　……いや、本当に脳みそに直接知識を植え付けられたんだろうな。

　ふらつく頭を押さえながらメニューへと視線を向けると、そこに表示されているのは、上から順に『ステータス』、『ＤＰカタログ』、『ダンジョン』、『ガチャ』の四つの項目。

『ガチャ』の項目がすんげー気になるところだが……とりあえず上から見ていくことにして、スマートフォンを操作するのと同じような感覚で『ステータス』の項目をタッチしてみると、俺のステータスらしい数値が表示される。

「へぇ……って、種族がアークデーモンて」

　あの、いつの間にか俺、人間じゃなくなってるんすけど……。


名：ユキ

種族：アークデーモン　クラス：魔王　レベル：１

ＨＰ：２１００／２１００　ＭＰ：６７００／６７００

筋力：６５１　耐久：６８５　敏びん捷しよう：５５０　魔力：８９７　器用：１２５０　幸運：70

スキルポイント：５　固有ユニークスキル：魔力眼、言語翻訳

スキル：アイテムボックス、分析アナライズ[image: ]１

称号：異世界の魔王　ＤＰ：１０００



　つか、よく見たら俺、人間やめてる上に、クラスが『魔王』じゃねーか。字面が物騒だなオイ。

　……いや、どうやらここ──ダンジョンを管理するダンジョンマスターのことは、総じて魔王と呼ぶらしい。脳内ウィキ〇ディアに載ってた。

　名前も苗みよう字じが無くなり、カタカナでユキとなっている。自分でも女っぽい名前だと思っていたが、ますますそうなったな。

　ステータスは比較するものがないからよくわからんが、とりあえず幸運値の圧倒的低さよ。

　……まあ、事故死するぐらいだから、そんなもんなのかもしれんが。

　器用値が頭一つ抜けてるのはよくわからない。趣味が手芸とか、そんなことはないのだが。

　次に、表示されているスキルへと指を滑らすと、その詳細が表示される。

　分析アナライズやアイテムボックス、言語翻訳はよくある感じのヤツだ。分析アナライズは、スキルレベルの上昇に伴い表示される内容が増え、アイテムボックスは保有する魔力によって収納出来る量が増える。言語翻訳は言わずもがな。

　魔力眼は……どうやら種族特性のスキルらしい。相手の放つ魔力を可視化出来るようだが、有用性はまだようわからんな。

　スキルポイントは、スキルの横にある数字、スキルレベルを上げることが出来るようだ。スキルレベルの最大値は10で、それが上がるのに比例して必要ポイントが多くなっていく仕様らしい。

　スキルの下の称号はと言うと……。


異世界の魔王：異世界から現れた者。固有ユニークスキル『言語翻訳』を取得。



　あ、うん、やっぱり異世界なんすね、ここ。まあそうだろうとは思っていたけど。

　とりあえず一通り確認したステータス画面を閉じ、次にメニューの『ＤＰカタログ』を押す。

　どうやらこれはそのまま、ステータスに載っていたＤＰ──ダンジョンポイントで交換出来るものを表示する機能のようだ。

　剣や盾、防具、杖つえなどのファンタジー的なものから、歯ブラシやコップ、食料品、果ては必要ＤＰがクソ高いがテレビゲームなども交換出来るようだ。通販かよ。いや、便利でいいですけども。

　もしかするとこのＤＰカタログってのは、ダンジョン自体に元から備わっている物と、俺の認識によってゲット出来る物の二種類があるのかもしれない。そうでなければ、この異世界感ぶち壊しの品々はカタログに載らないだろう。

　ただ、地球産の品々はこの世界の品に比べて軒並み高い。入手するのはもう少し先になるか。

　気になっていた項目である『ガチャ』は、そのままガチャだ。一回１００ＤＰ、１０００ＤＰ、１００００ＤＰ、１０００００ＤＰの四つがある。何が出るかは回すまでわからない仕様らしい。

　残りの『ダンジョン』は、ここのダンジョンの階層を増やしたり、拡張したり、モンスターを召喚したりなど、ダンジョンを造る上での主要な機能が詰まっているようだ。

　まあ、細かい検証は、後ほど行うことにしよう。




　──ダンジョンとは、生物だ。




　この世界特有の、『魔素』のある場所で生まれる。

　生まれたばかりのダンジョンは、他の生まれたての生物同様に力が弱く、簡単に潰されてしまう。

　特に潰しに来るのは、人間らしい。ダンジョンの心臓であるダンジョンコア──先程の虹色の宝玉を狙いに、よく襲撃に来るらしい。

　確かに、見るからにレア度高そうだからな、アレ。

　また、この世界の野生生物である『魔物』なんかも、ダンジョンコアに込められた莫ばく大だいな魔力に吸い寄せられ襲いに来るようだ。

　──要するに、周り全てが敵なのだ。ダンジョンは。

　そこでダンジョンは、自身の身を守るために管理者を召喚し、自身の生存率の向上を試みることにした。共生することに、生き残る道を見出した訳だ。

　魔王とはそうして召喚された、ダンジョンを守護し、管理する存在である。

　大抵の場合は、近場に棲せい息そくする魔物を呼び込んで、魔王として生まれ変わらせるようだ。

　が、しかし。このダンジョンの生まれたのが魔素濃度の濃い場所だったため、他のダンジョンよりも力を持つことが可能だったらしく、その力の大半を用い、より魔王として適した存在を、と召喚した結果が、どういう訳か異世界で死んで魂だけになっていた俺だったと。

　俺、どうやら人より魔王に適しているらしい。非常に心外である。

　俺が人間からアークデーモンに転生したのも、ダンジョンの自己防衛機能の一つだ。人間に転生させるよりは、人外に転生させた方がより生存率が上がると判断されたのだ。

　ダンジョンに植え付けられた知識によると、これは適性のある魂でなければ出来ないことだそうだが……まあ、うん、あれかな。俺がメッチャやり込んでたゲームのキャラの種族が『上位魔族アークデーモン』だったから、ってのが反映されたのかもしれない。んな訳ねーか。

　……ただ、力があるのは悪くない。知識を植え付けられたから理解したが、こっちの世界は前世よりも大分物騒だ。魔物いっぱい戦乱いっぱい。おまけに知能の低いバカな魔王があちこちで人間とか殺しまくってるから、魔王に対するヘイトも高い。

　そんな世界に魔王として生まれてしまったからには、俺自身の生存率を上げるために、少しでも力があった方がいいだろう。

「…………」

　俺は、あの強烈な痛みを与えてくれたクソ忌々しい宝玉──ダンジョンコアを睨にらみ付ける。

　魔王の器生成にはダンジョンの力が多大に影響しており、ダンジョンが死ねば魔王は死ぬ。

　魔王にリソースの大部分を割いているため、魔王が死ねばダンジョンの力が大きく弱まり、結果的にダンジョンもまた滅ぶ。

　──つまり、一いち蓮れん托たく生しようなわけだ。

「……ったく、厄介な世界に呼びやがって」

　だが──コイツがいなければ、俺が意識を取り戻すことは二度と無かったことも、確かな事実だ。

　虹色の宝玉へそっと腕を伸ばし表面に触れる。もう、痛みを伝えて来ることはない。

　これは、俺のもう一つの心臓だ。

　……せっかく得ることになった、二度目の生だしな。

　今度こそ好きに生きられるように……コイツを守るのもまあ、悪くはないだろう。

　そんなことを考えながら、とりあえずアークデーモンとなってしまってからの自身の姿を確認してないなと思い、ＤＰカタログで一覧を開き手鏡を出現させた──。





◇　　　◇　　　◇






　翌日。

　とりあえず寝て頭をすっきりさせた俺は、布団一式をアイテムボックスにしまってから、ＤＰカタログを表示させ朝食となる食料品を探す。

　アイテムボックスは、発動すると虚空に亀裂が生まれ、そこに物を突っ込むという仕様だ。

　これ取り出す時どうすんの、と思ったら脳内にリストのようなものが浮かび、それを念じながら虚空の裂け目に手を入れると物を取り出せるようだ。便利だなオイ。

　ちなみに、何故窓が無い部屋で翌日とか朝食とか時間がわかるのかと言うと、メニュー画面の右上に現在時刻と日付が表示されているためだ。

　ゲームか！　とツッコミそうになったが、よく考えてみたら俺の知っているゲーム画面が元になっているんだった。

　そんなこんなで朝飯の食パンとベーコンを出現させた俺は、普通の椅子はなかったので玉座に腰を下ろし、もそもそとそれを食べ始める。

　ＤＰの確保も考えなきゃいけんな。初期ポイントらしく１０００ＤＰあるが、これは今の俺の生命線だ。消えていくばかりというのは少々心もとない。

　このＤＰの確保の方法には、

　・ダンジョン内に、自身が出現させた配下以外の魔物がいる状態（強さにより取得ＤＰ上昇）

　・ダンジョン内で侵入者を殺す（強さにより取得ＤＰ上昇）

　・ダンジョン内で魔物の死し骸がいや糧となる何かを吸収する（物により取得ＤＰ上昇）

　・自然回復（ダンジョンの範囲により取得ＤＰ上昇）

　の四つがある。

　これを見ればわかるように、ＤＰ収入はかなり侵入者頼りのところがある。

　侵入者に殺されないよう管理者を生むくせに、侵入者がいなければ飯の確保が出来ないとは、ままならないもんだ。

　まあ、それが弱肉強食か。ダンジョンも生物だしな。その頸くび木きを逃れることは出来ないのだろう。

　自然回復はあるものの、これは三時間で１ＤＰ回復とかなり微々たるものなので、今後どうなるかわからないが、今はまだあまり当てには出来ない。

　早急にダンジョンとして体裁を整える必要があるが、そのためにはダンジョンや魔王がどんな存在でどういう認識をされているのか。後は周辺の地理か。その辺りを早めに知らなければならない。

　あれだ、需要を知らなければ供給は生まれないとか、そんな感じ。前世のうろ覚え知識。

　というのも、ダンジョンに強制的に植え付けられた脳内ウィキ〇ディアさんの情報では、あくまでダンジョン側の視点としての侵入者の記述しかなかったので、よくわからなかったのである。

　曰いわく、「我々を殺しに来る悪魔のような者達」とのこと。

　まあ、うん、そうね。自分を殺しに来る存在は悪魔に見えるだろうね。

「さて、と……」

　朝飯を食い終わった俺は、ぱんぱんと手のパン屑くずを払い、視線をこの部屋唯一の扉へと向ける。

　とりあえず今、俺が喫緊でしなければならないことは、この先を確かめることだろう。

　何が広がっているのか確認するのは、興味半分恐ろしさ半分といったところだが……まずはここからやらないと、何も始まらない。

　少々ＤＰカタログで準備を整えてから立ち上がった俺は、部屋の対面へと向かうと、恐る恐るといった様子で美麗な扉を開いていき──。

「……洞どう窟くつ、か？」

　扉の外に広がっていたのは、一つのでっかい空洞。

　何年物なのか気になる水晶のような鍾しよう乳にゆう石せきがぶら下がり、そして洞窟天井部の小さな裂け目から差し込む光を反射して、周囲をほんのりと照らしている。

　少し窪くぼんだ場所には水が溜たまっており、不純物が少ないのかかなり透明で奥まで透き通っている。

　なかなか、幻想的な光景だ。

　どうやらこの扉は、洞窟の中に生成されたものだったようだ。

　まだダンジョン領域はあの玉座の間だけのはずなので、この洞窟はダンジョンによって造られたものではなく自然物なのだろう。

　周囲に別の生物がいないことを確認した俺は、少し先に見える洞窟の出口らしい──いや、入口らしい場所から差し込む陽の光を目指して歩を進める。

　カツン、カツンと反響する俺の足音。

　空気がひんやりとしていて、肌に心地良い。夏場は冷房いらずだ。

　やがて、入口まで辿たどり着ついた俺の視界は、一気に開け──。

　──澄み渡る、無限の蒼そう穹きゆう。

　一面を埋め尽くす緑の大森林。風が木々を揺らし、耳を澄ませば木の葉の擦れる音まで聞こえる。

　陽ひの光に照らされ、キラキラと輝くのは、長く長く続いている大河。

　どこまでも広がる地平線と、雲を突き抜け、見る者全てを圧倒する雄大な山脈。

　地平線の果てに見える広大な青は、海だろうか。

　また、彼方かなたの空には島のようなものが浮かんでおり、そこから流れている滝が空から大地へと降り注ぎ、虹にじが掛かっている。

「うおぉ……」

　あまりの景色の美しさに、思わず目頭が熱くなる。

　そこに広がっていたのは、俺の貧弱な語ご彙いでは決して表現がままならない、神秘的なまでに壮大な、世界の姿だった。

　……俺も、人間やめて翼生えてる訳だし、その内この空、飛べるようになったりしねーかな。さぞかし気持ちが良いことだろう。

　ちなみに、今俺の背中に翼は生えていない。

　寝る時になんか邪魔だったので、どうにか小さく出来ないかとか、もっと綺き麗れいに折り畳めないかとか色々やってたら、フッと消えた。

　この翼、どうやら俺のまだよくわかってない力、魔力で構成されているらしく、任意で出したり消したり出来るみたいだったので、それ以来消しっぱなしなのだ。便利な身体なこって。

　しばしそうして景色に魅入っていた俺は、ふと我に返り、本来の目的、周辺の地理確認に戻る。

　どうやらここは、山の中腹のようだ。中腹と言っても、こんな景色が見られるぐらいだから、標高はそこそこ高いのかもしれない。人里らしきものは……近くには無さそうだな。

　振り返った俺の視界に映るのは、切り立った崖がけ。

　今出て来た洞窟は、この崖に出来たものだったらしい。

　あー……こっちは進めなさそうだな。とりあえず、上に行ってみたいんだが。

　そう考えた俺は、どこか登れるような場所がないかと、山の中を歩き始めたのだった。







　この続きは現在配信中の『魔王になったので、ダンジョン造って人外娘とほのぼのする』にてお楽しみください


(C)Ryuyu, Daburyu 2017










千月さかき

SAKAKI SENGETSU

北陸のあたりにある、冬は寒くて雪がたっぷり降る地方在住のものかき。主な著作は「絶滅危惧種の左眼竜王レッドデータ・ドラゴンロード」（ＨＪ文庫）。静かな時は、だいたい何か読んでいるか、なにか書いているいきものです。



















カバー・口絵・本文イラスト　東西

装丁　木村デザイン・ラボ












異い世せ界かいでスキルを解かい体たいしたらチートな嫁よめが増ぞう殖しよくしました 5




概がい念ねん交こう差さのストラクチャー








千せん月げつさかき





[image: ]





2018年1月10日　発行





(C)Sakaki Sengetsu, Touzai 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

カドカワBOOKS『異世界でスキルを解体したらチートな嫁が増殖しました 5　概念交差のストラクチャー』

2018年1月10日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］http://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）















item/image/gaiji-cid00642-m-v.png
"





item/image/p283.jpg





item/image/cover.jpg
=
5

o

( t}(“

V
g
i
=
i

ZZC I ﬁ
L@ \






item/image/p157.jpg





item/image/p035.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p237.jpg





item/image/p189.jpg





item/image/gaiji-0001.png
Lv.





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		第１話「奴隷少女たちにお休みをあげるには、いろいろ口実が必要だった」



		第２話「実験用に『再構築』したスキルには、意外な副作用があった」



		第３話「海竜の巫女と武闘派飛竜の対決は、30秒で片が付いた」



		第４話「ほわほわエルフ少女の人生相談」



		第５話「ナギとセシルの『小さな約束』」



		第６話「『霧の谷』攻略計画と、ラフィリアによる『器物劣化』活用法」



		第７話「チート嫁軍団による、やさしい『霧の谷』攻略法」



		第８話「『霧の谷』の秘宝を持ち帰りますか？　はい／いいえ」



		第９話「『天竜の卵輸送クエスト』と『霧の谷防衛イベント』」



		第10話「天竜の代行者、貴族の作戦と心をへし折る」



		第11話「異世界の労働環境について、ちょっとだけ文句を言ってみた」



		第12話「『４概念チートスキル』には、安全装置がかかってた」



		第13話「リタと見回りと『完全獣化』」



		第14話「ナギとお姉ちゃんメイドの情報収集。そしてアイネの戦い」



		第15話「奴隷の水着をべたぼめしたら、隣で誰かが聞いていた」



		第16話「超越存在があいさつに来た。そしてそのまま戻って行った」



		第17話「『天竜の卵』を助けるために、巫女にキスして抱きしめて一緒に眠った」



		第18話「次の世代の天竜とは、ずっと一緒にいることになった」



		第19話「大事なひとの墓参りに行ったら、邪悪な蛇が暴れてた」



		第20話「仲良しチートの奴隷少女たちは『パーティ名』にこだわりがあった」



		番外編「魔剣レギィと、お似合いの水着」



		あとがき



		魔王になったので、ダンジョン造って人外娘とほのぼのする　電子特別お試し版　（著：流優　イラスト：だぶ竜）



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/cover-otameshi.jpg





item/image/p133.jpg





item/image/p099.jpg





item/image/p015.jpg





item/image/p217.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
qﬁ%m%é,\ﬁb\a = ll} |

"\

i.A%h:buéokaiZ






item/image/toc-001.jpg
Contents

B 15 [P RILIIBRAEDITBITE WAV BIIEN B o7] 005
%28 [N IHREEEI L7 A VI RO SEWER 235 72 016
B35 [MHEOBKL RGO, S0 TH 247z 032
B4 1ZbIEZbINVTHRDO N 041
$ 5 [FXLINVOUNSTRIR]] 049
%65 [[HBORIBMEEHIIL, 57 4) 71X BALIERNE] 065
578 [F—MEHERIZES RSLOIEOR S| 073
% 8 & [[BORIOMEEFRHFLRIZTS? 13w, vz 090
%95 [[REDIEL = AN LIBORPIA<I ] 112
#1038 [REOMRATH. HIROMRL D ~LITZ] 125
115 [RIEROBIEBUNOVT bro BT L E T o TATZ] 143
H125% [TABERF— PR NVNTZ RSB DD o T2 153
W13 (VXL LI5e4kE]] 175
B4 [FXLBUIH < AAFORGHINE, ZL TP 4RO 198
155 [WHEOREERIIFOLIL BETHE»DFITW] 207
B16% [BEFIEDDVEDIRTL ZLTEDOEEH > TTo72] 219
B175 [[KEOI] 2 27z DIT BEITF AL THELOT—HffIcRo7z] 230
#1835 [ROMROKFLR Fol—HITVwdILITL o] 246
195 [REROLEDEBYIAT o720 MBS RN TIz] 264
$205% [fPRLF—IOBED K BIZIN—T 4RI DY D o72] 270
FAE RV XL, BEBVOKE] 295

HLHE 301






item/image/p053.jpg





item/image/p001.jpg
TFHIHE sxo08m






item/image/logo-kadokawabooks.png





item/image/kuchie-002.jpg
[9
B A0
il
PYE
REQ.
X

e
85
gl

Caaun






